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曾 告

: 懸賞募集大阪市の 「シピック・センター」計量理想、案嘗選後表
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各方面の壷カを得て最近二三年間に竣工し7こ穆校建築の費料を蒐めにところ、大・中・小・製校の

代表的のもの 40 $ 会校に上ったのでこれらを纏めて編纂刊行することにし七、夜行は本月下旬

の議定である、前回護行し? こる本集は非常なる好評を得て三版を重ねたがその姉妹編である本

書も共に舎員諸君の座右に備へられんことを望み且つ御知友へ御臨めを乞ふ。
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「建 築 乞 枇 曾 」 表 紙 同 案 懸 賞 募 集

本曾後行の雑誌、「建築ミ枇曾」昭和 9 年度用の表紙園案を

下記の規定によりまして懸賞募集致します

1 題 蹴 表 紙 は 「 建 築 と 祉 合 第 十 七 輯

第 披 日 本 建 築 協 舎 昭 和 九 年

一月一日 」と油営に配置し「

建築と祉舎 」の題字は成る べ く

上部に左書きのこと

表紙の大さは四六倍版( 竪26糎横

19糎)

1 背 背の意匠をも添附すること背の

厚さは0.7糎 「 建 築 と 位 舎 競

教 を 表 す 数 字 特 輯 題 目 」 等

の文字を遁営に配置すること

1 着色二色( 紙色の外)

1 間 面 原 因 紙 を 用 ひ 現 寸 と す

1 意匠 随意なるも本誌の特質を表現する

に足るもの、但し他人の意匠を劉

縞せるものと認めたるときは審査

せす
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大 阪 市 の 『シ ビ ッ ク セ ン タ ー』

計 董 理 想 、 案 懸 賞 審 査 概 評

此の智i都市計鐙に闘する懸賞設計は殺が関最初の

試みであるので、其 の 感 募に封しては多少の危棋

の念を有 して居たの であるが 、重立もキU¥' ・mり、殊

に賂募者 の熱心な長面目な f.!!l皮 は此の試みの決し

て無駄でなかっ た事を透して甚だ喜び に1越えない

Ijfrで ある。

此 の 懸賞は 、 先に懸賞・募集溌表 の ｾ［￤Ｇ時担 ｅ 旨として

述ベたる 如 〈 、 大大阪の玄腕たる梅悶関白 ｾ￭ の ｭ ［ 伏

:，)(eぴに現控訴局が言| 笠しつつある郎前ー郊 の披玉虫

官，"mを以てして は足れりと せ ず、更 にJsi ftia悶な根

本的な理想案を求め 、之によって一般市民の注意

をl喚起 し叉首・局立案の参考 とも したいと云」、のが

目的であった 。

従って理想案と云」、意味 は、現 在の財政; 伏態 ゃ既

存建築物或ひは既存道路に必ずしも拘束きれない

自由な構想を要求するものであるが、 交通 上、建

築上の工母性的に首然考慮さる可き技術的な務貼&

ぴ従来 の段鵡な土地 の怒務的制用 は排するも合担E

的な相官町な土地利用の如きも滋然考慮される nJ き

ものである。f f l g . 募案の うちには多少理想案 と云」、

・:tff.!J;jとを考へお ひ して、{徐りに空想的陀すぎたもの

もあった様に患はれる 。

務査に fi1・つては

L 腐を中心と して尚・工都市大 阪 の 玄 闘 と し て 必 要

すよ言荷役世ii を合む区域。

2. 都民主( 舎を中心として各種公共維築物を集め良に

大都市のシビッグセ' / 9 ' ーたるに中目隠しい1 I f Wi由

美と公衆の利丹1 ｾこを余ね有するｷ［域。

3. 之傍臥域の交 iili 問 題 に霊せする充分なる考慮。

以上 3m占を主眼として之等三 つ の綜合的統一ある

案を見出す事に主l恨を置いた。

fflg.iTJ; 案のうちには 、非常に周到な配慮の下 に綿 密

な研究を往て乍ら 直 ちに貨施される司王を主 阪とす

る係りシピッ クセンタ ー としての配位を織牲とせ

るも の叉は交通問題に主力を注ぎ建築物の配置及

び プロ ック の割方等を等閑にせるも の、戎 ひ は又

シピックセ '/ 9' ー としての建築物 。附置に偏して

交 渇問題を無視し たるものな ぞ、其 の主眼とせる

駄 に於ては昨奨 l亡値す る案であり乍ら案会位とし

て選 にも れたものも多 いo

XI  14 

l 等

此 の 案1立計霊区域 の北牛に放行者中心と しての各

種必要主主築物を慨し 、南半には者f隊 舎 を は じ め 各

種公共建築を集めて建築物の配置 は大也に於て良

u、。

腐を中む とする繁搬な主要本行は現在の二大幹線

道路に譲り採正面よ り都蝋舎に向って 臆測 な 歩 行

者専用の大遊歩道を設け 、更に中央各額匙築物に

あj する事行を其の雨官111道路に分間! t せし め て居る 。

之は既設 二大幹線道路を充分に活用し而かも中央

に都合の雑踏を切離した完全な休息地帯を現出す

るもの で、族行者乃至都合人 の安息休養に最も注

意せ るものと 云へやう 。

叉ｾ 位の計Ｚｭ区域に望すする 利用土地 の割合 も極端

に走 らず、現 "(Eの財政や現復存する特殊の図維な

事情さへ改良され 、官t局の熱意と市民の充分な理

解とが伴へば 決 して1霊行不可能な案ではない 。

ｉｾＨ ［ 篠田新道機僑問の現在道路 及び 繰回線前の路面 ー

交通に童話 して今少し新し〈立位的交通 方 式 を考慮

して欲しかったと思」、。

2 等

構想の雄大な叉貨に美しい案である。唯徐りに凶

上 の シ Y メト リー に囚れて滋路を配置 した銭めに

尾事前建築ゃ公館建築が細分され貧弱なもの となっ

た憾みがある 、ホIJm土地の書IJ合も稀少きに過ぎ る

3 等

大慢の配置は 1 ｾ 等に非Ｑｩ￭Ｇ・によく似て居り交組問題

防空問題に到して多分の関心 を有した 案 で ある。

l私儀りに其の主政する 所 に囚はれすぎて技術的に

無現な手法ゃ叉貸 際 にはま立泉なき考案を用ひすぎ

た鮎に難があ る。

最後に此の大阪のシピックセンタ ー懸賞募集に封

して、大 阪 方 面 よ りも東京方面の感募者が非常に

多 かった事には利意外 の感をな した。東京積 演 が

大笈災後の復興! によって都市計mに3討す る一般の

閥心が非常な ｮ＿ｾ を受けて居る よ 長に起因す る もの

であらうが 、地元大阪の建築家諸氏が今少しくか

うした 問題に今後一層 の関心を持たれん 惑 を 希望

して J 七まな ν‘ o



大 連 に 於 け る 四 合 建 築 大 合 々 揚 ・・・ ・ 片 岡 本 合 長 の 講 演

四 曾 聯 合 建 築 大 曾 芝 浦 鮮 の 見 準

松 室重 光

CA)  

大舎は昭年 8 年 8 月14 日午後 5 時より大連市大成場大和 ホテル に於て聞かれまし1: 。

1  . 授 端

此同合即ち日本建築協合、満洲建築協舎 、朝鮮建築合、及 び台湾建築舎の 四舎が互に連

絡提携して共共通なる建築界の進展に期しにちょいと云ふ意見は Wf- ;秋我建築協舎の瀦15年

記念大舎の問 舎 に 営 れ 満 州'1建築協合より特派せられて来朝せられに同合代表石間書記長

と我等本協舎の有志がータの懇談合を開催しましに時に提唱せられに: 事でありまして、

皆共有意義なる事に賛意を表 し1: のであ ります 0

2 . 準 備

ｭｾ 来年改ま りで共開催の機 の熟せん ことを待って 居 ＿このでありますが、偶々本年 Ｗ Ｍ Ｘ 月

15 X I  
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に亙り大連市に於て共主催になる日 潟大博覧舎が聞かる、王おとなりましにので 、此機舎に

開催しTこらと云ふ満洲建築協舎の提議に賛同し 、同協舎を主催者 として一切の準備共他を

お任せして質現する 事と なっ 1: のであ ります 。

此舎議には日本よりの室参加に相官; 重きを置かれていた のは勿論であります 。我 臼本建築

協舎は其滅 ] 5 年の記念事業 として賞現せしめ1: 僑と . 強て期待していましに満鮮の見製

放 行を決行し ゃうと云ふので屡次委員舎を開き満洲建築協舎の協力調杏を求め 、 共笑ｾ定

めて時期を何時とするかと云ふ ー 黙迄こぎつりで 居 ＿こ ので 、 共に之を質現せしむる ｾｉ の便

宜を思ひ、本舎では 可成多数の合員の参加の便宜上真夏ではあるが 8 月にする事が誼蛍と

考へまして . 其黙で満洲建築協舎に可なり勝手な希望を致しましに震に 、満洲建築協舎の

方では朝鮮 と台湾 とに 交渉往復するに 充分の絵 日なからしめに需に特別な多I亡さと御迷惑

をかげると共に、叉遁 k 会加せられに台湾の諸兄や、陸続きであるが一議に及ば十馳せ多

ぜられに朝鮮の方 k にも可なり無理な放行を御願ひし1: 諸駄については各方面に針して特

に御詑をして置〈 次第であります。

3 ， 大 奮 の 始 め

で. 大舎は此日放順の見身障に議定 より 1 時聞を遅延せしめに翁に開含時が従って遅れま

した。先つ'満洲建築協舎 k 長の開舎のお卒、次ぎに菱刈闘東長官、鄭満洲同組理主? 始め とし

小川大連市長、 桶谷満洲土木建築協舎長等関係諸方面の耐僻があ りまして、共後に講演に

移りましに。

4 . 講 演

前に述べ? こ様な次第で此講演に充分意見吐露の時が輿へら れな かっTこのは甚fご遺憾で- あ

りました。先づ南満洲工業専門皐校教授村田治郎博士の「満洲に於げる歴史的建築の説明」

に充分其溢蓄を披騰 して貰へな かっ? こ事や 、朝鮮建築舎の中村刑合長が接壊地朝鮮の古代

文化研究から見て「満洲園の建設と共建築」に闘し其将来に特に重大なる期待を有しつ〉

其透徹し? こる識見の片鱗より伺八なかっ?こ事や 、由席台轡建築合代表をして単に建築界に

劃する感想、fごりを聞〈 事 とし1: 事や 、叉我協舎 k 長片岡博士の大舎の意義な れ 現 代 建築

家が兎もすれば極めて狭き主概的自我に立脚して建築の劉祉合的意義を淡却せんとしつつ

ある黙に劃する 聖子告など、 一人僅に 15 分間の講演でありましにが誌に期せすして 一致し

たのは 、建築を大局 より観、間家の建設と其将来に稽へて其取扱ひ方を最も慎重にして、

折角我園が明治維新の首初より過去 65 年間絶大の犠牲を排ひて東洋民族の興隆に査し来

つに結果を満足ならしめる方法に寓遺漏なきを期す べし と云ふ事でありまし1: 。書 き添え

て置きますが私も叉「国土の創浩と建築」 と題しまして . 日本閣民 として始め て韓験する

新園家の建設を深〈根本か ら省察 して共建築に携はる べし と云ふ事の一端を述 べ まし1: 。

5 . 議 事

本犬舎 の主 ｈｬｾ 議 事 は私が座 長 に推されまして次 の通 り取蓮ばれましに。これ は私が永 〈



満洲に居りました1誌に特に共用; をけが す事と ?こっ?こ のであ ります。

第 1 宣 言

日本建築協合、満洲建築協合、朝鮮建築合、台湾建築合 ノ四舎ハ互ユ 連絡提携シ

テ 13本及ビ満洲 ェ於ケ J t - 建築界 ノ堅質ナル仲展ヲ期ス コ

本案 に異議のあ る筈: はありません。首然の事 であると共 に今 日が此聯合舎を形成する適

宜の時機でありま すD

第 2 決 議

1  )  四曾聯合禽ノ規約制定

これは日本建築協舎の提案であります。宣言の通り連絡提携して事 に首る 時 、規約の大

綱を定め置きまして此l併合合をして常に有力なる枇合的所到j慌にら しむる震に法三章的に

規定を設〈べしと云ふ事を提案者として私之が説明をなしまして、共規約草案は主催地繍

百十! 建築協合に一任 し、追って各合へ同報を受け てそれぞれの法定機闘の審議に附して決定

する事となりましに 。

2 )  ;高洲園ノ建築法規ノ制定エ閥ス)J..建議

これは朝鮮建築作の提築でありまして中村副合長 より共説明石? 受げましに。現在満洲閣

に置きましては新京問者11の大規校なる建設事業より 、北は日合情読の産業中 心大市の鏑張建

設 、 子ト ｩ は恭天の 工 業市建設等 ｫ 、 建築に闘して ｾｪｾ 本法制の制定をなし置 〈 事は必要であ り

ます。 7二、f 此法規?こるやj ' f i なる 日本 の焼直し的のものでなしに真に滅洲閣の事情に i由服 し

にも のた らしu る必要がある ので、此県t J をよく満洲閣の営路に建言 して普廃 して貰ふ と云

ふのであ ります 。

誌 に我等の汚へましに事は日本建築法規の徐りに杓子定規的であって其仲縮性を欠〈 事

や 、 其拘束あるがｾに建築の進歩が反って阻止せられて居る等の事柄 で ありま して、満洲

閣の建築法規はよ〈共現代事INに即して執行主J : しきを得る科度のものにらしめ fこいと 云ふ

事でありましに 。

本来は提案者朝鮮建築合に於て作製のJ 二賞現方に泣uむぺ〈決定いたしました。

3 )  ;高洲園 ノ建築ノ 調査機関設置 二関ス)J . . 建議

これも又朝鮮建築作の提撲でありまして買に第二の建議'奈 と相閥的のものでありま す。

中村君より 共説明を得ましにが Ｎ 満州↑闘には古 〈久し き文 化 の 体統もありまして 、 共ｾに

ヰ(:(r: するものは必す しも近代支那建築の鹿ij JJ. なる桜倣fごりではありません。共地理的事行! ?

に即して生成しに建築には必す' 共存在憤値あるものの齢なからぬ事を考へ まして、 先づ根

本的に此等の建築のむ慢を iり"11僚ならしむる事が今後の満d'l' l閣の建築に封して必す・其指活情

話1I 1となる と云ふ事から 、法規の*1]定の前に先づ此調査を減洲図の営路に求め ようと 云ふの

でありま す。

これに就ては日本の法制が日本自健の認識 を? 欠いて行はれて来てゐる 種 k なる不合理や

17 X I  



大ｾに於け る悶合住祭大合に ｪ 冷ける ＱＱＱ J平z 手)- i;e 2  {fa 影

X 1  18 

行詰りや . 犠 k な る不便が 、今日ではなかなかに除上I l の困難なる事を二J1J.Ili : して、 満i' J H国営

して同じ様な過誤に陥入らしめき' る棋にしゃうと云ふ のであります。

満t1i・'建築協舎では凱・に共具開案が作成せ られて提示されつ〉ある と云」、事も聞きまし fこ

が満場異議なく提後手f をして ｾｴｾ を作成しておふ事と定まりましに 。

国に け ｩ しますが朝鮮に於 ても 愈 ｫ 明昭和ｾ 9  ｴＮｪミ ， ｾ ＩＺｊよ り建築 ｩｬｾ ［ 闘が ｩｬ ｴ ｬｊ 光公イ ｬｩ せらるる と 云

ふ ことで あ りますけ 1初鮮にも叉七: J : 時日本と よ誌なつに率的がありましτ 共文化生活機榊の一

昔11¥t'な す建築の向ふ所を示す法規の制 定は必要でゐりますが、法は兎プ六角【tJ 1繁正終ti古苛t

之によりて衣食する官{ 僚氏のi数投5を?りj晴令すと共に民衆の背; 柑雨力が; ! 榊1怜守大せらる〉と云ふ従来の弊に l臨丘

せｾる ｊ犠隊序なカがＺら御願して世〈次 ｦ筋 ｩβＵ であります ｏ

6 記 念 撮 影

以上議事終了の後玄闘に於て記念の撮影をいにしました、御箆の通りであります。

フ 宴 禽 一一 齢 興

午 後 7 時 より 屋上にて の宴舎が行はれましに。チくいで満洲事' 1 11;- の映) 誌があ りまして大舎

が芽出度終了したのは午後 10 時でありましに。



8 大 倉 の 経 費

悲に各位に報告いにしま す一事は以上大舎経費は一切満洲建築協舎の調カ負捻する 所でも

ありまして、 日鮮台の協舎等には何の分婚もなかった事であ ります。此一事は我等の深 〈

銘記しておいて他 日必令之に際酬すべ き黙でありま す。之れは必すしも 物質的の問題では

なし満洲園の建築界に劃し、更に進み て目減雨閣の満足にして竪質 なる 仲展に針 し、 園

民として皆夫 k に寄奥すべきあるものを指示してい ると思はねばなりません。

9 大 曾 参 列 者

減洲約 ｾ ｏｏ 名 、 ｬＧ，ｩｊＺ｝ Ｑ鮮 ＱＱ 名 、 台時 Ｕ 名 、 日本より片 岡 舎長共 Ｘ 名 、こ れは満洲建築 協 舎の

期作に反して砂なからす・其失墜を指いに賠でありますが最初参加 を表明せられ? こるも事故

の矯中止せられたので 、資に不得止事なカ; ら遺憾でありまし1: 。

( B )  見 肇一滴鮮学月記

満鮮を併せますと其面積は日本本土の 41去に も上ります。之を半月で見ゃうとするのは

始めより無謀でありまして其竿商 すら満足に見難いのであります。きれば一知4三解迄にも

至ら ぬ満鮮の字紙記は各位の透徹し?こ頭脳で推読して貰うより外ありません 。

私は j蔚i1Hに 15 (. 1ミを生活して来 fこ者であります。母問に師臥してか らも鼠に 10 年になり

ますが 、満州iは質に私の局には 215二の故郷でありまして、共山川草木悉〈が私のt6M心事象

であります。

従って私は事費以米の満州闘を一日 fこりとも思はね日はなかったのでありました。私は

此闘心を閣民悉〈に持って貰はうとは忠ひませんが . まrr脊を? 涯、ふて進み、援化石? 見て過ご

しゅ〈日本因民の将位浮泌さには痛憤を禁ぜぎる者であります。

満洲事援の瑳端は 2 年前の 9 月18日でありましにが、それは唯最も近き爆破の起った日

に過ぎぬのでありましーて共原因はなかなか速い時から米ているのであります。

私は此事援の山来{ t > 説〈のでありませんが. 事悲に到 らしめに一因が明治以来の挟まれ

る閣民教育にあると信じます口そして共教育が今も猶税げられてをりますから、 ￬ｩｬｩｾｴ 州園が

ｦ 佐官 に 安定して卒和に光明に指ｦＨ｜迄にはま＿ ご ま Ｑ ｾ Ｇ 越多の ｴＱ 主仰の起伏あるものと考へま し て

充分に之をせ子戒する必要あり と存じます。で渦百十| 閣の現j伏を見て格別 なる感興を持fこれぬ

人があっ7こならば共智見は犠牲者の苦心を解するカのないものであります。

過ぎし 60 有官会年間に辿. 鎖して拶t はれた犠牲は茸に莫大であります。之ありて日本は興

隆して今日ある事を得てをりますが 、叉之が矯今日の難局に遭遇して必死の境地に立って

居るのであります。

今日の 日本は斯る難局に堕せ守 しで もっ とよ〈 閤命の展開を見せ得? こ事であり ませ うが

中途に して油断 しに結果が現)j た満洲な り日 本な りで ある と思ひま すと 更に感慨に堪えぬも

のがあ h ます。

19 相



私は此行の目的 として知る限りの満洲の奮態を現 ! { 止と割問して λ k に設明する つもりで

ありま しに が、時しも放行季節で門車も放館も大入満員の盛況であっ?こ筋 、車中 より の指

示 も出 来 する 、 途上の説明も難〈従って現 Ｚｕｾ 以上に或理解ーを持っ て 師って貰ふ事の 出 来ませ

んでしに事を遺憾と致し ます。

( 刊 行 程

昭和 8 年 8 月 13 日午前 9 時 10 分大阪騨護三宮' 騨下車、直ちに坤頭ゆき 、大阪商枯亜米

利カH丸に搭乗、正午出航、本日将j熱す。

同 ＱＱ 日 早朝門司港着一行下姑閥門の一部見与ｾ Ｎ 同正午出航。徴風あり封馬近〈を航 し 共

島影を明瞭に認、む 、近来なき :): J r なりと云ふ。

同 12 日終 日朝鮮海を航行、;Wi 弧き西北風ありて枯行j l f ， k  1こ れ 依 て 大 連着は 明 日 日 午

前 9 時 と云ふ 。

同 Ｑ Ｓ 日暁時 ｩ ｴｾ ｾ 諺あ りて暫 ｉ 時停舶し ｦ こりと云ふ 早朝 より霧消を鳴 ら しながら進む 。

霧晴れて舶共速度を楠せしが 、 大連入港が Ｙ 時と議報せられしｾ叉速度を緩め＿これ

9 時入浴。

繍洲建築協舎 の 合 長岡大 路氏其他の幹部諸氏 、 ｾ月鮮建築合の日 ｉ ｊ 合 長 中村 氏外 ＱＰ 氏 、 台

湾建築合の白庫氏タト 4 氏等邸に先着せられ共に迎へられ校拶そこそこにして l主ちに見

壊に移 る。( 今日は貨は午前 8 時より行を起す #1に議定せられありしと聞けり )知i ( て

予は故昔 、 ｾＺ ｉＱ ［［Ｚｩ ピ共他 の多 数 の ｾ ｪｉ， ;ff! の人 k に尚 1止なる 接見す らIU*す・して松る 。

( 2 )  昆畢 ( イ〉 大連

先づ主主頭事務所の毘上に立むて大JA継の説明を? 受り 、次第に仲展機張せられゆ 〈大連地

の 能力 、 ｾｴ 岸甘井子の献炭設備等｜ｴＧ Ｑｩｾ墜 し 、 ｡ｯ 年の背時認彪に大商織を建設しにる謀関蛍

事者4 の非凡なる緩間的材j院を今史 なが ら感服して見る 。

次に碧山nr に率¥t ' 馳せて主主頭従業のブJ 役満州人の昂. 純生活現! l k ¥t ' 見て日本の勢{ 動階級と

の比較をなし . 更に三泰がl房に入りて大豆搾油の工程を一見し、身に一糸を纏はさ' る全保

の苦力等カ; 海身のブJ ;を琵叩して川勤しつつ ある:11、を 息ふ。( ｾｪ￭ 柄休泣いいＩ

去って大連商院の屋 l二に J -. 1) . 大ili 市街を展望し、此堂々 1: る時院の一部位内一見の後

満洲土木建築業協合を訪問す 。 合 長 ｼ糾谷 ｚ ｉ 以下協力都 ｉ ｾｾｪ して師に此舎館を建設し共合務 の

俗大 に赴 きつ〉ある械を見 、茜fご↑命l犬に感す弓互にて共Jf i安5h餐¥t ' fJ':. せら る。榊谷合長 より

懇篤なる倣迎の邸主? 受t 1 予一向に代りて謝節を述ぶ。

午 後浦裁資源館及び工業 ｉｊ ｬｪＮ物館・｜ｴＧ見る。此資源館 こ そ心める者の必十一同日をｾｾやして

充分精奈研究すべき庭なり 。若 し如斯の施設を母園大阪、京都 、名古屋、東京 、稲岡等 k

に於て有せしめなば共効読し英大 なるも のあ るべ きに 、誌に到るもの にあらぎれば共利篠

を亭け難きは甚 Ｑｾ 惜き限りなり。南満洲餓直舎 ｩ 止 は 兎 も角 、 我 ｊ 有 務省あ Ｑ Ｚ り は 如 Ｑ 此施設を

よ 〈活眼もて見、之を利用する の方案を立つべきに 、共企闘あ りとも' 克えざるは何 ぞや D

刻 2 0



7商百{i備を訪ひては往年露治時代の技i : ni 長 「 サ ハ ロフ J の豪快なる生活振りと共建設的材

腕の非凡なりし営時を偲 ぴつ〉茶菓の饗を受げて中疋! しfこり。

それより 中央公闘を綬其忠5点J容を仰 ぎ見つつ老虎灘方面の別院住宅地を通過し、日本園

民の好む海岸の策分を味ひ延 に引返へして付1びゆ t 市街中の博覧舎携に 到り 蕊虚で閥 係者

の迎接を受付て各飴- を一巡す。母聞や満裳の益支の一端を見て 、り時電策遊園に入りて蕊慮

にて減訓| 建築協舎の l従餐宴に列す 。( 支那料理)

明日大舎の順序議事等協定 、夜 9 時半退!弘、 此 i 日の行程を終了遼東 ホテルに 入りー宿

す。

大連は付1び? こり、更に狛蛾張せらるベし、満i1 H 奥地の開設と共に悲慮に苓吐せ らるる貨

物は主主 k 増加すべ し 認庭に起きる〉工業も叉種々めるべし、曾て用水の不充分なる事を

忠へられしも . 今や閥東臨賞用の現力によりて叉* - に欠乏を告ぐる事なし と言へり 。

落躍は全〈日本の市街なれ共表商に於りる向付Yi は日本人之をj閤む 、只共裏面 に於て j前

支人の更に 不断の努力を惜しまざるものめりの勢に乗りて有頂天とにらば脚下思はぎるに

風雲起 ちん 、 日本人の戒心すべき所なりとす。

( 口) 旋 順 一 周

8 月 14 日 朝 8 時護の議定 とて早〈仕度し? このであるが 、1 時聞を遅るること となっ fこ

此結果 として折角思出深き放11闘の地を只遅過し? このは返す返すも残念で- あっ た。其上牧J波

酵古墳の現地説明に態 k 開来腰、博物館より出向はれ? こる 主事島田君に一時間を御待せしTこ

事を深〈御詑する。

大連より放順への西海岸一帯には古き遺蹟が少な〈はなし 、。大連の中央公閣の東端即ち

西公園 l町に接する平坦部からは早 〈漢代 の古墳が費拡; せられている。其庭からは素境土持

と貝設の外には何物をも得られなん fごが 、 まに未設掘のものも存在する筈でめる。

で、此一帯 には古〈から文化人の生息して居t=讃徴となるのである 。又名、西i l l I 町の一部

よりは石器時代の遺物を数 k 鷲見している 。で大連の一部は露治時代迄は一向人に知ら れ

ぬー寒村に過ぎすして育泥主主共名の通りであっ? こが、速い昔時から矢張 り人間生活に遁合

しt=場所と認められて居Tこ事と見える。

牧城騨は大連放順の lヤ聞に在て 、i弘海湾内の東海岸に近い底である。現に其庭 には 今猶

小さき 域がEをされていて其中に一部孫をなして居るが 、此山聞の1]、波地の配備には充分 研

喫するに足る所の聞自主形態を具現してゐる 、

思ふ l こJ l l : 溢は古〈から支芳fl 本土との連絡交通の重要土也知 と認め られて邑落の建設があっ

fこ鴬か 、其E泣から阪i る見事なる漢代の古引を張掘しにのは只に製界の度事のみではない J

今日 l視る所の古訓は曾て予 と立花 君 L 闘東都 i前向の同僚) が老餓山下の羊波地 の北で殻 掘

しにもの以上の大規模で宏鹿なものであっ t=。此古却の煉瓦や 、共積方や 、仔細に研究 し

て見ると 我等の現代忍12主智識が二千年を経 7こる後の今日に於 C も一向誇る に足るものでな

2- 1  X I  
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いこ色カ［ｾ ， ｉｉ ら れる 。

世界に於て古〈文化の絶] 買に進み 、共f者共: 文化を保有してその「レ ベル」 の上に桜 んで

いる人種は質に此支那民放1': けであって他に例のな い事は我等に叉齢なからぬ教訓 をwへ

てそるも のと言はねばならぬ。

此古抗は時間の都合上充分に精1 i ' ーする徐俗がなかっ 1このでめるが. 後に朝鮮に入り柴浪

のそれを? 見 て成科 と思ふj起があっ 1=。 唯彼には此叫中に幾多年代を刻記しにものがあっ

て、精確に其建ii iの年代を夕、日らせて居るの に反し、 族順方面のそれには予の寡聞かは 知ら

ぬがま Tごそれを稜見し得ない様に思ふ。

此類の古墳は狛多 l肢を越して居ると推定するが. 予は此種の古墳稜掘を如何に事問研究

の篤とは言ひながら 、悉く強制して行〈事は禁止し1= いと思ふのであるふそれは其員の年

代を突留めて見1=臨で我等の現代生析にどれ程の椅抑1
1的且つ物質的利主主教，(J Iほ興へぬと思

ふか らである。況や其史的f賃値考滑は主将浪のそ れで充分に出来てゐると 信す・るに於て そや

である。

右に尚込j 時を眺め左に拓りゆきつ〉める m樹闘を見、双台部長嶺子を超えて土城子ーより

火石嶺子を経て Ｗｫｲｲｾｩ 管に入る 。諮鹿 に日露戦役に際し、放順の攻防戦に互に悪戦苦闘した

後開城談判の一蒜が展開されに乃木「ステツセル」雨; 待合見所の遺蹟を訪ふに。

在りし日 の「なつめ」の樹は今狛育 k と繁って居 る。一棟の茅屋は奇麗 に掃除 も出来て

いて攻防首時の殴磁の商影 より 温か に整ってゐる 。 十年前の予 の訪ふた時の姿 より 奇麗

になって ゐる D で、予には一月号深き感慨を生起せしめらる〉のであつにカ人前途を念: ぐ震

に皆せ き立てら れて更に車全飛ば して愈 k 肱 順の奮市街に入り白玉 山 の東の参道 より 登

る。

此放順には模時代の古墳が幾っか越 されていに のであるが. 李鴻掌の北洋7 k(:rli 建設時代

に悉〈破壊せられにも の と思ふ、これは予の在任中よ〈時瓦を荒撫中より蒐集 し?こ事によ

る推定である 。

放順継には唐時代の有名なる石叫が立てられてあっ 1=。之は日清戦争1の後我日本に運ば

れて 今は宮中鉱天府に納められている様に侮聞してゐる。其石川のめ りし位置は現在の要

港部内で其底 に深き井戸が堀られてあって底なしとの体設もあっ 1: 。事寅は勃i海園に使す

る唐の使臣が悲ｾに 入 舶し て 順風を待もつ〉井を 穿 った遺跡である つ

雄順の港は日清戦争以来我等の記憶に最も正確に遺る鹿である ω で、日清の役には 山路

将軍の元気な る顔と其勇猛なる部下がに Y の一 日を以て之を攻略しに事 を思ひ起し、共後

｝ Ｐ 年にして 乃 木将軍がｾｾ［康の政回戦にタヒカを輩〈し ｾＧｩ 占んど閥蓮を賭し て 闘った陸 の 戦ひ や

東郷大将の艦隊が- 1こぴは夜裂に奇効を奏し? こるし港口の閉塞が 2 回 3 回にして僅に其

一昔sの目的を達し. 敵の旗艦を燥i ; むしつ〉も同じ方法が敵に用ひられて我の初瀬八島の二

艦を失ふ＿こ事や Ｎ 我故習 や 親戚が幡龍 山 や鶏冠 山 等 ｫ の霊盤攻鍛で共身命ｾ矢ひ＿ こ る事柄



t  

"  

覇
'. ，.it: '4 

， ，匂-一. .  

ー‘ 包r

... 

ト ノ') - n  

などを更に叉まさ' まさ' と制官if に努髭せしめて感似震に無量 の ものがあっ1=。

一行忠霊 併の廊に立 ちて四方を1四千戸し 25 ｾ ｆＭ の 昔を ｻ 思ぷ 。 東方ー， ｬ ｩ ｔ の民量生や 、 賞金 山 や、

港口や 、遺に資ゆる老銀山や、滑らかな I:llt.点i1nI rとも見ゆる新京街の活力、彼方に爾重要山 な ど

を眺 め. 予より て之が説明をなす。

人 k が納'百耐] を'ff して此大戦に民はれ1= る同胸 、 l () 高の霊に良心 こめて析りを捧げつ

〉ある問を予は先行して一行に代り関東E震を; j J 問し、今納健在脊問中の奮知 、更に事費以

来種々の施設や調杏に多忙を極めつ〉ある人達と舎見し 、暫し愉快に語る ことを? 得?二、 元

のイ1-: 家 に師った様な 何と も言 はれぬ 心持であっ 1: 。

一行の後を迫ひ て鷲 霊山 に著者る。此 山の戟隠は叉誇る迄も ない、 繰返 へす迄 もない、我

等岡民の脳裡には必す・深〈 印象せらるる所である コ落庭に潟真 ff l]i に して案内人な るJit ょく

事揮を解して懇切 に指示設明してゐ? こ。此設明が母問の紳1吐{弗閣の案内の様 な興太のな い

至極真商目な ものである事は庭柄とは言ひながら嬉 しかつに。

合 つ ては努力して生育繁茂せしめ に松樹 を戦揺を語 るの便宜上. 叉 官蹟 保存の必要上或

程度迄係伐し1=事も精利l的 ，iiil 育方面から見て堂然 と思つ 1=。

幾絢の人主主は旬 rI Jl t 山に宅ぞってゐる コ苦熱金主? とか す暑き 円 も極J令'百・. : e刺す寒 き円も斯

様にして絶えす・す臨して共:抑1
1与すに深〈犠牲精榊を養ふ人主主の絶えぬ聞 こそ我組問は絶到に

安全であ る。

23 刻
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ＱＱＱ を降り て Ｎ ｐｊ び新市街を通過す。 遊底 は共市街 の［ｊ＼ｾ棋 に於て金〈露治時代 のヨ 与を情めて

出る 。 思へば明治 ＳＷ 年の Ｒ 月 Ｖ 日 放順措 に我塩逐騰が ［ 夜製ｾ決行せし時 Ｎ 露軍の［ 樗 士等が

師り狂ひっ〉あったと 言ふ「パレ J L モ」は今 日開東願高等女 &';J，校の講堂 として 存してゐる、

共南隣には首時東洋第一の名を揚げてゐ 1: rマスケウイツ ニチ」の潟尻町1が今は:其校合の一

部として存して ゐるなど同mi の柿はっきぬものがある。

此 ｾには捌東肢の博物館がめつて 、 満 ､ ｈ 支 那研 筑 に は見逃 す 耳 Ｑ の ｈ｜Ｊ ぬ 内容を有して い

るのであるが 、 時間の都合上之をｾしに のは惜 しき限りで あ った。

放順は聖地である。閑寂のOlr である? ごりに思災前坑にふけるには絶好の場所である。 渦

秒 ｉ Ｇｾ Iこ於て事をなさんとす る者は先づ共本擦を放l阪に置きて、 - 91の文献共他による準備調

不でをなし充分恨符なる計 裂含樹て? こる後奥地へ進出する のを最善の貨と司王へる 。

放順の地 は風光明相 、気候iEi和 ( 比 較が] であるが) 静問 、組割安全 、而して頁抑制 〈主主

底 に住む人 k が大多数は関東瞭や閥東軍の開係官許} j g;.{ 校等の職員である fごりに現質に II R首iJ

の管利経営的生活をなしていない fごり それ?ごけ 「のんびり」して居る のである。

現に大先究者の大谷光瑞 さんは此地に本践を 梼 えて約来浦裁の天地にI，T，踊すべき若き使

徒主? 養成されている のである。

賞金基の大草11 ホテルに 於て陥!東E案内務局長の招安を受り落、に再びk W日諸君と合令種々の

意見交換の上、途上rm:: FJJ ，!fのj目フk他( 大速水道の) を一見、がi7K土木)i. v，' 長のZJ: 井給水に闘

する最も 有 経なる初安内容を挺iJIX し. 一路士11. ->< ＱＺ る泊路 を足ケ ｩ けｽ を総 て 大 ｑｈ に ｾｩ ｬｩ 荒 す。

今 日は世に此地方の貰逝吉日と見え て此一周 の詮上後手IJ かの満州人結婚の行援を見る。

満洲を語る風俗の一端はゆ〈りな〈も我等のR1{昔ij に其錦繍の1 s 馬で展開せられ? こ のは l面白

い事であっ 1: 0
詮上ii- l :泥川の脅fF存で村芝居の興行せられ地方民の群集してい 1: の も叉良事

荷物であっ 1: 。

犬迎師滑っ女王11 ホテ Jl に入り 11i: I'!誌をfl l ¥ふ隙もな〈直ちに大台、校4 時遼耳ミホテ J q可柄。

Ｈ ｾ、 Ｑ 大蓮より鞍山迄

8 月 間 日 午前 9 時大; 車種列車「はと J に乗る 。多数閥1系新・氏の見送りを受り間合長、

石問 書 記 長 に同行せられて ｾｴ 逃す。

博質合の開催中、叉間売視察岡等の明集 し来れる 季節 とて車 中満員、従っ て一行分散 し

て共月析を頼むる事を得す・ 。 よちて車中より沿 道の風物 Ｕｴ 概司王象 の 指示説明を＿なす機ｾを得

ｾＧｬＩしは更に 遺憾 なりき 。

金m減 、大和 l 向山、 三十里2E. 普繭庖. 石河なと指呼する i徐裕もな 〈通過す 普1f.l，iJtiは

ね:年日露の戦役の初頭我-:ifl: が皮子宮方面 より上陸して、草底に共先ii!i: 部隊合j11: J P，せしめ

敵軍の放順大連方面と の連絡を中断しつ〉も極東総H干TI l I 陪征夫の 一行制定 tL¥せしめにる j起

である の

世時威風卵、ｾ堂堂 と して南浦例 ［ に君臨し 、 東 ｩｬｬｩｾ ＱｉＱｊｩＧＮＱｉ見し手を朝鮮に仲して日本何者ぞと



倣刺し居 fこる彼が. 一夜族順の夜襲日驚きあわて. 博愛仁容、 D 赤十字の慣を樹てつ〉悲虞

ｾｾ ，史走投出したのであった。由来正義 人 道とか博愛仁慈など と 云ふ 言 句は純真正直なる我

日本園毘をして屡々封外的に屈;主主? 絵能なからしめに美活字であったが. 此時の我軍も叉其

旗影に「アレキセ ーフ」一行の1寄る〉事を知l るや知らす志ややみやみ彼を脱出せしめ . 此長

蛇を逸し? こるが震に戦局を長からしめにものである 。

考ふるに 王道 園 夜 、 会 長 山 と 云 ふ言葉官長域棋を超えぬ約束をするのも禍宋衰の仁に

過ぎぬのであらう。 王道に極限があっ fこり、 E 義に闇境があることは 2貨に異しき限りであ

るo 心す べきは此王道園家などと 言ふ癖"，)で自ら拘束せられぬ' 覚悟の棋である o

。

金洲城 、 学繭舗 の 古減 、 石河波、何十￦｟墜と掃する丘山上 の 蜂ｾＧＡ 裏 など満洲の南部にも

史蹟建築は相官に多い のである。

結庭で我等の注意 すべき一事は明未に際して倭百が屡々此遜j完治岸に進出 して来て居る

事である。此! 委冠は徳川氏鎖園の政策確立 と共に消滅 し? このであるが、海外通商の挺進部

隊として相官膨猿護展の路を閥均・ しつ〉 あっ? この に惜しい事であったっ彼等に主主! 械の同名

の冠せられてゐる賠は史家としては是正すべき事柄であらう。

猶金洲 より 皮子簡を経て城子暗に達する金幅鍛道の存在を記憶し置〈べきである。此織

道は必、十近き将来に黄海海岸を安東鯨に迄延長連絡せしむべきものである。よりて沿道の

農協i付は大に開設を見るぺ〈以前の中立地帯にして 、最近三角地帯として巨匠減の逃避場と

なってゐる山岳地帯の臨山の開偲や叉特別なる作軍事業の進展の基礎「こらしめ得られや

つ。

無論此銭道と更に安東より岨巌五木城を? 経て大石橋に通十る一線の有i設によりて此溢の

ｉｊ 長 ｊ ｨ ｾＱ ま 全 〈其 ｬ ｾ ｾ れ家全失ふに至るであらう ｯ 南部満列の安全の馬にも此 交 通 Ｑ 政策は早＼ mi; 

立寅現せしむべきであら うo I唯北にのみ進出する fごけが日本国民の使命とは限らぬ。

r  () "  

時間交分ある肱行者は必十熊岳城 に下車して其農耕の施設を? 見るべきであ る。其河の温

泉に浴して 、 満 洲 にも又砂湯 ｊＩ 存す る 事ｾ知り而して共環境が如河に人間の気字ｾ大 なら

しむるかを腫致して見るべしである。

果樹園ｾ訪ひて此地特 ｬ 蓋の梨果ｾ味ひ望児 山 に登って 、近 き崩 Ａ 海に眼 ｾ走せて漏 Ｑ ｭ 園の

海ｾ椀よ 。 蓋し此下流河口一併 は劫海 漁業の重要なる一部をなすか ら である 。

大石橋に 「 マクネ サ イト」の惟界的蹴山めることは叉説〈を要せぬ 。 此地のＡｬＮ ｬｾｫ 刷の祭

は1: しかにー奇観であるコ

議魔は営 円への分岐鮎である。 此替 口こそは 日露の戟佼迄は満洲唯一の開港場であって

乏に英米人等の通商基礎は櫨かれてあっ? こ 。不思議なる程危喰な暗流を有する 遼かJ の; J 1I I I

なる此港は冬季は氷結して共用をな さぬ庭であるから大連の繁栄に反比例して共港湾債値 ー

の減少を見? こ事は荒し不得 11:-. 事であ るが. 猫満 iiii 園の一港として康澗なる 遼 河一帯の農耕

の進歩改善によりて将司4あるものであらう。此河の封岸に奉山線の支線が延びて居る河北

2 5  x 1 ‘  



の停車場が それで あ るが現 在漏鎖線は此 IIII を波って ゐない 僑に直接のたli 絡は ない カ;，r: j'jj i い

将来には南浦地方よりかI北省への近き路として架橋の事 も行はれゃ うか。

o  r  

海域附近から滑石の良磁力Z産出せ らる〉 事を注白: し置 き、 悲躍 にj除後の字あ る司i と南 。;i¥

r  0  0  

満洲 の 地理的堕 ［崖 ヵ Ｚ語ら れて ゐ る史ｾ を記 時［し、北進して 湯 樹 子ｻｦ 過 ぐ。

i鵡洲に湯山城 ( 安奉緋) 湯j的住 ( 太子炉Iの上流) など湯の字にて冠併せ らる〉 地に はj且

Ｉ￬ｾ が 湧出して ゐ る。 湯 拘 は 賓 に 其 一 つで あ って、 共温 泉 場 の 組慎 Ｉ ＱＱ 邸 、 認 ｬ え に 投約して占矢

控を洗ひっ、 春秋 lま千山 の景観に雄大奇峻な る山科 、費化 多 寺子J -制を眺 め、或は怯山濯場

に往復して新 らしき工業古き脹史を制 作す る も'11- しし 、。

斯様にして肱行して ゆけば満洲の手伝よ り秋迄は全 〈の紫 1: でる u

( .:. ) 鞍 山

被 山 は今共製 鋼 所によりて 幸 子聞して ゐ る 。悲 ｬ 起 に は ｕｾ 丙に封川する松献 の 山 あ りて共名

となっているが此雨山始め之 に結く 多〈 の山ノ々が持悉〈餓織 である 。

此鎖 ｾｩ は日 露 戦争 後平 く か ら 護 見せ られ て ゐ ｦ こ が 共同 掘製捌 の 始めら れに の は賞に 世 界

戟 の 中ばか ら である 。 理由は貧蹴で あ って採 算上の Ａ ｴｾ 値 に 疑 問 がめつにの し此開 ｪ ｨ ｬＡ に昔

時 の支那官官、が同 宣せ 5 りし貼で あるが、我等をして吉 はしむれば技術的に は研究利用 の

熱がf E らさ' りし事と、政治的には日本政府及び満餓の)J 央弱〈して彼に充分の訟 l閃理解を興

ふ る 事をなさす｜力を以 て Ｍｊ ｉ ｐＮす ＱｾＧ け の 勇 気が なかっ＿こ事 ｩ ーでも あっ Ｑ］ 。

事情は兎 に角今 や ｊｾ 磁 の 鹿理方法が完成し南浦 百 十 ｬ 畿道株式合枇 の 直接 の 経営 の 手より昭

和 製鋼舎祉に移ってゐ て. 現に 30 禽胞の製産能力を出 し将来之を 100 寓砲に 迄鏑張 する

見込を立て〉ゐる。

13時何十分 ( 南満州1餓道では 24 時間制を採用してゐ る) 松山に下車 . 製刷所の 人達に

出迎へられて一行共事務所を訪ひ芯庭にて共沼革、脇山、民主理、製鋼等の説明を受けて構内

を一巡す、規模宏大平野に突立つ幾多の煙突の吐く 煙 L 幾十僚の銭遁に動〈車等 k 1i劫初、l

に 於りる工業資材としての製鋼は充分の徐俗を有し完全なる供給に寓遺憾なき ｾ Ｍ ｉ 警は着 ｫ

として進行しつ〉 あり 依て我等の組園と奥盟は共に平和と戟凱 と二つながらの場合共鋼製

品の不足 を感ぜぬ事 となっ? このは賓に幸隔である 。

j也l悦 中蝶f: j: j (}) 一過 しに震 に充分に機内 の諸施設を見ることを? 得 5 りしも 、A主b注鞍山は純

一L: 業 -1ｪｪ と して ｩ 芋 ｫＱ こ る将来ｾ作し Ｎ ｴＳＭｾ校に ｾ ｊ ほ 院 に共 闘 Ａ 系在住民 の ｾ の 生約機市は建築も Ｎ

:i: 白ー路も 清 k 整備建設せられつ〉ある 。

内H依山の南中肱に寺視あり 、東 l隙山の下<k T- M畔に ー小城がある o 此塗は謹 {易と共 に &

時代 には相官開設せられ てゐTこ! 起で 、朝鮮で紫浪ω日1Lj 合力;隆佐をも包めてゐ fこ頃文明l本七と

陸上φ交通は此溢を経て 山岳地s併を高麗門方面へ後げに のであつに。従って共時代の遺跡i

が佐々にして費抑せられる。無論此設の滋 ｾＱｩｾ も採りて刑ひられ ｦ 二形 ｾｪｬｩ がある。

( ホ〉 首山室、謹陽
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1: 1 鋭戦楠中休で有名なる首山壊、唐刀太宗が共謀を ff l めに と体 へ られる 下l・山頂上の盤石、

それを車中 より 眺 め涯場の白塔を仰ぎ見て ゆ く。

此培は我建築界にも古 くから知らる〉所の著明主主築である . 下車して充分説察するの時

間なかりし震 、満洲代表の古建築に接 し得ぎりしは遺憾で あっ 1=。

此遼陽こそは満洲第一の 古都であって 、古〈寂びれて居るが我閣の奈良を思は しめるも

のがある。域内を巡りて古豪の家屋敷や二!j- 観等を匪訪して行〈となかなかI印. 白いものを 見

得るのである力、今遼陽は共満銭の機関JUi が蘇家屯 に移さ れ?こ が属殆んど宰it の街 となっ

てゐるが、認庭の利用方法こ そ考ふべ き一事でめら れ 南 部 満洲の農業研究設備を? な すも

一 方法であら う 、 ＵＱＮＮＮ 日本人移民 の質現数台Ｎｾな す 事 とするも面白から う 。

( へ) 煙華 、沙河

ｴｾ ，Ｇ ・Ａぶ には日露 の 役我大山 大将の 純 、司 令 部が置かれ て あつ に Ｎ i少がIの漣i過戟は雨方勝敗な

きものであったが 、 それ等の戦闘iは時: の進行すると共に. : : t も近き路傍に標示せられて指11乎

に使せられてゐる、 iさ〈其記念I砕を見る 事も出来て佐時を追懐す るに充分であっTこ。

戦 山より 窄天迄三等車に乗り 緩 行 を? 幸ひ として過去の戟 蹟 を指11子し同方に苅tい夕 日を 眺

めつ〉 北へ進む 〉

蘇家屯、諮彪は遼揚 にありし浦鍛の機閥w設備が一切拶 されたる が矯に 、新 f: に堂々に

る鎖道街が 出｜ＱＨて 、 感校あ り病 院あり繁栄の姿ｾ現はして居 るが、共 反商 に滋 陽の 附局地

は火の消え に様 な形 となっ 1=。

蘇家屯の経営は満鍛始まって以来の宿題であっ ?こ が時機至らざりしが 、其賞現が遂に 25

ｾｉ 三の 後となっ Ｑ］ 。安奉協の 分岐知 ｩ でもあり 、 撫ＯＱ阪線 と の闘 係、も あっ て銭活経営方自ーでは霊

安な地貼で ある 、従っ て此大規模の建設を見? こ事と思ふ が、寂れゆ く遼陽附属地の姿はま

ことに有筋持費の「はかなさ J である コ

海河 ( 撫" 頃線の始結 ) を過 ぎて奉 天 に入る o i街錨地方事務所 や渦建協合 . 土建協舎の支

部の方 ｫ の 迎接ｾ受 り 、これに 挨拶そこそ こに 泌現館に 入 ＱＩ ， . a に附係の方 k の* 訪を? 受

げて明日見按・の 行粍を定め てー宿す。前年本舎の編!rJ I，事務を執りつ〉ありし脱臼|君の* 訪

を受け 、共事境 以来の所凶談を聞き更に共議闘を希撃して秋; る、斯〈て今 FIの一 日は甚1::

愉快なりしO

( ト) 奉天の一回

日月 16 日 朝 811守行を起す o 先 づJ占、盛時智弁: す。渦洲に於て閤家のj完犠牲となれる英語

＿崇る』芥は放 ｉ ｬｉ ｣ｴ に白 ｊＨ ｊ｟｝ ｊ の 忠重量ヰあり。海軍技術者 の手 になれるも のなるが Ｎ 共形式 イ ｉ ｾｈ

1・チーヤガルテン J の配怠州共( 設なりとも泊三せられに Zおありしも、兎に f句其)1ヲ式は整つ 1: も

のである。之には何等日本的感築梼紳の1JIJ はって居ないの であるが . 共土地柄左迄異様と

は見 られて居な い様であ る。 此 山には二つの]頁がめっ て、塔 は室主に共南端の上に位し 、市

して共j ヒの峯mにはがl ' l 'j'ili，肋 2主! ! てられてゐる J
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此納 il ili'i J こそは共名の示す通り J山、死者の' F 1 ・< e 牧めに応、日本 i買1可後早〈に出来たも ので

小規肢ではあるが 前 ＱＱ Ｑ 肢 の 形式含取りたる石出である 。 従って ｾＭ ｾ前 に鳥居も樹てられてゐる

が、此納骨洞と Jよ』、' 盟主塔は別々にも又相閥的にも徐り妙な感じを起きしめない 。

大連中央公国内 の 忠京株と此 奉 天 の 忠盛俗 ￨ｾｈＱＱ￮ｗ 建築でＭあって以前に存 せ し媛 少 紀 念

州! の代りとして軍部の手に 成 りしものと聞〈。なかなか立派である コ但し建物の批評は忠

霊に劃して不敬とは考へられぬから荘彪に忌聞なく 一言すると 20 ｾｆ の古ならば兎に角、

今日斯る形式表現を見ゃ うとは思はさ' りし、潟毘で凡て妙なも のにと考へて肘 fこ物を11足首む

に眺 めfこ感じは甚L' 不満足であつに。 日本に於ける記念地築は大分に進歩してゐる 、幾多

懸賞 の 」て賞現せられにも の もあ っ て、其中には一向賛 立 を表し世 ｉｾ いも の もあるが ‘ Ｓ く 大 に

撃つ? ごと¥l るべきも の もある 。然るに此忠盛塔に 於 ては何等 日本椅市中の表現がない。忠援

に謝する記念 '1守形 式の隠環がな いo 11 本問:!ilI 1の維持7童話j( 蹟娠に最も熱心なる軍部の手に於

て主n("J 1，よれば斯る土佐築が行はれにも のか と甚fご奇怖に忠ふの であ る。

必 庇に我等建築家が考 ふ べき事 は 其封枇合的位置で 、 時 台 ＱＩ［ 孟 ｾ ｾｪＺ ｩ Ａｩｬｉ Ｑ ｢［ 閣家 の 現状と ＩＱ 守ｾと

開想、と現賓の上に非常に 重大なる 闘係 め ることを明白i に透見して jdなりればな らぬ司王であ

る 。 総理 大 ｲｾｾ の宵 ｬｱ［ が 「カツ ソ ヱーオ ラ ガ」 の 名で呼ばれに事 は一 昔 の 活て ・ あ るが 、 以来

悉〈 の宵聴 力; ｲｦｲ ｬ 味と俗 臭 で共 宵 ｩ ａｩ と 云ふ 園家建築 の 干 ｴ￭ Ｎ［ ｦｴ ｬｬｬ Ｑ＼ ｾ 見守 ｬｴ ってゐると ｪ 与 に 問 ｬＺＮ ｬￇ ｨ ｾ Ｚ ，ｊｩ ｉｪ Ｑ

に浮弘. 1i 料〈銚さを刻| へつ〉 あ る事も又一考せねばならぬ 。

南満例! 髄科大事の屋上にゴ'! :ちて令1-'ぴゆ 〈奉天mJ るi也を蹴る o ｲ ｬ ｩＱＡｾは ￯ ｅ に揮 ｍ 迄つＧ＾ 1) >ん

としつ〉ある 。餓 道の川方には工業地併が其将来の在民営期して務備せられつ〉ある。飛

行場がある 。東方に はi
荷時地が又一大発展を示 しつ〉 め る。 十年の前主は大筒 化である と

密林寺を翻る o
1
味IJ I術教の総 本山で』11・寺と陪せ ら るo ｊｬ ｴ 千 ｔ］ と後に見ＱＧＺ法 ｾＡｮ ｵ ニ Ｑ ・ ￭ ｊｾ どは ｍ れも

Ｚ 比例棋は大でないが 一 様に 整 備してｽ，Ａｪて 、 共 ｊ 段主にけ の ｽｾ脱は平安朝以後 の 日本 の Ｑ 弗小に

比 して寧ろ優ってゐる 。

満州閣の宗教建築に清見守' f ' がある。 回必の建物で 、共一つ一つの形 tは悌寺、迫観なと

と特別なる 苦手異がな い。Ii ft
Jl t 数 の特徴として、清真の二字が表示する 虫/1 ¥内容に一切のぷ飾

を斥げて出来る ｔ ごり其問調停 ｴ 員 ｬ 米自＿維 ｲＮｾＭＺ して紳に帰る結である 。 其 Ｚ ｩＢ，Ｎ Ｑ るに際して先づ斗 ｉ Ａｩｬｬ ｬ

F 喫めゆく設備など 、自我利主恨の支芳1111 C 族中よ〈も此教の行はれに事と思ふ。

c  
，.. 

1') 

ノ伝 う だに於て見るべき地設の 』 ・は同伴 Ｚ 主である。 ｊｗ ｦ［ｪ ｾ球 以 ｻＩｊｾ 摘を牧容する庇であって 、 ｦｦｩ

物こ そは貧弱である が 、我閣 の同種の施設が多〈は質名的職 :定的に堕して 慈占の真意 より

離れつ〉ある| 時、曾つては償法専訟をも1 Mめつ〉あったリ民家二代の統治下に於て 、 よ〈も此

献身的事業が棋げ行はれにおと感心する 。

此地設は日 i1tの戦役に lf- ｩ ，ゑにて戦死 し ｦ こる 清勝左宜貴のま ＱＵ 宅遺産を基 として ｈＺ｜ｾ たも

ので 、あらゆる生活の落後者を救摘してゐるのであるが 、似筒捜隊全 〈自ら奉養し件ら れ

ね者ー等の潟には故後の楽土でみる。

X I  
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見ゆき て我等は共施設の悉〈よ〈裳へる犠に経営者の労青に感謝し1= と共に支那民族性

に我等の考へ及ばない特殊の ものある 事を教へられ 1=。

商時地より域内に通するる道路が見違へるばかり立派になってゐる。殆んど l 'j 械 の臭気な

く、砂 俸の協がるを 見ない位である 。但其 細経 支路 Ａｊ ［ｉＮ ｾ 態の ｻをなる事は ￮ Ｚｴ ふ迄もない、此

黙は我閣も叉同様であるから放て難ぜられぬ。

事天城壁を 繰る外割!のrl ，内巷が一掃せら れ、共城壁キ 「ゴカ f 修理せら れ 妓械の或物は撤却

せられ1= など後程の蜜り方である 従って域内叉よく整ふ。故宮の博物館は共内谷よりも

泊朝初期の建築として見るべきである、書F論北卒に存する冶- 室に比すれば楳fごしく小規肢

のものであるが卒土ｲｉＮの 地に建 築しでよく高低の質化石＿見せ て居る 製品は ｾｴ 陵同様共建築投 術

のー特徴: であらう。

東北大 ， ｾｪＺ の構内を通過して北上 ｦ 与を見る。此喧Ｚ，Ｍ Ｇ､ こる大伊 Ｎの 椛 へ、其校令 官合等 Ｎ 強家繁

昌時代の商影は徒らに丈なす遺 州に喫もれつつ i:の運命をか こっか に見ゆる が、いづれは

再興せられて満抑制岡の大原町f となる時もういるであらう。

11 本と満洲闘は宜しく此地設をづ今月1 して豆長IOG. : I興隆の根本使徒完成に念ぐべきである 、

と思ふカサn伺に や。

北郊の時J j 蜘J苓は陣究舎で模型を見るよりも共買物一見の償値を思ひて来? こものである o

: R川 のさドひ茂れる 中にお'j 荒 廃の委主?鋒:J 'r.. せて居るが棟瓦活塔婆建築にー精の重芸術l床は充分

あるを受- A1=。

奉天1観光の第一の目 的物 は何 人も 9: ¥1るが主n< 北陵である。此陵墓の建築伯値は安設する

迄もな 〈周知の事賓である。曾ては特別 に男観 を許され 、其n ';;f 人から謝儀を強要せられ

たのが今は殆ハど公開的に参奔せしめら れて ゐる 、Tこ1:'其正門前の外泌に架し1=橋を狭し

として取機げて共奮翻を破壊 し?こ のは甚? ご惜しし、 。車馬の交通に1必要の範聞で一 日も速や

かに奮態に復して 其 統一美を護者ｾする様なす べき である。

見ゆ きて隆恩殿の廊に百! ひ阿君 の官以1)研ヲピに よる 設明を聞〈 。支那の建築家の着想、が創

造的に我等より優れ 1= るものある椋な感じもし1=。荒しl何千年の隠史は此建築精榊を彼等

に輿へ? こものであらう。

落慶にて霊 食休憩の後更に妓内に入りて吉順締房の犀 上より 此j戒脇市街を概墜す、張家

の邸第高〈南主にき年ゆるが共安富に寂びし。部Mや東陵や 、今見来りし北陸の線かすむ棋

なかなかに宏澗なり 。

更に寧を Ｕ 駆っ て ニ ｉｴ 大営に ゆ 〈。克に 二年のＨＱ Ｑ 柳 ｲｾ 講の鎖道路 ｌ 磁を機とし て我極 少街隊の

膏闘力戦して王以哲の大w - を蹴散し占領し1こる 虚 . 今僅に我軍の手に守られて営庭雑草繁

り狗子止t亡聞の怨 を知るや知らす3 や其底に戯る。

悲虚にて嘗時の戦婚経過の丁寧なる説明を受け我等の印象を新 fこに深くして出づ。同軍

将士の勢苦拘に感謝に堪え十。
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郊外の道路 も叉防掘 に よ し 貫 夏の光強りれども 、身に表彰lの 苦 感 な し 荷 ひ ゆ 〈 農 夫

の爪熟して甘さうなり。曾て物議を起し7こる州原 f是苑の水 1:1: 1も稲の生育良かりしO

更 に市中に師りてヤ マ トホテルに小担の後徒歩して来飯庖に於げる 有志の掃'庄を受〈。

新知奮友其需闘努力に感謝の意を表 し5; k談 vb話、 生. 果てて更に i l-j I:j J  { f 栂歩し夜十一時今北

行す。

奉天の一日は徐りに忙がしかりき 、其腰史 、史蹟、市況等我等に敬ゆ るも の甚fご多きに

係らす充分之 に燭るることを得ぎりしを i附しむ。

今や満世H閣は共首都を新京に 奨めつつあれど溶甥の産業生命は之より大に仲張 展開す ベ

し、水、 石茨、電力等々の忍、〈豊宮なる彪共工業的 iir.置は他の求 めi与さ' る所なり、政虚に

!(!.I 耐持久して今日迄 の地盤を築き上げういれる人逮が更に所副j して其基礎 を朕賞なら しめん

事こそ望ましき。

事費以来満二年 Ｎ 更に我等の記憶にま ｲｲ になる柳 Ｑ 傑滞金間もなく通過して一路北に足ｾむ。

8 月 17 fl  瓦の夜は早いl月げにl ) ， 1i摘がli の1! I ' は進みゆ くに従ひて共雄 大性を展開 しうk

る 過ぎし円魯の戟に於て雨箪が最後に f1111キし?こる 昌悩| の一線 を超え 、休戦( 傑約の締結せ

られTこる山平何 {f ;品 ぐe

此庭より俄南を経て_ l {J k  ｩ 実に ｅｆｊ 、ｊ，ｬＡに 北 ｹｪｩｦｾ 餓越をめ ｕｬｦｲ して競Ｍ，＼ Ｐ 自樹より立 山を経て大

迂閉して松花江はn合爾負: の針j予に遣する錬道は既に全通し居れり。叉通、遼より南下して打

虎山を経て錦汎朝陽と 熱何省に入る 銭迫もあり 、交通機闘の整備せらるる と共に満蒙の地

は413 k 開寝せられゆ くなり。

公 主 嶺 に は瀦鍛経営 の農事 試験場ありて、ノ ｪ 、ｾの改良や 、 細羊の飼育試験が熱 心に 行は

れ、 依 て将来の 目減の羊毛問題が解決せらるぺ〈努力せられつつあり。

此庭-41? の高墓地は南北浦洲の分水嶺を?な し、南の7kは遼Mに訴も 、ニ|じの7kは線、て松花

江に集りて更に黒龍江に令流す。

( チ) 新京の一日

午前 8 時過ぎ ( 渦餓にては 24 時間制 をとりつつあれば午前午後の匡分なし) 新京 に着

〈。満洲閣の相賀殺を始め多数の奮友新生11諸 氏の迎援を受り停車場待令にてノl、百! 改接して

先づ園務院を訪ふ。

Ｑ Ｔ 日 聯合犬舎決議の内容 に つき 、 純 、 理ｾ［［ｽＺ背先生に舎見交話する事約 ＳＰ 分 、 記念の織

影をなし新興閤家の倍 k 隆昌ならん こ とを祝して退 出。

需用庭替繕科につ いて相賀君より満悦; 問の建築事Ni {f 聴取 し執政府営外部より 眺 め、づ l

返へして寛域子に 向ふ。

前夜降雨ありて途上泥棒深 し 浅 き丘陵の低地にて「パス」の車輪瀕りに宰縛して進ま

す。 止むこと を得予下車して徒歩す。此溢より路傍に関j k として立 つ所の件つ てのJ l l : 城子

攻 聖書の際戟死 し?こ る我 忠 霊の墓悼を見る。
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草rr J;( に 於ける一行・・・・・3背 凶 務 総 理 と の 記 念 録 影

寛城子は全〈露g!:U氾の如しo ) 宅建築洛設と其人々と現存祈京方 I百のそれとを封! ! 貸して-

J陸特別の感あ り口落彪は北浦蹴遁南却棋のおー 停車場 にして日 露7 ) 役以 来) 点客 を整へ尉 fこ

る露軍のJZ: 替は仮家の軍によりて，L j 嫁せられ常に我 s付属 地を 目棋 として南嶺 とI央:1慌の態度

を示 しつつあ りしを奉天事挫の302日南: 誌と共に我軍によりて更にぎ手 収せ られ7こるも のなり

此克JJA子攻般は夜明りて後行はれしn. ガr京寛J波子聞 の地隙横断に無理なる戟をなして

意 外 の 損害を受げたる庭Ｎ聾食 の 後其兵合を訪ね共披歴ｾ聞き其虚に散在する二十勇士の

SEに慰謹の良 心 を捧げ追懐の念傑し。

鉱閉! J ' i 1 : 料理は共「ザクツヵ 」即 ち古ij 実に特散を有す。 美 味にして頗る多種多様 、性急な

る日本人が之を飽喫して共本料理を充分に I床ふ能はざるは間質の情珪荒し不得止ものなる

か 。此貼支那料理叉然り、住宅・診味 幾十陸を 後より後よりど運び＾ｬｾるも途に満腹して叉食

指の助かぎると同じ。

色食は性なりと古へ支那 人の“ 川へしこと あ り。飽〈 迄 北陸の満足に努めて成就せしめ fこ

る支那政米の文化路設を模倣するは閣情陣統を異にし . 今後非常はる奮期努力をなして園

運を展開しゅ くべき日 本人の心す べ き事 とす O

午後建設中の図書11智大観しつつ其第一臆合の屋 k に立ちて雄えなる祈京の規模を見る 。

此地 伊 通州 の流 れあれど、卒 素 Ｏｫ 量砂な く、四望 ｩ ｬ Ａｻｬ 快にし て遠〈東方に 石 ｾ Ｂ ｗ 演 の安 模糊 ｦ ニ

るものの外全〈 山なし。

山 容ノ ｊＨ 態の Ｑ きを愛好 する日本 人 に は 北地 形には 飽き雑き 虐め れと 、 ｾ 鋭、 る〈して大なる

波紋 傾斜を巧 みに 利用する事によ りて頗る面白き「プラ ン」は建てらる 。

悲 し園 都 建 設局の技 術 ｩ＿ｻＢ 諸君はよく此ＩＡｾに留 怠 して共ｫ［｟主主設に最新最優 の大 観表現に財

力せらるるな らん。園家公表徴す る此建築 事業や賓に豆大 fより、閥係諸君が深甚の閥心を

ｊ メて千百 年 の後人の災公受 〈る 事なき剥肢をｾめ 、 決してＮｦ Ｉ ｊ ｾ 急［ ¥事な 〈催 ?をに共友1見に
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知 3 2

器、 くされむ訪ーを希望する- l l i o

認定にて間道建設に闘する詑 IlJ j を受け、満洲闘の建設工業の多種にして復維に‘ 共計葺

の甚大なるものなる事を女11 る。

第二臆合は共外貌のみを見7ごに第三癒合は今汁叢{ドなり。蹟場を中心としたる此官爵

若手法個々の建防に幾分其形貌を異にす。替市科諸君の設: 十上の苫心勿力は異 l'共 'Jt 彩公設

揮して燦然と怖く口あらんの一年を通じて気候の:綱係上最も有効に安全に池工し得ぺき 11

子の僅に凶ヶ月なる庭 . 我等の目撃! 験し得 5 る予奇心は此聞に桃 ;ま れて jキ偉閣は成就せられつ

つあり。

聞東軍 の 臆合宵合、新 ｾ ［ ( 倶楽部 . 家族住宅 、組合住宅 . i椅滋祉宅等7 ) ; ) 己路建設中の道路

を!地揺して見廻る 。

今 円我等は王手ひにして湖升|のmが建設事業に女ni"J に甚大なる障害を? なすかの一端を簡単柱

し得 fこり 。此降水により て材料の j車検は非常にドIL仰せ られて 矯に建設の工程を遅滞せしめ

共演失の大なる事は常に闘係者の苦しむ庭也。

午後六待より大和ホテ ルの J目安に列 し. ｊ 市上打解けて極々所 感を語 り希望を 支 ｾぺ ｲｴ＼ 談時

の過ぐるを知らす. 此地在住諸君の縫凋の姿{ t > 深 〈印象して一夜を列車ホテルに明かす。

( 列車ホテ ルとは一等i慶喜車ー酬を停車場側 JJAに入れてホテルに代 用しつつあるもの コ新

京には現に構築中 の大和ホテル其他の放沼あれど、放客満員の放に渦ii 裁舎祉に於て特に此

便宜の設けあ り、 気分なかなか: T l : し)

悲EEより東して吉林、敦化 ‘ 含寧{ t > 経て北詳縫 掌方河に通十 る織 :蓋ありて今共J ; /J を了へ

Tこり 3 又吉教の中間より日合爾寅に至るの協路あり 。近き将> 1 < : に於て日本 訴京司又は 日本伶

爾賓の聞は共行程に一日を短縮せられ共交通はー居便利となり. 北品誌の開設は一段別目に

値するものあらんとす O

吉林は満洲中富者1¥のーにして後方の山. 前面の水、正し〈日本均にして其春伏の眺芝頗

る美なり。此鹿には満州旗人貴紳乃住 t J 人多〈其風俗又基fご優雄也O 満州見壊の 人々は必

十此地を訪ひて其凡俗化せきＧる古き姿を観るべき庭 、 此 ￎＢ ￎ 徐 日なかりし ｾ＿ Ｍ Ｑ＼蓮に一日の往

復を 途げぎりしは 甚 ｴｾ 遺憾 なりしが Ｎ 後日あ る 旋 行者は必す・此 ｩａ ｬ によりて北 鮮に往復 して

ｊ￧ 山岳地骨子 の 原始林光景などを ｈ 堵ーすべく而して又ｾ広 の大 さを た Ｑ Ｑ るべき なり。

1 リ) 新京より目合商責まて 、其= 日

8 月 18 日 朝 9 時祈京瑳北満滋遭の 汽 車 に乗る o H零西必人 の手になれる此客車共規模

更に大にして我等に ー 居の Ｇｾｾ ｩ 宍味を感ぜしむＮ荒し共 ｉＡｌ 隔は Ｕ 吹を ＱＱＱ でて世界中最大 の も

ωな り。上下二段の砕( ｬ ｩｾ［ は厳重に共牧本員数 Ｈ ・室 Ｔ 人Ｉを限りて Ｎ 雌 ｬ 市谷あ る者 の 外は

絶針に之を容れす¥主n阿に権利が位置に守らるるかを知る。

新京より北は共自然更に雄大にして大陸均気分蹟任す。一望庚 i 問の平主? の胡汽車は殆ん

ど ・直後に J 七巡す。野原と邑洛と、而して耕地と の外 I"f と丈i J J < : 状をなす誕地あわ 河岸近



( には可なり庚大なる im刻j の地あり て我等に治石[ 尊民間獲の後俗あるを思はしむ。

大主主を 日1でてより此行科一都IのE貫道なし河を渡りでは熊岳河、抄河、j車M、及び松花

江位: のもの 、鞍山を出でて北すれば西方 に叉山なし遼河地併ーらそ坦 k として殆んど際涯

な〈熱河省境に 山ありと安11 るの外其形を見守。

女ｦｉ斯の光景は襲化に乏しくして ｦｦ ｪ 索漠 Ｗ こりとＡｌ ｾｴ も今は野山共に悉〈青〈して共障害なさ

眺めは頗るよ し 我等は今は大天地の懐 lこ抱かれて策宇莞えす・大な るものゐり。

双城摂停車場の建築は他の露関風建築の問に伍して潤り新らしく支那風の愉奥の美 に声p

き腐れ札之れ特殊なり。

松花江の流れは陶頼 flfj の北より - _ E l 西流し鍬j : I を令せて更に H合繭貨に至るもの 、絞徐な

る流れ ｊ 毛色濁れども ｩ 洋 ｫＱ こるｾは我問に見る事を得ーさＧる底のものとす。

! t : 中に 511食し f急: 行車なしス夜行車なし) て午後 3 時過ぎ !tf ト爾主主 に入る 。

肝障j 賓は賓に北渦第一の大 i l-j携に して、往年採問は抜庇に大市簡 を建設 し共蛍I時の来滑

餓逝は政庇［を中心としてＪ凶に雨翼を張り叉南の方遭うに大迦抜ＯＱ聞に イ ＧＱＱ［Ｑｾ して質に満州Ｎ ［ ｾ地

有し濫に西イ(1利直方面より英大 なる契を顕げ来りて象古支那本部を席捲せんとするの勢ひ

を示し居1: りコ

干行政露西京の隆 k 1こる 勢戚と共東方経阿告の斑の手は教問策と相容れす' して遂に戦端を砕

く事となっ 1: が. それでも 世界戦迄は其強村y[ を維持して北滅i Hi守純有して更に封切Eの機舎

を狙ひっ〉めつ 1: が此靭業は満洲問の成立に よりて途に頓挫するに至った。

今日 np繭抗野頭に立つにまえは共庭に新らしき円満の岡家主? 見? 二外 . 1こY 露西犯人の此底

に肘{'tτ しつ〉ある委を見1: -，; (rj で其堂々 7こる威容は叉認むることが出司、なんに、 j Bひなし

か彼等「スラ ーヴ」族 の影は寂しかった。

騨頭多数の人々のＯＫ｜迎に接し、直ちに行動して先つＧ志士の叫に兆す。 ￤ 時ｾ追懐し ￯ ｲｊ ｬ 横

川以下のぞ! ! 士が同家の鴛扮Il ひたる犠牲が今riif はれて此系1仰が我等同位の手で完全に保イf せ

らる〉日のめぐり 31計二事を毛ーぶ。

Ｂの繭賓の蓋，地に此志士の主主碑は其形式以外におｲＮｾ、てゐる 。 其形が整は ぬ簡素 のものであ

るfごりに共精市'1
1
が生きてゐる

3
議底に忠援に劃する 基 (，"1' の建設に如何に精示'11表現の重要性

あるかを思はしめられ1: 。

宰に飛び交ふ飛行機、土民の集辞. 露人の部落などを通過し、博物館を見る。 此規模は

大ではなし、が共所蹴は相官なものがある 。思ふに此開物館こそは目減興隆の教育資料と し

て速やかに蛾張撃備充質せらるべき文化施設中の重要なるもの〉一つであらう。

nイト爾賓の市街は夕日頭厄と f') ，i . 家旬との二部より成り之に鍛道の附布施設を刻lへて可なりの

大きを有 してゐる 。

此埠頭医は露人の経怪し? こる庇にして街の 中隔をなし 、所謂大度高楼の櫛比する庭であ

り日銀' の諸商 l占等は大抵此縫に存し「モデルンホテル」も秋林洋行も其他各種の応鮪放館

3 3.  X I  



等カ; 含まれ 、仲家旬は支那人街として1J 時は頗 る鰻目前な不潔さを見せて居?こが今x:
k

! : 生

れ事きってゐて、此!起に満ii+，岡人の経済、的茶礁はfiN賓に築かれて居 るのである 。

ｷＮ支鍛造 ｏＡ ｛ｬち ｾｴ 満餓道Ｉ木前 ｴ や共供紫部等の主 Ｚｫ 宏 Ｉｬｕ の建物、 ミルレル兵器や又此 地

に存して特殊の意義に生〈る訴西斑苛院中に説然として崎ゆ る地など車上の馳FA 1 中より大

概し 、 更に孔子制に張家の副業建訟形式の ｾｾｩ { f 弔ひ、極楽寺に珍らし 〈も 減刑・;凶作t I 日の多

教の読経せる委主? 者る c

由来支那には迫数Ｈ老ｔＭｻｦ宗とする ｊ めり 、孔子 ｉ 銅 あれ娘 ｫｾＰｩｩ｢Ｙ Ｎ 天后宮あり、闘

有期あり、域連臨あり 、而 して叉俳寺あり 、回数守: あり 、更に基教寺院あ れど、支労11民族

の宗教心は我園民等 と大分に懸隔あり 、寺院は良隆せられつ 3 同時に類駁してゆ くも のな

るが此等の有様は他に似-t- して消P かりき 。

日本人 ノ! 事校の増築工事を一見し公闘に少憩し、市中を見. f } { しつ〉日浦m紫、部に入り、

満州岡市政公彪や浦餓事務所や其他の除;係諸賢の州安にタIJ し. 腕 k なる建設的事怖を教え

らる、中に前年大洪水の際列国領事共他の明白張i胞の中 lこ1') ，¥家仏; の大浸水を救ひ? 二る苦心

談あり、
日本技術者側係者の一致圏結して此銭高民家の生命財産を塗撲の苦しみよ り救ひ

出し? こる 義製に今狛居住民 の感銘傑きものある事、拘に蛍然なりと聞げり。

Uf 繭筑の夜は叉特殊のNi 趣あり. 曾遊の地とて予は共底 にi己主? 運ばざりしが同行諸子は

この訪問を忘れす・。

日月j ! ) 日 務p 時より 1' . 花む.問、にH' ，で江を下りてが杭梨ぷ工事 の現窓{ f 見る o 'f-rて L 原

なりし酎j苧には赤き百根脅 さ匡恨の邸宅等の構え成りて更に市街は其彪にも建訟せられあ

中刻:には丈なす蓉9"1' など今其花員住りなり、
「ヨット J ! ボート」弘; 魚の日i i 1 自干千人め

り、濁れる7 . 1 < には魚、群桜みてよ〈釣上げらる。この渇れる7 ) ( が更に乱液 JIJ に用ひらる。泊

浪の7 . k 程表まば我鰻をi夜ふべきを fJ tJ.:の7kは濁りて彼等のZくを溶かる。荊さの中のみに棲ま

ぎる彼等の心境こそ我等の考ふべき所なれ。

新橋の規岐 、工事計襲、保安等に闘係者の苦手) ) 苦心甚大なり 、卒罪J l の局設は主主鹿 に堂々

として 具表せられつ〉あり 、! mll}( の跳梁も久しからするして斯文化施設によりてー柿せられ

むか。

再び江{ f 遡りてヨット{ J ' l ，ザ部に賓餐の饗を享( ， 0  2 日の問地方有志諸氏の懇待心遣ひ非

? 殺のものあり予等衷心之に感謝して第二 の故郷は更に↑ 裂かしきものめりと知りぬ。午後日

時より市中散策自 111 行動に移る、今日は土曜日なわ秋林は午後府を閉ぢ、他も叉 3 時 迄

をき守の休憩時となし居て買物等一寸不便なりしが、此百f k なる事態に迦過し? こるは叉何よ

りの牧獲なりし。再宿すo

8 月 20 日 朝 E時宇出穂南下す、前日巾込み置き fこれど放客満員にて 3 等車に乗る。 15

日;1凌山より南湖秒L鍛造の 3 等地方車に乗りて蒜臭事満州| 人と雑居しに我等には 3 等とは言

ひながら共宏大の規模なるに見幣きつ〉同じ悶' 原を走り て北浦平野の姿を昨' Of ¥こ脳裏lこ印
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象す口

午後 3 時牛新京芳、主主峰 にll j: ぴ相賀京共他 諸Zどの H'，迎i ' 受り換} p: の 1 ｊｦＮｾＧ聞を喫茶し 、 休

JU! し、更に交話し、詩り て諜きす o - t 時壬ド夜長IJ:岡君はー開 n を此地に} 針金りて兇に調布す

とてiJ とる、連円の同行後件l其心努感慨に培えす。

ＱＱＡは改まりて其貌市 ー い切 らかに、我主事再び ｬ 晴天に ｩ 邑ひし心地して愉快に南行 Ｗｬｦ，Ｎｾ 、夕日の

浦i引を心ゆ〈ばかり眺めつ〉夕刻奉天に入りて再指す。忍庇にて叉上木 1J，其他の迎接を受

けたり、好意多謝する底也。

〔ヌ) 奉天より撫順往復

撫順往復を愈 k 明朝 t して一夜を野' 前の大丸族館に過ごす。此地も叉放客満員の盛況に

て、従業員等午前 2 時に就11辺、同じ 5 時には起き H1で 〉ー ー呑列車の客を迭ると云へり よ

くも身関の u'l 過激なタ干物に ｲｴｴ ゆる事かなと忠へと 、 戦 ｾＧｉＨ に あり 生命を附して の祇 ＱＵＱ に比す

れば治中r!)'i f，JI '的には充ー分の安慰めらんか。

8 ) -J 2 1  11 午前n 時殻微H:j の '1' i ' 撫111ft にゆ〈。地J j 有ft. の方 k の会長内によりて先づ炭脈

事務所に入りて 、 此炭 ｂｊＴ の阪史研献を聴き共校型等ｩＧ見る。次に古抜干の露天射の ［ ＱＱ Ｚ 生ｾ ｩＧ

見る。此事業我岡にありでは到底: 旬、像もなし難事慮 、幾百尺の j享さを有する石炭層を高さ

10米宛の階段 として先つ上前の土をはね 、更に其 irli 寅岩を; { ; l J ぎ、次に茨塊を採る。斯〈て

最下暦の茨迄桝りつ〈す作業なかなか大鋭校にて頗る :HI 視 な 札 機 械 技 術 は 遺 憾 な く 此 事

業に其威力を護揮して叉i徐す所なし。

去ってがi武法の搾内11工壌を見る、表居上部に疲らる〉貫先寺中約 6 i べ) ] . . セント」の j向は

金〈搾取せられ加工せられて我閥 IIJ に首てられ. 更に共! 夜姥の土石? 以て「セメント」や煉

瓦の焼成を見る. 工業の進歩今夏ながら感吟、に培え子。

撫) 1 1 貨の工業施設は其習菱電所、「モンドガス| 殻生向島: 等帰来奉天・を中心として南浦m;に於け

る起業の原動力をなすもの種々あれど雨ふり の故に - k 硯る事を得さ' りしO

111陽棺に有志諸賢の究餐に預かる. 宴終りて永安高等満飢茨磁の示1: 宅群や、イ只紫部の建

築工事を一見、脚下 lこ河1可の清流、封岸の撫順城、東方にかすな: 長白山議の連媛、阿北に

奉天の域街等を眺 め、我等の好める景致に飽かす時をうっす 。

午後 5 時奉天に師清し先つ' 休憩す。満m:見事の最後の舞ZZ として更に市中に tP，する人主主

ib 1) . 此夜主! とる〉石間煮や久保問 -1'， 等と合食し、司1鐙前後の悦隊な ど種々共棺!験談を? 聞き

夜 11 時壬t 愈々 安室経むi によりて我等は南浦洲を去る。

13 円着連以来此八日間を、日夜に周旋し奔走して我等の視察に遺憾なき計らひをせられ

7こる石田君等に到しては謝するに即なきを憾みとす。

安琴線より其西部の山岳地帯には今も狛I ' I s ) iRの逃避するもの多〈居り 、屡々生で〉良民

主? 害すと云はれ 、依って討伐杭き行はる〉とか . 我等一行は何の心配もなく安全に 一夜を

車中に疲ねつ〉此渓聞を泊過し . 依って本名実糊の茨問や製餓事業、釣魚予誌の景や . 日本人
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に好まる〉此 JJ 111，* { e 見ることを得ぎりしは遺憾なりし。

8 月 22 日 今 円卒壌 に 途中下車 し見皐・せん こと を期して安東幌、を見す・。

安 東ll努は鴨緑i 1: を挑みて義刊ー! と相 針 し 滅'鮮 の 境 な り 。 搭j起には 'I' n総i ' 1: 採 木公司あ り、製

材 所 あ りて 満i J+' 伺IJ の材木 は 此M{e降り う|長り 陸 上 げせられー背11は満州イ に一部は 日本 友ぴ南 支

等 に迭らる 、叉作震の市場にして本線 中の 記長卒と共に t直に 二大市場を なし、其 製 織 も 亦 行

はる。

1 時 間 の 停 車 時 間中 税関の捻脊あり 、陣草の検脊ーなどなかなか蹴重な り。此渓 谷 中 鳳瓜

山、五龍 山の脊勝あ りて 秋の景特に美〈 、五能1' f の消 Jit に一 浴 し 、 きて安東の初、況 見 物は

一 日を費す事叉有錠な 90

満 洲 見 患 の 行 程

大型に上院せは二光つ必す悦 lllri を訪ひて認に二三約 す ベ しD 共『1別 立や 、古書地 や 問 物 館等は

充 分 研 究する のfil宣あり o 老 鎖UJ に望者 りて共絶大 の f ドルメン」や泣l海 と其 間 n と針岸 支那

本土を見ることは六 支那{ e 知る上に於て尤も重要なり 。次に大連の工業的施設を見、更に

令州に下車して和向山に犠ぢて闘点字島の地理的 Ｑｾｾ 侃を組め其 ｊｊｉ 苓寺翻ｻ･見るべし。会稲

鍛 迫ーを往復し皮子簡 に石 61 f 時代の遺跡、を見 、其 撫 rfl を見 、7世家溝lこ師りて其漢代遺跡、を探

訪 すぺ し。. I l : ! に熊岳城の淵泉にー百'1し、 大 石 橋 よ り 笹 口 に 入 れ 遼 Mの赦態を見て M { e政

k 何北より溝許子を経て錦十' " に入り更に南下して山海闘に 三五り高wーの長城の一端に立ち

て天 下 第一 闘 が何を 語 るかを知るべし。

サl返へして錦什| より熱 !nfIこ 入 札 IHで〉わ 虎 山よ り新民l付を過ぎ て奉 天に 着 〈ぺし・ 斯

〈て遼西の 腕 さを 知 る べ 〈事天を 中心として撫 順 、 遼陽 、松 山等を? 訂J ひ 、湯崩 の 温泉に -

ｭ して新日ｾを洗ムベし ｯ 奉天 よ り撫順管盤 ｾｊ 陽鎖 、 吉 林に ｉ ｈ で、 新京を経 て南下し ｄＴ 卒街

より近 』 遼に ｾり 北して挑 安より索倫を往復し象古 地 帯の 風物ｻ･ Ｙ ， ｜ｬ 1) ，更 に 挑 南 よ り 昂 k 渓

問 k ' l台葡 を経て克1- 11・海1命、H乎繭、松 浦にl : Hで、 H合潤H'l に波り 、南下して新京 lこ問で:再 び

此 問都の委主? 眺 め 、主主鹿より農安大賓に往復する も商白からん。吉林に ー 宿 して共山水の

美を飽 l契し. 直 ちに合寧の一株主? 行 〈も可 なれど 、抗法より目合爾賓に入り北精鋭道- { e 一往

復し満洲J f ¥. ボ クラェチ ヤナを貫通する此鍛道の憤値を知る事も叉無用ならすも。

現者 ｅ 鍛造の［直 子る 削ｾ 1) ， 満 ｾｩ ｩ の放は約 Ｑ ヶ月 を以 て ｦ ｾ ￬ 完全 に仕途 げらる ー ｮ 佐減 洲の 地遼

陽 以南崩り| 国の南端を? 古〈漢民族の 遺蹟に寂み北よりi ! 1;'1師 、巴 J格、湖 海 、 契 丹、等 の 諸 民 族

の興隆イI 亡 あ りて決して無人の荒:J!}に あら す 、遺利多りれど悉 〈が刷みら れき' るにあらす，。

放 行 者 が 人 文 地 理 科E和二院〈趣味を持して見ゆ く時は 悉 〈の物 皆 感 興の 種 となりて日 k の

政行其牧獲必す・多からん。 TこY の観光遊買の気分を以て此地に入るは欣て不可なりと言 i 、

にはあらさ' れと‘ 時務{ e9; ¥l る者の鴛すべ き所にあ ら子 、行 〈 人f配し〈充分の智識を漁協ーして

更 に現地に就きて深 〈極むべ き也。
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( J I，， )  朝鮮の 2 日

( 1)  卒援の 3 時間

円。 c

8  ):] 22 日 朝 7時 半IjI.()後 ; 1: を'iJ J f _ りて朝鮮に入る。認 i起に日満宮境のある こと を怠識 し.

宛がら同.閣に師りに o の感ありて我等 J ) 心境に附奥深た日本の 向話 不足なる こ とを痛感せ

しめ 、!K心 大に恥づる庇あり。

朝 鮮の野はよ〈桁けて其/k刺の 設合. 良し。山々 の協も次事に繁茂して 10 年 の昔とは飴

ｲ ｦ 共 ｦ さをＹＡめにるを先 ゆ。 ゆく ゆ く牒 ｉｾ ｩ 共他 の 建築加設が遥かに渦 ｩ Ｑｈのそれと劣れる結局〉

るを見 fこるは事情の器具悲し不得止も 1) ありしによるがv ｾｾ ｗ の国側鮮 の 在 ｾ の品家の妥

ｪ 虐など依りに滞納にして其彪に興 Ｑ 後気分を見ることを得ｾＧ 1 ) しことは我等J ) 顧 み て 大 に奮

Il ij}}し、共! 五] 上渡展に援助を急: ( . . 要ある j引な らん。

7二百 ff. l HI!: の察委 、共火月fL ＱＱＱ 持・定し Ｑ］ る ｽｦｾ 式ｻｦｫＺ ｗ 持しつ〉める渇 ＱＱ［ ま我 Ｑ ， ＺＱＺ同 ｲ Ｎ￧ の 生 ｲｬ￮ 形式

のi徐りに複雑にして/ 昆fkLせるも の に比して igz ろ険れたるものあることを思はしむ。

午 後 31時平副iに入りて下車し ‘ j舟員に迎へられて直ちに其博物簡を見る。此博物館は現

に新築中にて恨の建物に過ぎ 5 るが 、};i} J Xt下J ) 古代は此卒峻1 ) 地 にて t「lI らる" - J ) ) g 最も多し

見る べ きも の叉似る }惨なり。荒 し建築緩史に興味を有する人法には 2 - 3 日の滞 f{ j 調保も

狛 充分 なる研究を: 途げ難きものめらん。

情君朝鮮や託子朝鮮は事徐りに古くして唯一 陸の物語りとしてのみ聞くべきか 、此地} 王

子陵あれと後 I止の恨托なりと 言 へり 口従ひて多〈顧みられする。

平ｴｒ の 市 ｉＨｦ ほ ￭［ ｾ［ｲ i筒入鮮以 後確度にJ宅地の苓: ねらる〉に似たり 。大同 ;1:' 7) 1't i予: l ｾ ｈ の ー ド 流

な る土 ｊ 攻引には楽浪 Ｇ 口 ［治 の 上止ありて曜 ＾ ｦｩｉ ＱＩ 間 ｾｬｾ Ｚｴｊｪ の 決瓦蛍をｽよると云へり 。 共ー［作の｛ｩ ｊ ［ ｜Ｎ

に故: A する 1 千 3 百 j徐基の古4(は 蛍 i寺の楽読を足元りてJ t 文 (じが如何に進歩- して燦撚とがj( き

尉たるも のあ るを思は しむ 。

我等 は ｪ キ遺跡、を ｾｊ 架 ｪｪ することを得 Ｕ りしも Ｑｷ 陶沼には此等 の 古 抗 より張倒したる瓦蛍、

I4I . 叫 、鏡 、銅 f品. 二11P器. 漆 総等 を:-- &1或置して我等に益する Nj' まことに多大なり。

備 の 主 ￨ ｊｪーより此 等の 泣拘につき其懇ｾＨｲＮＩなる説明ｻｦ ｩｾＨ ｯ ｊ 見に ＱＱＱ Ｎｦｽ ｾ 主 Ａ ｊＺ の 上涜浦市 民の 封印

l! jJ ち満 州同市Il 安i隊東 li(，j i界有向に存する高勾組与太王の石 (，1"! J ) J稲本を見る o ｾ Ｎ ｾ Ｈ専ふる ｊ ￭ｊｪＢ の 日

断 交ii!; の杯史 ;ま、我 .!ft- J ) 肢 も 感 慨 間 < [lIl. fti
. したる川 町こして、貨に允 JJLJ 〈長Lの三年に建てら

れ しもの 、営 時 H本の勢力 tJ ;全〈叫' ド山{ f Ht 有! ノて隆々 1: るも ωめりしを，巴はしなる な 1) u  

認 底にて ilJi時の古坑 の埠叫 +:rrr 等の全焼を見ることを得たるは貰に幸ひなりし 、五年度li な

止は;}!i: 等の必に* 域別，に於て制たるものと| 的同様なり 、:民起草与の形式枝隊父一様なり 、 11住

比仰 の ｾｩ￭ 止階遺 Ｇｪ ＢＧｊに作製せられたる弘法首時 ｾ ｉｉ 何に ｩ 主誠炭術 ｊ Ｉ 進歩しにるかを＿土 Ｑ Ｑ らしむる

ものあり o 猶鵡列。|の それは古〈盗回せられて 則非乃理域防{ f 失ひ . よりて共時代の文化 を

推 5; 11す る資| 斗を{ 与さ'り しに Jj_ し、抜遜には; J ，j ; J冴縦長も義富なるものあるは我等の払:幸とせ

しjtZ 也。
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隙タIJ の rh' ，k は悉く珍奇にして槻ゆ きつ h 去りゆ〈に d.ぴ難 き心地し fこり 。

市街を縫 ひ て牡丹韮公園に 入 1) 先づ建造中 の博物唱を見る o 共財模やノj 、なれど形式は良

〈整へり o 1こぎ今現に 見* り? こる博物遣の刈品: t ' 悉 < ｩ 局 ｩ 止に 牧裁 ， ｪ ｊＮｕ Ｇ ｩ リし ｪ 尋る や否、ゃ ｾｾ ｉ ｉ きか

内容の狭陥ぽさを感ぜしな 。近 < 11) 月に入 らば竣.r}J する 111に聞〈 。

錦鴻 山 の一角二主主事Ｚ 上同 ｾ 伝 説 に 立ちて ｛ ＱＺ 山 ｾ -.'，作の景致を 見る、111肖 < J k洋 々 として針岸

の 祭浪の遺士 ＱＱ ー など蕊ｲ［ｬＱ［には我等のぷ ｵ る長四あり て ｴｾ ｴ 大なりとは 百ひ 難きも又得雄き をを＿

なす 。

此時 現は Ｂ百年を＿経 ｦ こる建築にして柱憎Ｇｾ散の Ｑ 翠復を有し過ぎし日清蔵 ｩ 交をｩｦＺ ｲ Ｎ表せしむ

るに充分なる ものめ り. 敵将馬 F昆の死守せし所な り。

此戟に於て! 京 LU重 吉の名によりて閤氏の記 憶保 き玄 武門は貨に此長と牡丹手: の中l1J lにイ子

し主主隆形の小 :- 11"] ｾこ 過ぎ Ｕ れど桐封 ￙ Ｇ Ｉ して 死生を き 許ふ｛Ｑ寺 ｊ ｴＺ攻む・るに鰍かりしや勿論な ら ん 口

牡 丹廷は乙宝宗ーとf.・l lll 'j する庇 . IJ 清の戦、 文総の i支j与に 古職場なり o 1眺望組山住I起に設

り られに Q 椴|件j に最勝毒: の名め る亦理なりと講ふべし。

卒以iの地は我吋: 闘にありでは文中;;k. 日清の雨伎にて比較内よ< )，11 らる 〉庭 、此王将役我i ; p:

は共に戦に徒ちなが ら共外交戦に l炊れ fこり 、而 して其矢吹の後が今 日大被牲を姉はきる〉

事となりつ〉あ弐ことを思ふ時は如何に 育論の重 きをなすかを附ふる の要あり 。

商品陳列所分館に少出! 茶菓の2遣を受げて 山 を降り u 岸を縫少て 同五の門| 婁等の古き建築

を見る コ

ｦ 字稗械は 一 千年 の 歴史ｾ 有し 、 許Ａ＿流亭は熊 ｬｩ 予 ｩ｢ｗ￮ を＿修築しに るも の Ｎ 七 ＩＱ ，Ｚ ｲＧｬ は共 ｦｩ ｬｊ 建 Ｑ 守

を不祥とするも古き［形あり ｯ ポヲミのｼ寸告主の［�，与を ｾＱＺ ＺＱ ｾ＠ Ｑ こる左従武将軍は貨 に 此門外にて ｾｾｴ

，. E し? こるなり。

大同1' 1は五百年前の主主築 と謂ふ、正畔に剃 然 f: o -1己主?村¥:し1こる 三 械の械制なり 、此1"¥は

昔時京城に ｩｬｬｬ す Ｇる ｬ 唯一の ｾｦ，ｊ ｲＧ うなりし。

凍光亭の門に近 き底にあり、球虞に て*l 主なる武将 小川行長f J ;姦狗・沈 KT . 敬と合商して共

J止 〈月Ir となりしと体へ らる 、貨に 4 百年前の建築なり 。

是等の建築は縦に よ〈共i_l lll と1皆調 して共に共美を保 ちつ〉あ り、?こ Y 何 れ も保存 ;応分

ならす・して廃額しゆ きつ〉 あ るは惜しむ べ し。

朝鮮の古き都城建築は支那を宗として成れる所 ・ ｾ，￧ ｫ 北関彼に 比 し て遁 に 小 に 、 共愉央 ｸ

更に劣れる事は蓋し閣情の然らしめ? こる彪か 、左あれ今 11ft 古き委態を存して我等に: ! - f

，γ，* のl然史を語るもの 、宜し〈 完全なる保存方 法 : t ' 講す・ぺ きあり 、古き日 鮮満に共通する

文 化情伊Ir は今更に共和| 討を蛾大して 日潟 支に泊 じて大凶*IHSf1: 処降のt誌に がlt かんとす 、ノドJJa;

の文化が 日満支の聞に因縁ある 11'- まことに聞ヨしと 言 ふべきか 、3 時間 の 見事に議期以上

の牧穫を摩げ午後 6 時半護持ぴ南行し積り て戒 11 時半京岐に 入 れ 朝鮮建築合の 刑 合長

rl' 村対等の迎絞を 受り 備前出に入りて - -{i' iす。
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( 2 ) 京妓の 1 日

8  )-J  23 円 午前五時行を起こして先つ南山の制魚向中古を奔す 。京岐を 一笠眼下に納むる

所老怯参業し殿宇森般まことに傘 きものめり e 大正 9 年 5 J'J起工同じき 14 年の竣J } J にし

て工資質 i二J ，564，697 IHI を費や しにるも のー也。此後;歳月更に長 さを重ねて其面r!1境自ら寂び来

らぱ一層森般営感せ' ん、是賞に無ii l : の護士也なり 。

時じて博文寺に諸子 、故伊藤公の篤に建つる所にして其総i ，I"1は些照宮の興イヒ門を移 建 し

1= るも の也 、今法務門と 糾す O 本堂は朝鮮味をカ11八? こる俳堂にして鎖筋「 コンク リート J

i I i 、地階を諸極集合 の用に充つる械設備せられありて清新なり。叉)5)1裡は景紳宮中の溶源

殿亙ぴ其附属の建物なり 、此底功、京披府内の一勝地にして遥かに京城市街を望み て眺め佳

し。

時 じ て昌民組を訪ひ明 政 股尚徳島全等幾多の ｡ 出 殿内にｾ 文 減せらる〉賀物類を見る。共 ＱＹｉｊ像

や、陶磁吉見や金属器具の類共蒐集11: しきを得てよ〈隠朝朝(.(t'(; 文化の粋を集め 、まことに得

難きも のめ りo 1こY 共煉瓦逃の新館は苑内他 の建物に似す¥頗る調和l を欠ぐ。我等は落底

にて紫浪古墳より穫期せられて最大熊異なりとせらる〉竹僅漆器を見その精巧無比の工作

に畳えす矯菩 しにl ) 。

本館所蔵の菩躍を像は叉総'1芽l舟博物館中 の所戴のそれと優劣をさ許ふ所の もの質 に一世の紳

n"lI1，より D

昌徳芭は李秒l太宗の道管に創まれるものと 言 はる 、仁政肢を一見し、大廟の外貌を一瞥

。。

して、共後苑を一巡す、止ti i ¥必苑成大にして幽遼中に幾多の草樹あり、 ;女房局あ り、 飛爆奔

泉育絵 白砂正し〈清撲の気分を生ぜしむ。此後苑の老松は其齢古りて死期の鼠に至りしも

のが近頃蝕まれて頻りに枯死するも のあ りと 言 ふ. 今よりよ〈更生の方法を誹じ置きて此

景観を維持 する事必要 な らん。

総 '1当府融合にて 許食し、内部を ー・見し. 依て景幅広 創出る、此殿宇は大l位相の執政芭・時

天下の富 と9 筒年 の以月¥t ' 費やして再皆せしも のな りと云はる、 Wi < て光化門、 !1dJ 政殿、

民合相i-等の7U:1闘を?表現し得 ?こ る し こ れ が魚料1土の山は全〈伐りつ〈されて禿げ? こりと 言

八り 。幕政王者の行ふf J ! R古来同ーのヰ止を踏みて遂に共闘命を危ふ〈するも の翠みぎるベけ

んや。

本府所臓の博物館は些州共他の古朝鮮の優秀な る文化を表現し共列品頗る貴重なるもの

め し 卒壌 li ，y. 物慌の ものと併せて世に 世界に誇 るべきも のなると共に其遺物が 日本古代文

化と憲〈兄弟の位置にある事は我等に更に新になる大陸日本精mr! 1を蛮揮せしむるが如し。

1= '> 此博物館も 其規模小 にして今後益々精力Hすべき物品の陳列に苦しまん。

由来我閣のiifj. 物館は其泊れも規模ノj 、にして東洋文化の研究施設としては甚1:' 悪まれざる

ものめり 、よりて民間共他に死戴せらる〉貨物什総朗る多 し 而 も 盗難火災等 によりて失

はる〉ものも; J { : J 1 &砂なから今 、思ふに我閤 i防が精前r! 1文化の根本復習建設 を急: 要 とする時斯
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種博物館の施設を披張する事は事務を執るもの〉怠るべからぎる一事ならん。

京城の地は古来百済、 高勾鹿 、新羅等の輿陵存亡に歳を霊ぬること正に千 40 年、李朝

開園の始め今の景踊宮を営み太組 3 年濯者il してより 5 百年を経 t: ｾ 、 奮京城は三面に繰 る

山、 東北には奇議:重投t: る三f-t J 山あり南 lこ木査 iJ J 等あ りて 、共] 買線石? 縫ふ てi隣へられ? こる

被盈の長さ賓に 4 .a_ 26町、西南の一方位に聞きて漢江の流れ て寅海に 入 るものあり 、四方

の大門中今存ーするも のは興仁門( 東大入崇路門( 南大) 、彰義門( 北門) の三 に過ぎす¥

府内の大部分は母. 固化しfこる大ノl、茂・多 の建築あり て僅に共聞に朝鮮結納! の邸宅等を見、宛

ながら全日本の一市の翻あり 、若し此下に白衣の府民の往来な〈んば殆んど鮮地と云ふの

感なきに似? ごり。

今 日極めて正確に見取行動し午後 3 時より朝貯ホテルに於げる談話舎に列席し片岡日の

一場の講演を聴き午後 6 時より更に朝鮮建築舎の 人 -'< tこ招かれて明月舘[ に鮮風料理の珍誌

に飽き 暢談時を重ね 、 10 時間す、更に市中を見 めるきなどし夜 11 時字新) : T1諸 lt のw次迭を

謝しつ〉京城主? 荷ffi る、今 日の一 日亦頗る愉快にして椅等し〈 他日必す' 再遊して よ〈 鮮地を

研究せんと 言へ り、悲 し此地に禍研究すべき事象の多きを意味するなり。

朝鮮は一葦幣7 kの地なり 、我等が東北に往き北海道に i瓜り更 に梓太に 入るに比して共行

程遁に短か 〈且つ甚fご容易にして叉便利なり。

民ナ|・|の遺蹟、京城、開城 、卒壌の芭文化を始め金剛山の景観など 母固に於ては到底究め

能はざる自然 ib 1) . 人文 あり 、我協舎は大摩して弟妹の園朝鮮を見るべき要あ るや論を侠

?こす・。

(3 ) 釜 山 の 朝

夜明けて 24 日の朝洛東仁に沿ひっ〉釜山に 着 し 乗船稜がL迄の 1 時聞を一行は共市中

散策に出づ、 Ｙ 時乗船認に犬陸の ＭＭｦｊ ｾ ｾ敵れ再び拳 ｪ 馬の宇商を眺めつ〉愉快 に 海を渡り午

後 6 時字下闘に着し夕食の後独事日本の向車 t:入り 、 25 日のJ; i J : J 大阪 に悶着し此行を終

る。
(!)月 21日稿を了る )
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四合聯合結 祭 大令に於 け る松＿ｾ重光氏の講演
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j繭 洲 新 京 ・ 関 東 軍 司 令 部 聴 会 施 工 大 林 組

; 高 洲 新 京 ・ 関 東 軍 司 令 官 官 邸 施 工 i，!f  71<走li

満 扮| に 於 け る 軍 部 の 新 建 築

内 藤 太 良日

閤昔日新京に於ける軍部の主要なる建物は兵管制i系の もの を徐き では軍司令部挺舎と軍司令官 k 邸

にして之れは明年初夏の国迄には唆成の旗定に之有小生の許に共出型自民有之 l民間御迭;付11ヨ上候a

i S浦i'fHI こ於げる軍の建築物は総て閥東軍経理郎の設計監皆に係るものに して腰、舎は大体組官民1I は清

水組の請負にて目下六分通り の進捗に有之候階迭は何れも 壁謹械瓦!!占瓦lぷは餓i $ ・コンクリ ー ト也、

屋根銅板葺に有之候。
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満洲の建築界 を顧て内地建築家に望む

附

工 業 移 民

; d・

a岡

岡 大 路

先般 8 月の 14 日に大連に於て 凶舎の建築聯合大舎が行はれ、大阪の日本建築協舎から

も遁 k と十数名の御参舎があり頗る盛況を極め、同本内地. 朝鮮 、蓋務、満例。| に活躍する

建築家諸氏が夫 k の固瞳を代表して一堂に相舎し? こと云ふ事は 、 日本の建築界に於いて一

進展を劃するものとして特筆に値するものにるを失はぬ 。 只 ｲｾ 其の大舎の席上に於いては

絵りに時間に官余裕が無かつ fこ矯めに簡草に開舎の節を承つにに留まり、何やら意に満? こぎ

るものあるを費えて居ったところ、貴誌十一放に於いて満洲建築界の紹介蹴を計葺され、

首地の有志に稿を求められに事は誠に蛍を得 fこる企てとして各人は勿論欣然共れにI f!!;t.る

であらう。但し各人の言ふ事の 中には或は重複の事柄が出て来るかも安11れぬが、共の黙は

御了承を願って置〈として、似て自 分には棋題に就ても貴誌より御指令を受けた事でもあ

るから 、主として人間の問題. 即ち技術家並びに職工の問題を中心として満洲に於ける師

往を誇り E つ内地の建築家諸氏に御一考をかiはしにい と思ふのである 。

日露戦後に於ける満mlの経営は閥東ナト! と餓;草とによって開始され建築工事も其れに伴れ

て進み 、敵洲戟争勃張の首時には一時的の現象 として諸工事・が中止されたげれとも 、共の

後に於て好景気時代が潮来し満洲に於ても相首に建築工事の股l仮を見7このであつ に。満自H

では最初から煉瓦迭を係用して行つに闘[ 系 J二、内地のものに 比べて一歩の長を見せに欣態

に置かれ、ホテル建築やアパ ート建築など に於ては等ろ共の範を内地に示 しに識であつに。

然るに東京に大長災があって日本金園建築家の非常娼集と云ふ様な事件が倦き輿 され、 j前

廿|‘同'51 き翠げらるる人 k も 多 し 共の前後より内地の建築界は全般に向って一大躍進を試

みて行つ? このである口而して最近に於いて特に事費前の満洲事業界は誠に惨胞にるも.のが

あれ事毎に軍閥張放の妨害に逝ふて萎雌沈滞の極に述し 、f繭鍛に於ても牧入減より極端

の緊縮方針iこ出で、工事の減少によって諸工事の割掛けがi区に 1 7 % と云ふ未曾有の現象

を呈するに至つに。工事費の中から二割近〈も抜かなりれば従事員を賄って行げないと云

ふのは、満鎮白煙としても大問題である のみならす・共の請負界に影響する所は更に甚fごし

し ｾＡ校から巣立つに若い人主主などは殆んど取りつ〈島が無かったのである。

然る に満洲事獲を一時期としてき喜明に入札陸軍と餓道と i満洲園政府の諸建築が計聾さ
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れ. 従前から満洲にあって沈滞期伊食ひ縛って来? こ建築家の諸氏は勇雄以て之れ に営り 、

内地からも多数に乗り込み来って大童の形で活動を績けられ 、夜を日に縫いでの激務の話

に. 折角の目減1尊覧舎を見物する絵日院を持7こなかっTこ人さへ多数にあっ1: 様な諜でーある。

質際に昨今の建築工事を見渡すと、土木工事界に於ても同様であるが一般に技術者が足り

ない 、材料が足りない と云ふ聾を閉し其れなら内地からの新来者を招し、て見ては何 うか

と云へば念場の際には間に合ひ粂ねる 。接校の方へなど南浦工専の若い卒業生でも宜しい

から推薦して呉れと云ふて* るのに劃して、もう一人も明いて居るものが無いが 、内地か

ら来てる履歴書があるから何うかと問ひ返へせば、共れでは見合せると云ふて来る。全腫

として或は非常な大数ではないかも知れぬが技術者が不足して困ってゐる。共の鮮に適嘗

な人をづえめ粂ねて問誤付いてると云ふf I よ態である D 而して現在の満洲では 中堅以上の建築

技術者に手不足を感す・る様に見受〈る。此う云ふと内地の先輩諸氏からは君等が永年の間

滞世1' 1に居って . 共んな不用意をやってるとは怪しからんと日はれるかも知れぬが、今は何

と云ふても不足は不足で致し方がない ので 、共の由って来Tこれる 理 由を想ひ起して見ょう。

其れは大正七八年の頃から笹災の復興時代に掛けて 、内地の建築界が呉j伏の盛況を示し? こ

若干に原因して 、共の時代には若い建築家の諸君が遁々と満洲まで乗り込む事堂喜ばなかっ

1: 篤めに、此方では入念引き寄せるのに非常に苦心を積りに期聞があっ7こ。現在満洲の官

鹿 、合最士 、民間等にありて 人事上に此の極の駅前' 1 を現はして居る のは 、己に其の溢に時胎

して居つにと見られる 。

而して共の頃に何かの者11令で司満州lに乗り込んで居つ fこ人達力人 現 下の! f k 勢に直面して 中

堅以上の立場に置かれ 、 ｾ［一線に所勤してゐると云ふ詳合であって 、而 かも共の数は割合

に少ないと云ふ結よｾに ｗ ｉ ってゐる。殊に事誕勃瑳直前 に於 ける満洲建築界の惨々なる ｊｕ ｜￬ｽ ｇ

から見て 、之等の人 k さへも 、よ〈 こそ此の地に j副長って )6" って呉れにと見るべきであっ

て、徒らに共の敢の少なきをかこつよりも 、今こ そ報いられ? こる第一線の活躍伝統闘して

後援を興ふべきであると }J!， ふ。余は jikて第一級と云ふ、 主 として餓道鐙設と持備閥係の諸

工事に於ては民に身溢 の ｦ｛Ｈｾ 金と、激鑓 の策 ＱＡＩＧｕＺＮ 生前の不自山は思ふとしてもイ ｮ ｈｉ 寺も不足

勝なる材料と持ブJ と戦ふ のであって、新京や l伶綱箔: に於ては如何に不自由とは云ふても何

うにかなるのであるが、全 〈何うにも動けないと云ふ様な方面を第 -料! と云ふのである。

而して此の第一糾に於ては激務の話めに健康: { f 害する人主主力; 可なり多 し 若い元気一杯の

人が病気で引下がって来る。勿;命共等の人主主は二三ヶ月の療養で元気を 回復すれば再び第

一線に飛んで/ : I j ると云ふ以態ではあるが、内地からの新来者は業li かる際に徐稗儲かりして

居な いと 気; 遮れがして仕舞ふ。若い時代から満洲に来て居って内地の仕草1・を知らぬ者共は

病気 になっても失敗をやっても此の地に謡り 付〈 、又 1: 共れより外に仕方が無いのである

げれども、中年にして中途から満洲に渡って来られに人達は 、何かと云ふと直ぐと内地へ
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引き 皐げ て仕 舞 ふ 、 永 し 、 間 見 て 居る と賓に不思 議 ｲｾ 、 何と か彼 とか 云 ふてる中に結 局 は 矢

張 り内地の 人と なって仕舞ふ。然し余は其等の人主主を 非議し fこり冷笑 しfこり するのでは決

して ない。事蟹後に於りる満洲、将来の満象は決 して現) j } ; 維持で はない筈 であるか ら、建

築の諸問題は寧ろ今後に期待 さる べ し 現時 に於りる第一線は在満の我 k が劫め るとして

も、将来の建築発展に就ては何 うしても内地に 於げる新進建築家の諸賢に待にな りればな

らぬ勺而 して且つて は一度でも満i介| に在りし入、放行されし人 k は常 に閥心 を持ち ・諸事

業の計聾 主連れ立って満iiHにm臨 みらん事を希望す る。現時の 情勢から 満洲建築界の 人事

問題を見渡す し 我々の様な満洲土着の者 と内地満洲を絶え 十往復;移劫 して連絡を? とる部

類 に屈 する 人k e の二つ に大別し、而 して其の二つが互 に相提撹 しなげればな らぬのであ

る。此の二つの種類の人達の聞 には、時には認識不足や利害問題の矯め に相反 目する 事が

仮令あ ると しても 、大局 よ り見て此の提携に紋淀を来 fこす様な事があっ てはな らぬのであ

るから 、此の結に就ては特に先守|空各位に 御願して置かなりればなら ぬ所で あ るつ

:;9.くには建築に闘す る人事問題に就ての重要なる一宇として特 に職工問題 に就て内地各闘

係方面のと主意を喚起しにいo 何事も祉舎問題に連防l しないものはな い筈ではあ るが. 此の

問題 こそは「建築と枇合」誌上で充分なる御研究を願ひ、 rI減の!制係各1立提慌の k にて普

鹿して識さに い もの と熱笠して 止 まぬ次第である。

之れを論- t. るに蛍つでも 亦満洲に於りる建築職工消長の11ド主主? 大開述べて置かなり れば

ならぬ。 日銘戦争の際にlP: J誌の建築班 、餓道班に隷 !渇して波長I<i しに職 丁諸君が大部分其の

催 に残つ r: のである。勿論:共の後に波来 し? こ人達も多数にはあるが 、先づ長初の人 k の乎

引と見て宜しからう o J t の内に文明i職工も初めは不細工 な道具を使って居つ にのを 、日 本

道具に改めると仕事がよ< /P1
ういる、支那苦力の総用なものは迫

k と仕込まれ て一人前 に進

んで来る 、彼等の生前提力
;3( -=1" 、から遁ひ廻はしには賃誌が安くて共の方が徳用 にと 云ふ様

な形勢力 2次第に高じて来r: 。明治から 大 E に掛りて の頃には主主築工事場に於りる 日支職工

の数がキ k1立であっ fこのが次第にだを生じて来て 、支職工 10 人に日職 2 入、1 人 と減じ 、

近頃では其の極端まで7とって行って 日本職工め l 人 も居ない工事壌が少な 〈ないと 云ふ }Ik

態にまで道入ってゐる。支職工でも 腕達者の ものは床の 1mやj主ひ棚 などま で自 山にやり こ

なす と云ふ; 伏態 に まで jili んでゐる のであ る。

共の結果は巣して如何。支職工は工貨が安いので 、建築費の競王手:が激 し〈なればなる 程

日本人職工は賓働作業から退却す る事 となる 。 日本職工の多 〈は小さな下請負と な り、支

労 ＱＱ 職工の Ｒ 人 Ｓ 人 を連 れて ｖ も請負者 となり 済 まして 、 手ｾ 下＿ごす 事 を 止め て仕 舞 ふと 云

ふのが一般で ある。此の種の人々 も未亡達者で駈 け廻っ て居 る間は何 も云ふ事は無いが、

人間である以上年一年 と滋 を? とって来 るo 後を嗣い で来 る白人職工乃至は棟梁 と云ふ階級

X ' 44 



の人達を準備する事が非常に必要で‘ あるにも拘らす'其れが出来粂ねてゐる。彼等は益 k 老

境に向ふ一方には支那職工との軒立提携を考へなげればならぬと云ふ重大危機に直面して

ゐる。貰際問題の方から見ても日人職工長の切守勝ちな工事壌には間違が多〈 、建築規具IJ

が如何に巌重でも励行される誌が無い。日人職工の不足は一歩を譲って考へるとしても 、

日人棟梁或は世話焼きの献乏を告げf る様になっては工事壌は全 〈運時がつかぬ。事此Mf に

至つては誠に遣ひ付かぬ話ではあるが 、大連には数年前から大連建築現業組合が出来て居

って、建築現業者日支人の統制をはかり許可営業を幸子察に出願してゐるが 2 年経つ亡も 3

年経つでも埼が明かぬ っ 日人職工を内地より招来する事に閲しては、現業組合でも請負閥

係者間でも、何とかしなげればなるまいと云ふ話は今 日までにも度々出ては居るが、其の

管行の矯めに手が染められ Ｑ］ 事は一度＿ごって Ｑｮ ｜ｾ 、のである。南浦 百 十ｼ工業専門事校の附属 と

して建築職業教育部があり 、木工、左官、塗工、鉛工等の卒業生を/ 11しては居るが、其慮

から出て来る僅か計りの数では全く物の数にもな らす・、現下のJlk勢 に影響 ST9i ;lへる丈りの

力は持? こぬ。考へれば考へる程賞に困難なる 、而かして満洲の建築紅舎にありでは非常な

る重要性を持つ問題なのである。

然らば之れが ｾｈ 策を如何に考ふべきかと云ふ問題になって来る のであるが 、 其れには消

極と積極の二つの方面が考へられる 。泊、極論の方は満洲では支人職工の勢働力には到底針

抗する 事が出来ないから 、人魚的に如何に腕いても結局は退却より外に仕方があるまいと

するのであって、其庭にも -J f f ! . の理由は見ゆるりれ ども、現下のi伏勢 より見て満決| 園の堅

賓なる護遠の属めには 勿論の事 、東洋諸閣の卒和と 向上の馬めに 、我が園人は肩を並べて

進まなりればな らね時代であって 、如何に かしても共の道を盤り聞いて行かなりればなら

ぬ。消極論から見たならば農業移民の方がより一屠に足元の '1柔しげなるものがあるではな

いか。然るにも 拘らす朝野の後援を受り て北浦の野に向げ て辿逃して 居る園開が津山に あ

る。満人や鮮人農民との生前再度を比較して行つにら或は太刀打ちは無理かも1 : 11れぬが .

今は其んな事は云ふて居る時機ではなく、集聞と 智能の合力によって. j 111せる所まで押して

見ようと云ふのである 。屯頃は農業移民の諸1 - ¥の中にも気プj と健康とが耐えられな〈なっ

て'i Iき上 げて来る人達もあるらしいが 、共等の少数を見て大局を誤断する様の事無し後

から佳からと農業移民主? 送り絞りて行ってこぞ f;l] めて質績を感げる事が出来、叉 1=共の聞

に研究を積んで大成の域にも達する事が出来るものと思ふ。

渦 ｩ Ｇ ｈＺ に劃する邦人 ＦＱ Ｑ｜ の手段として農業移民 と工 業修よ止を考ふる時に 、 ぎ ｊｾ 輩は何うして

も工業移民の方が先きであって 、より ii- 要腕されなりればな らぬ問題であると思ふっ邦人

としては綻努働に近い農作に従事するよりも 、智能的の工業作業に喰ひ入る方が得手であ

るに遼ひはな〈 、農業の方面は満人鮮人の方が労働及び生 t，i; JU，態が邦人よりも誼賞して居
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るの であるから 、共の方面は潟鮮人に 諮っ て置 〈事 t し、大慣 の分野を定 めて行〈べき で

はある まし、 か。箇' 際問題 として考へて見ても邦人は、f鵡11+/ に於いて工業方商丈け にで も進

出す るのでなげれば、共の将来を期する事は /:11来ぬと思ふ。

満洲の開設に制しては邦人は工業を 、渦鮮人は農業主? 捻首する様に分野を考へよと云ふ

たから とて、今日の邦人農業移民を排斥し7こり反針し?こりするのでは決して無し、。以上は

大局 よ り見7二大関論を云ふのであっ て、年 k に 5 寓や 10 寓の邦人農業移民が来? ことで3千

寓の現満洲人 に艶j して少 しの痛停を も感す・るものに 非子、却 て刺戟聞となり 目減融和の矯

めに貢献する所が大なるものあらう 。共れと 問機に瀬川! の工業を邦人にて 取り 扱 ふ犠にと

云ふ 7こ所 で、 決して全部が共れで行りるもの と思ふ 7こら間違ひであって 、タ主張り満人や鮮

人 達 も 其の 中 に ｾ ｦ ￍＧって行かなりれば仕事の 出 来ない の は分かり切っ Ｗ こ事である。只ピ大韓

論 として霊黙の置 き所を考 へて見1: のであっ て、 さるにでも邦 人の問には工業J多l ¥' - に謝す

る輿論の比較的 にF希薄 なる事を不思議に感する。共れには工業方面に劃しては従来より建

例へは相首に来て居る との先入概念から 、暫らく漫然 1: る態度に 出 る と云ふ傾向になるの

は無理 もないが、一度渡来し1: 職工諸君が永久に共の怖である記は無〈 、年 k に成を? とっ

て来る . 其の後の補充 と云ふも のが是非必要なのであるから 、其li かる問題は永久幸| 祐司きれ

なければならぬのである。現在及び将*の満洲は共の開発は邦人のー千を待つも の;係 k 多〈

なっ て来る。工業移民と云ふ問題に劃しては内地の工業闘係各国慌が先つ第一に研究主調

守与を進め 、蛍局をj J [ }Jかし. 輿論を? 喚起して工業関係失業者の救済に費せら れん事を切望す

るも ので ある。

工業移民の問題を建築の方面から見る事とし、llt 底には共の範囲を狭めて我 k の闘する

限りに於レて針策を講究して見ょう。然し内地には建築の失業者は少な 〈て、ザ? な多忙に

働事続けて居るので 、 満洲まで 出 掛ける必要を認めぬと云ふのならば 、 菩 Ｎｮｾ 月 ｾＱＺ 何 をか 言

はんや で あるが 、以下の議論は内地の都合や地方には建築関係の失職者が相官にあるも の

と見倣 して進めて行 〈のである。

満 ｭ Ｚ ｾ こ於ける建築職工は年 ｫ に共 の 教を減じ又は老境に入り 、 而して其 の 布ｉｩ芳てが内地よ

り充分に来ないので 、- Mi に退嬰の道を辿って来 1: と云ふ事 に闘する共の原因を考へて見

るならば次の如〈 である。

邦 人職工は支人職工の主n< 簡単なる生活に甘ん十る能は子 、自然工賃が高〈なる。

満州には結氷期間と云ふ全 〈仕事の 出来ない可なり永い期聞があり 、共の間は殆んと無

矯徒食に終 り ｮｾＧ 蓄の全部を食ふて仕舞ふ 。
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邦人の優越感からして支人を 2 人 3 人でも佼ふ様になると、決して自ら手を下す事をせ

す指闘計りやる 、共の聞に支人職工は仕事が上達 して結局は指郷三者を凌ぐ様になる 。

内地 に向っ て在満の人 k から呼び 出し を? 掛ける には相官;の費用 堂前渡 ししなけ ればなら



ぬ、賀川の;¥lJiは己+:: 1ごょいとして、 11千ぴ 11' ，しlこ憾じて来る様な人主主は 中k 高〈 とまっ て普通

j' )，、上に {C'J 過もし . l Lつ結氷中の凶倒 をも見てやらなげればならぬ。支人ならば共の時の栴

場によって働事 . 仕事力; 済めば直ち U 肢を出して後に何等の面倒を残さぬ。

昨今の柱滅諒l 負の諸円はよし、棟梁. よい邦人職主力: 無〈て困ってゐる 、共の矯め 入札の

場合 lこ踏み込んで行〈事が出来ぬと云ふ iV、態に迫ひ込まれる事があっ て も、内地と の差絡

が速い篤め に遮急。の間 に合はせる事が出来ない。

以上の傑な理， 11 からして 1")地か ら建 築の説職工を渦例入相う! < : する事は非常に同期とし .

尋常の手段を Jソ、てして は時んと不可能:_'_) i とされて肘る 。大l i ! 建築現業車11イ? と云八ば棟梁や

職工諸煮の閤鴨であって、此の問題とは極めて符伎なる闘係を有し、絶えす・議題に上つて

は居るげれども貨行手段としてはーも見州す事は出来ぬ 。 此 の ｴ￯ の 頃に ￬Ｇ ｾ告が Ｑ 昂 ｬｪ 負業協舎に

於いて、私季結氷期前の工事 ｬ こ ￬ｾ する職工不足を誕慮しＮ各聡 の 純梁下 市 Ａ ｻの 人主主に向って

費用の椛助をしてもよし、から内地から職工を招来して置いて呉れなし、かと云ふ相談を持ち

掛り? このであるりれども、遂に不調 lこ終つ 1: 。次には 3- - 4 年前の不景気時代であったが

請負業協舎で内地からの職工初来を計聾して来企業者に相談しにところ、建築費が高〈な

るので岡ると云ふ反針を食ふて沙汰止みとなっ 1: 事がある o J1( : の様な諜で内地からの職工

相来 に 闘しては共 の 緒を ｾＱ ごも捕へる事が出来ないのであるが 、 然し之れを支那式に淡有子 Ｎ

仕方が無いと諦めて仕舞ふ事の出来ない軍大問題とするないL 如何にかしても共の割策

を考へなければなるまし 、。

其の砦j策問題に這入る前に 、山束、北支那の方面から. 年 k に数十寓と栴せられ て移住

し来るもの〉中に、 UI 東努働者なるものがあるから、共れに就いての動静を簡車に窺って

見ょう。山束、天津方面から募集されて来るのは大部分は純努働者で華工と稿せらる〉も

ので、* 蹴や土木工事、t . y 頭に立働〈のである。建築の諸職工は天津や青島あたりで一人

前になっ fこものも来るりれども 、一方には単なる華工 として波来 し満洲に糸 てから仕事を

費え? こものも可なりある。 市 して春の工事期 になる と山東から便船を求めて績 と々 ・浪来 し

走大季結氷に差 しか〉る と友を相呼ぴ相携へ て山東の郷里に蹄休するのである o 山東は疲弊

した物質に乏しい土地 と聞〈が山東出身の者は賓に勤勉にして孜々と して立働き 、最大限

度の貯蓄をやって持ち蹄る。そうしてる聞に満洲 に相営の足掛りが出来れば始め て家族 を

呼び寄せ ると 云ふ事になる。彼等山東華工の移動と云ふ ものは政策によ るものでも 図策に

よるものでも何んでも無 ¥，只Tご生きんが矯め に動 〈所の極め て自然の行 き方で あって.

此の自然の動きこそ非常なる力を以て押して来るものと見られ、邦人工業移民の場合を考

察する に営つでも . 大きなH脅示を輿ふるもの と思はれるので ある =

建築職工矧来に謝する策として此庭まで論じて来れば、白から結論に主主する事 となるの
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であるが、要するに今日まで我 k は滅 if l ' から招来する* をのみ考へ万: つ?こ から全 〈手が付

りられなかっ? このであって、此の問題は内地の人主主力: 渦iml へ行って半旅して見ょうと云ふ

気持が 出て来なげれば話が成り立1= ぬのであっ 1=。共庇に策附 L、1=余誌は 、此の度の 川合

聯合の建築大舎に於げる] 険給提撹を利用し、此の問題に就て内地の人方に呼び掛げて見よ

うとする のである。次に本問題の解決を可能に導 〈依1'1'の犠なものを考へて見る ならば

内地の景気がよし、時代は駄目である。内地 が不景策でうた職者が多く 、何庭へでも 行っ て

働いて見ょう、辛棒して見ようと云ふ自環的の. 百条に /:H琵する時に 初めて 内地職工の相来

を考へる 事が出来る。

今日までの経験によってＮ此の方から伺 う ｬｈ ･ｬｬ Ｍ｛｣ぴ掛げるＪｾは殆んど成功しなし、 コ 但し自

費的に生きんが矯めに務然と出掛りて来1=人々にして始めて満人職コ; にも太刀 打ちが出来

るのであってＮ業界にありても大に赦迎されて ゐる。也Ｇ際に於ても三三五五と安 ＱＱ 人を ｾｩｪ￭ り

に渡来した人 k で遊んでる 求ーは一人も無い、殊に左官 、大工に於て然り 、(11 し土工 、人夫

の女nき純貯働者は i前人に一歩を Jたら なげればなるまし、 。

邦人職工は満人職工に劃して経 桝的 ｬ こ架して太刀打力［ＯＱＧ， 来 るにらうかと 云ふ里 ｾｩ に就 て考

へて見るならば、近来は満人職工の賃銭は鵬首ーの一方を絞りて削って、昨今新京では浦人

左行工が金 2 闘50銭の相壌を示し 、共れに闘 i貨は凱慣に比して著し〈相場の下決を見て居

仁 結 氷 前の工事は質に金銭 に仮へ られなし 、場台があるにも拘らす¥如何とも手の下し械

のない昨今の以態である。而して邦人職工の能率、間違の少き事 、意志の町通を計り . 仕

事の統制のとれる事、無駄仕事の少き事等を考へるならば、邦人職工を以てして充分に劃

抗が出来る笹のものである。

建築技術者の場合主同様に建築職工にも土着の者と ｆｦｲｾｬｾ 出稼に屈するＨ来る歳々に出掛

げて来る) 米主の二種類あるのが官; 然である。建築や土木の仕事には結氷と云ふものがあ

るのであるから. 満洲に渡来しfこも のが全部土着す ると 云ふ概念 に捕はれて来7二事が己 に

間違って居るのであって、一部のものは土着するのも宜しいが、他の一部のものはが; 氷に

は内地へ守! 警察げて行って仕事をやり、春になっ fこち再ぴ1 + ¥掛げて来て満m'何段ぎ、相営

の貯蓄を持って蹄省し家摘を助げると云ふ方法に州るならば、敢て山東華工ならす・とも出

稼による同家経済に影響するも の相官大な るものがあらうと思ふ。

ー斯〈 て年 k に渡来する所の問穣の闇慢が成り立つとしTこならば、目減の各関係間関友ぴ

業者聞の聯綜提携によって、仕事の割り首 て、 担復旅行' } t ; : の ij i : i 減等を初坑する事も /1'，来 、

官臆営局の援! J jJ を願ふ t 云ふ方法も自ら 11'. て来る事になる。歯周の援助に就て一一言 するが

最初から何も彼も官臆が話す可きである、面倒を見るべきであるとする時は、徒らに依 韻

心のみ増長せしむるので甚? ご商白〈なし、。一般民の白夜心の振興;が第ーであっ て、 官腰、は

共れを腔援し指導の任に首って呉れ〉ばよいのである。



叉- zj i を退いて考へて共の棋な大掛 りの l輔慌で無〈 、3 人 5 人と云ふ様 tJ_ 知人を掛って

米ると云ふ IJ、l射でーも: 血: しいo 身鰐強健、思想健賞、何んな仕事でも辛砕すると云ふ犠な意

気に燃ゆる人法が来る ｾＴ ーは 、 現在の満洲には最も必要な Ｃｬ であり叉 ｦ こ倣迎を受げる所であ

るo 此の賭に就ては内地の建築家各位の御考慮に掛けられん事を切望する次第である。

工業拶民に就て更に講究を蹴げるならば有怠義なものがあるであらうが 、徐 りに 多岐に

亘 b過ぎる 事 となるから此の際は此の溢で御菟を蒙る 事 として 、・版て) i . には本論に劃する

結話の意味に於いて 、我 "'II萌洲に在住する者から新米者諸君に告ぐる言葉或は注意 t 云 」、

械な ものを一言して見る D

満洲は渦 ｭｬｾ 笥特の内地とは 百 ￬ｊｦ ，より Ｑ Ｑ 込つ Ｑ］ 事 Ｑ Ｑ＼ Ｑ ーの ー 下に 置かれる矯めに 、 内地からの新五 ｋ 者

諸君は I 年 2 年の聞は工芸fの縮工に劃して ;本首の縦信が出て米ない o ("11二よってそうなる

のであるか を検討して見るならば

第一に満人労働者を使役する 事で あって、 言語 . 風俗 . T空間、能率等の異〈よる ものを相

手 とする のであるから 、内地人に針する場合とは; 主つに調子を必要 とす る。

第二は 工事時期の問題 であって、結氷、解 氷 、即ち 毎年の工 ｾ ｽＱの終末と開始の［伏況を見

定める Ｎ［Ｚ ｪ￯ が困難である。計 ＿ｬ 度が等製ｾ以下に降つ＿こから水仕事を止めて仕 ＱＱＪ ふなど と 云ふて

居? このでは仕事にならぬし 、叉徐り無理をやっては後の矯めに宜し〈ない。仕44を何の滋

で切り上げるかが何時も非常な問題となって J.!i-る o dL期には H:j 朋と云ふものがあって . 共

れは現場に 7kが温まるも の位に考へて居ると間違ふ のであって 、工事脳工や材料の運搬 tこ

劃して非常な支障をうK1こす事は議想に徐りある。

第三には煉瓦遣の問題である。近頃の内地では煉瓦造などは始んどやらないそ うで ある

が、満洲では共れが高能なのであって 、而かも其れには高級より低級までの幾通りもある。

内地でーの煉瓦浩と日へば必十セメント ・モルタル使用 となって居るが. 満洲では勿論共れ

もあるが、石1j( 積、粘土積まである o 石友積や粘土積などは建築法に無いから排斥すべし

と云ふ単見者流があるとしにならば、余は言葉を返へして言 ふ. 内地の 4司法貸家の様なも

のは火災ω矯めに非常に危険である、あんなものは建築の剖には這入らぬから全部止め仁

ら11'. しからうと。

以上の外にも未 Ｑｾ 津山にある事で』まあるが 、 必するに土地の事情に劃する研究と認識を

舎得して行〈事が第一4条件としての緊要事である。新来者として心得置〈ぺき柵を乗 り越

して 、他人 のやる事は自分にも出来ぬ事は無いと 何 等の準備 も無しに猪進して来 る事は、

自分が怪我をする計りでな〈周囲にも非常な迷惑 と危害を奥へる。

昨年の事であるが或る請負者が内地から出て来て、在満の請負諸貨 と競手= をやって仕事ー

を落札し、施工の結果は 100 蔦闘の仕事 で 20 高闘とか 30 高凶とかを損しにと云ふ啄で あ
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ったが 、兎に角多大の扶慣をした様である。共の結洪 としては材料商や損害力・下読までも 踏

み倒し、 苦プJ 貨の仕梯にまで影響すると云ふ最も不幸なる忌はしい欣態に陥って仕持つ 1: 。

叉? こ: 或る人は新来の11'. - ，< から内地風を吹かせて二言闘には内地を口に出すので 、遂に周

囲の 人主主から排斥を喰ふ? こ様な話もある。

要するに何事もそうであるが、建 築家 としても請負者諸片、職工諸君に於かれでも、満

洲に来られにならば先つε 第一に土地の事怖を研究して充分にJ i l i に入れ 、共れから !: f Cに首る

べ きで ある。若し最初から惑を初めなりればならぬ事情に世かれるならば、 :民の土地在11"

の人法 と協調、協 力し . 共れでも) . t _ りないと見て取れば協同動作に l刊で. 或は十. 地の1: J:f Ni

に通ぜ る人を先達 として仕 :) i を進める棋な方法も考へられるであらう 。総ては研究と協調

とを基調として証sまな げればなら ぬ。

湖洲の建築界は永〈中央から離れて居る ので. 知らす・知 らす-0)/ 111に業界の進展にu れ師

快に傾いてる所も あるであらう し、 永 〈居れば居る程に; 阜 k と限界が狭 〈なり LH合建築屋

に迫ひ込まれて 予|返るのであって 、共等の貼に就いては新米者の諸 1¥に忠言を組事又7こ将 来

に期待する所の大なるも のがあ る 。其れと同時に満洲の建築界 に はＺｬ ｏ 年来陪はれて う ｾＱＺ

所の土地の特長 、美貼とする所もあるであらう。其れは何んな極煩のものと具髄的に此彪

に示す事はしないが 、主rr*者の諸おにして共れ と策附かれ? こるものある時 には出来る丈げ

共れを助成され 、相 J与に満袋に於げる建築建設の使命に向って進まれん '}f を希望 してtI二ま

ぬのである。

( 1I ?j f日8 ｾｉ ・ Ｑ ＱＩ 月 ＱＲ Ｎ ｒ fi:U 

l剖合 聯合主主築大合に於ける附大路氏の 凶合の商事



満 洲 古 建 築 の 展 望

村 田 1台 部

ー閥 、一地方の建築を理解しようとす る場合 、 その膝史の大綱を7知るのが第一の捷俺で

すから、この小篇では先づ満洲建築史を大観し、次いで重要な建築若干を i略記して、 自分

の立をＮＡＮｉｾさうと思ひます。

1 頭 演 と 系 統

満百十| の建築を見るに蛍って注意し? こいのは少〈とも次の鞘です。

( J ) 満例'1は土地が成大で 、東 . 北方は山獄地で5保体力: 多い西方は沙漠地帯. 南方は海

にも実んでゐるといふ風に、地方的の艶{ ヒが桂しいこ と。

( 2) 満州に住む民族は古来翠ーでなし種類が甚? ご多いこと。

( 3) 東南は朝鮮. 北はシベリャ 、西は裳古 、西南は支刀11に接潰し. その文化体来の影響

を受げることが多大であること 。

上記の諸貼によって最も左釘せられるのは民家です コ民家のやうな比較的原始 "1汝術し

か持「こないものは、特に環境に支配される所が多し例へば必休地では木造家 li が段違し、

沙漠地帯では遊牧生前に伴ってJ多JJJ 式家屋が持ち偵げられることは 言ふ迄もありません 。

これが満洲では明瞭に認められます。満洲民家を大別しますと

(イ ) 熱M省北部、興安省阿部には移助式民家が行はれてゐて、共の半球形民家を袋古包

( Mong- Ku- l' ao) と呼んでゐます。

(  12 )  黒 ｈ ｾ 江省Ｎ吉林省へかけては木造建築が設達してゐてＮ中には日本の校什 〔 アゼク

ラ) 式建築さへ認め られ、阪fr も少〈ありません。

( ハ〉 熱 ｩＢ｛ 省南部 カ Ｇ ら や天省 ｲｲｪｾ ｾ Ｚ｜ｩ｜ にはト Ｑ Ｚ 本人 力 Ｚｻ谷にカマポ コ ｊ 副長正 言 って ゐ る ー悼のドセ

屋仰の民Ｇ先ミカＺ多しこれは凶豆、中川、北支 ｾ ｊｪ｜ｾ 通じて見る傾向で外Ｊ の ｊ ｉｉ［家型です。

是を司王Lゑ( I' i ng- fanど〉 と言ひます の

(  =- i  純北支;I}j l式民家は全満洲の都市を中 L、にして行はれてゐます 3 早〈 か ら支部文イじを

受け入れ? こ遼東半島に此の型が多いことは勿論です。

前の二つは明かに満洲固有の形式で後の二つが外来です O 外* と 干ヨ・へば近代になって採

伺1説、日本が却しに住宅形式 . 朝鮮農民の家など益々多種多機になりつつあります。

満洲の歴史は民族争闘史と 言ってよ し 大観すれば高句麗 ・女真系 . 象古系、支那系の

三 民 族が 三 つ巴 に なって倒ひ ｾ ｪ￭ Ｚ ったので 、 その ｲ ｾＱ 支 羽 ｬ 系は ｲ ｈ 尚の Ｍｦｩ ｪ でＭ［ｴ寺 ￭ ･ｾ に勢力があ

51 X I  



つに Tごりですから. 東方の女員系と西方の裳古系との雪作ひにつ7こと言ってよいでせう。こ

の絶えさ。る 王手、闘と 、政憾の移動力: 全〈支配民族主? 根本的に ー艶 し . 従って前代の総て の も

の を駿して新たに設 立する傾向が掛かつにこととが原闘して、 満洲 には古主主築が治んと遣

されてゐ ないのです。

その僅かばカ〉りの遺物から見 ます のに一一我々 の知識 は主と して地上の古住築に止まり 、未だ

地下の古政調査について は今後 にま たなけ れば ならない以態ですが 、 しかし今迄の知識を以て判断し

ても大過な いと考へます一一一現在の民家から得1=考と同械に 11繭州、l古来 の建築には二大形式

が 存 在 し て 居 札 ー は 支那系の影響によ るもの 、他は申すまでもな 〈国有とも言ってよい

形式で すD この防n' l ーといふのは必す・しも共の民族の樹創金怠 l床するのではな< . 待てはや，}

Ｑ 長からカ・ 体へ られ Ｑ］ ものであっ ても、久し〈使って ゐる ｩｊｾ に民族樹特 の もの の やうに忠は

れるに至つに場合をも含むことは勿論です 。 とにか〈同時代の支部で見ら れない形式の も

のを指 しますO

二者の中 、支1JII 系の形式は時代が降るに従って次第に勢力を榊し、清代に至って途に l剖

有系を摩倒して、 僅かに民家に過去の面影を残すに過ぎな〈なった のですが、ここに只一

つ1満洲固 有のものが北支那を席捲してゐる事貨を見逃すことは H' ，* ません。 それは日本の

所制オント‘ ｬ ｾ ( 朝鮮語〉 に慨 してゐる士1'[ ( K ang ) ですo 1. )'( は主 に炊事屯の煙を通し、その熱

を利)I j して座席を版め るも ので、 it 出iii iの東1守j¥から北朝鮮の聞で瑳生し、中世以後次第に北

支羽!全般にひろまつにも のの やうです。

2 建 築 史 の 大 略

ここには遺物、法上止を中心にして時代)1阪に並べ立てます 。

先史時代。法立すべきも のはE 石建築物 ドルメン ( dol men) メンヒル ( 111叩 hir ) です。

ドルメンは一般に 石 棚 、 メン ヒ ルは石佐 ＯＺＱＱ 子び、石 棚子 と か 石キＱＺ 子 などと あ る地名にはｾ

が存在してゐる場合が多い のですが 、但し遼問地方に なると天然の石加ifkの もの まで石棚

と11乎ぶことがあります。現在 }:II られて ゐ る充: 等 I 0 : 石建造物が遼 !.Uノド，1ゐに集 中してゐる のは

同型のも のが朝鮮北部の阿j芋にある こと と共に見のがせ ない馴です。

漢 時 代o ｪｊ ｾ￮ 紀前三位紀の前半に ｩｧｾ 闘が 長 城を築事、史 ら に少し ＱＱ 従れて会 の 始以併が ｾＡＡｾ ｕＩ

長披 を修築 し. それ等はイ何l司可れも 今の遼T湯易都5附付近まで遠してゐ f仁こ包e です力が: 、現在不 i明明です。桔

時 の長域は現在のものよりも遁か北方に あつ? にこも ので、 I見作 の ill 海1#1附近に見える 長J成は

明代ωもの と考へられます。

漢代になると泣陽以南 ｴ こ漢人の植民が行はれ 、 ノ ｪ 、さい乍ら土 塀 を周ぐらし Ｑ］ ｾ 波も設げら

れに ので . 漢式の墳主主力Z遼防から政)1阪に亘る地域で設見せられてゐます。墳墓はi ! 与〈煉む 築

で不完全な 主主寵、 完全な扶 けー刊 を使って居り 、中に は壁重要さへ壷かれに例があります。

;噴基から HHこ家屋のノj 、枝型( 明日持) は部代の小建築{ t >)、11 る上に貴重な参考 l日1です J
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高句麗時代 (PJ2認 糟〉。 高句麗の者I1は鴨緑江の中流に日空む輯安燃 にあり後に朝鮮の手

ilQに選者I1し1=のですが、 その墳).，¥は桝安野: から逝イヒJ際に至る 奉天. 省東遊道に多し 山城は

遼東学島 の金州、 3tY卒、悔城の附近を始め、同じく泰天省東部の 山獄地に少なからす散在

してゐます。高 Ｑ Ｂ ｊ 麗は ｅ 石文 化 の系統をうり椴 い ｴＺ も の か、山 城 に石ｾ ￪Ｚ ｾ築い に のみ でな

し 墳来 には好んで] 三石 毛? 用ゐ 、 その天井石の重ね方には遠〈西域新杭や西北印度 、波新

の古い天井構浩と一致する所がある のは詫意す' ペ手貼です。

溺海時代 ( 虫記) 。 七世紀後年から八世紀の初頃まで一寸- ); )，; の勢力が及[ f ，_ 其の頃の名残

りとして奉天古殿前 lこ陀羅尼経桝( 閃Jt二叉IL =- :: (，Iミの yr， が笹 て領めたと 言はれる〉 があ りますが

間も な < i1J 出が勢力を得て唐を駆逐しましt=。溺栴に は五つの京があし その上京は吉林

省不安! 係東京城 lこ置かれ 、現に 喝の都械のよ止を始め 、宮殿上t I : 、併寺I止などが残ってゐます。

官官城ーは ｭ の長安械の ｩ ｴ￯ｬｊｾ 島県ん に ら しい宮 城が北端の中 央に設り ら れて 、 中央に南北の大

泊りがあることは丁度日本の卒城、卒安二 京に 見る 通 りでしに。その大通り 即 ち我が朱雀

大路に営るものの南端近〈の東側、卒安 J J l ならば東寺のある 位置に今でも興隆 寺 ( 俗 に南

大 ｊ ｾｑ ｬ ) とい ふ寺があり、寺は荊代の新しいものですが 、境内に淑d何時 代の見事な大石;燈維

が立っ てゐるので す。是等佐見ると淑栴は府の影響を弧 〈うりにゃうですが 、瓦の文模か

ら 見ると、どうも高 Ｂ Ｇ ｊ 鹿 に皐ん ｴ］Ｇ 泊 ｬ ｩ が多 〈、結 局 Ｎ 高句麗と唐との雨方からｾＺんで滴自の

境地を拓い? こものと認めなげればなりません。

蓮時代 (E2112) 。前言Eの高"，) J:i君、{車協力: r円領してゐたのは潟ガi: の東字分 . 遼戸I以東の地

域で、商学分には纏まつ?こ園家が出来」てっ てゐなかっ7この でし? こが . 主主 に至っ て問半分の

土地に住んでゐ 7こ契丹民族が建閲して遼と競し、途ひに 金渦mi のみでな 〈北支那の北部ま

でも占領し?この でし? こ。遼は誌( 7-毎民族主r利用しまし? こ から 、 その文化石? 係つに笹ですが、

一方では府末 、五 代の北支那文化 ｾｬＡＡＡＺ ん ｴ］ Ｇ ので 、 ｷｵ 作とは可なり異なっ ｦ こ建築が出来 ｦ こ ゃ

うです。首都t= る上京臨演府は興安西分省林東附近ボロホ トンに あ り. そ の遺祉の卒面を

見ても 泣代都市の制が支那や出前などのや うな伍形にして 1

1

，¥域を北溢の中央に置〈形式と

はー費 して、不規則になり 定制のなかっ t= ことを示してゐます 。木造建築を見るのに出海

時代のものは日本の奈良朝建築など 1: 近似 してゐ ?こ のに、遼代のは厚い時墜 を附けてゐる

里山が異札 主導使は今 円に 至るまで紙げられてゐる榊造法ですが、その費化が尚海から遼へ

の移 り蜜り頃に起っ てゐることを知るのです口

遼代の木造建築のー遺例としては義! 院の奉問苛ーがあ り、叉 、特色のある 時一築多居場塔が

所 々に残っ てゐま すが、後に項を改めて述べま せう。

金時代 己主1jj? ) 。金とは 女買民族の建て? こ岡で、上京合';.' F I l 守は彼等古来の本様地であり 、

今も吉林市主主将阿城( 叉は阿 (1河 j の南に遺上止があ ります。金は北支那を草揮 し、遼以上

iこ康 い地域主? 支配した大闘ですが、建 築の上か ら見 るし金〈遼の纏承で殆ん ど新機軸を

出さな かっ? こゃうで 、注 意すべき 遺例は同じ〈多居噂塔 です。
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元時代 Ｈ ｾ主 Ｓ Ｇわ＿り 〉。 芸象長古 ｩ此己』紗侠 Ｔ矢［ の 建て ｦ仁こ元に な る ｴ 満洲にはｻ俳弗教建築 ｲ 、

陣防刷占制J干締行隠ゆ刷j暗j など諸宗手教士建築カが; 一泊り手各寺地に行はれてゐ 7仁こ事をを?久、 現存する石石.例刊! によ つ て9女狗知‘1羽11るので

すが. しかし元代 の建築と見ることが出来る遺例は 目下ない ゃ うです 。元代になって刷怖

教 が 第敬され1=ので、刷蜘教建築が流行しに や うに一般には考へ られてゐ ますが . 事官は

必しもさうでは仁満州八刑事 自ｾＮｊＰのや うなものが入りこんに のは清 ［ｵ 初期カ Ｇら と 見るのが

よか ら うと思ってゐます。

明 時 代 (空E1???)D 明の勢 力は一時黒龍江下流地方まで及ん 1=' ことはありますが、間もな

〈退嬰して開原以南の 都市 を保ってゐ? このに過ぎません。 この時代のH丹に尉しない ー1・人の

建築に つ いては金〈士11 る1-11 もありませんが . 想: l" <  J己家の科! 支をH-'，でな い!原始的1ぜi向を' f : {i

げてゐ 1=のでせうじ明 の 勢力幽内で は付| 叫に ノl、石併を建てる傾向があり 、父遼F誌を始め糊

帝Wi その他の宗教建築が依然として使んに行はれまし 1=。謹金風の埼;培まで行はれに - -19
1
1

t して鎖骨i龍 首山の八 角 -j LJ 奇の桝が製げら れます 〈弘治二年 l '問 。 、

清 時 代 ( 竺iff) 。 満t)f .tl;': 族は奉天省老城方面か ら起り、撫/ 1 限、 奉天 主? 陥訴し途1: 明代満

洲の首都 とも 言ふべき 謹 防ーを I'i 領して遼! 哀を j巴握しまし 1=。そ れが都を老J攻から 遼陽 へ 濯

し、 次いで遼陽の東に東京;岐 を新築しまし7こが間もなく 奉 天に濯者11 しましに 。 しか し凶に

1644には北京に乗り込みましし1=から窄天 にお1¥{ t >置いに の も僅か二十年間に過ぎません D

者初都 Ｑ官 ｬ カが［姥る ｪ符手に ｬ冶古古 Ｎιｊ 殿投も新 ｦたＺに建て ら れ Ｍ ｾ ￭ 刊 しい、 Ｑ仇Ｚ礼 ｬ 殿は荒殴に ｳ払郎 ｳＢｊｬ､Ｚ し Ｑ仁こ の でせう仁、現に迂遺 ｩ つてゐる

7山:へ1

東方 とゴ北ヒ方とに設 けられ、太机陵は幅 陵 ( 一般に東陵〉太宗陵は 昭陵 ( 北 陵) と呼びます 。

更らに老城の近 〈に は先組を杷つ? こ永陵があり、以上 三陵の建築年代は殆 んど|司時 と言 っ

て よ く、十七世紀の牛頃ー先づ完成してゐま す。その他 宵室関係、のものでは熱河省jfc徳に

ある灘宮( 避暑 111舵 ) が注意す べ きも ので康照四十二年 〈・ i :¥) に取められまし? こが乾降怖に

なっ て規棋が摘大せ られて現献を呈することになっ? こゃうで司すO

ｦｲｈ｜Ｚ で注 意 すべき賠は時 ｉｊ 噺教 と同 ｫ 教 と が潟削にｆＤｦまつ Ｑ］Ｑ ｌ ｉ です。ｾ ａｩ ｉｊ ｾ腕 ｩ 敬は ￬ ＧｪＡ ｪ Ｎ ｾｊ 腰代が

政策的に優遇し、非常に大規模な寺を建て居り、清初のも のでは奉天の質勝寺( 俗に賞寺〕

や東西南北 の刷怖感及び寺が著し し 乾隆 年間に 至って承徳に西蔵風の大寺が績 k と建 設

され 1=のは別目す べ き時代桐でしに。一般の刑哨寺は西灘風でな〈他の宗 教建築と異る所

は殆んど見えませんが、都 Ｑｾ ｖｽ は械然と特徴ｻｴ＾瑳持して居札恭壇の獅子その他 の 彫刻に

はグロテスク乍ら見るべき所が あると思ひ ます。

岡 敬 ミ ｾＧｉ ま常に荷真寺と ｌ 、ひ、外Ａ切には 二 府叉は三暦の権 限 ｪ があ る 以 外特色が出てゐ ませ

んが、大肢が東向し. 阿方の壁にミ ハ ラブ( :vl i hrab) 及びミンパル ( Mi mb乱r) などが設げ

られて ゐ る欺態は アラ ピヤ地 方の モ スクを偲ばしめるも のがあ りますの

その他諸宗教建築が完備しに の も此の時代 で 、末期になって装作数合迄も 出現するに 歪

りまし? こ。



敵米建築様式時代 ( 泣高炉) 。 十九世紀末ロシヤが酬に侵略して以来、ロシヤ風の建

築が主要都市に現はれ、間もな〈露支折衷様式が出来て現に大連など tこも共の例が少なか

らす残っ てゐて、中には捨て難い風趣を示す ものさ八あります。 丁度その頃アール・ヌ戸

ポーが流行し? こ結果、ハルピンでは停車場、商品陳列館 ( 現在は博物館などに使用中〉などの

やう な大建築に 舷用してゐます。恐 ら〈ヌ{ ボー建築で是程大きな例は稀でせう。

日露戦争後 日本の建築家によって南浦の主要都市に洋風建築が建てられる ことになり

ぞれは主として英園系ル ネサン スでロ シヤ とは可なり趣 を異にしてゐましに。その中に滴

逸風が流行し、叉米園風が輸入され、現在のやうな様式的には不統ーな欣態に至ったこと

は. 丁度 日本の建築界の動 きと軌をーにしてゐます。

3 著 名 な 古 建 築 ニ 三

護! 寓奉園寺の大雄殿。遼代の木造建築は山西、河北省に 多少遺例があ りますが、満洲で

目下知られてゐるのは是が唯一です。元代の石碑に寺は開泰九年 く酉紺1020) に建てにとあり、

賓際大雄殿を見るに遼代であることー貼疑ひない雄大な趣を呈してゐます。

奉園寺は義} 際域内の東北隅の近 〈にあり、 最前方 にノj、さな山門、雨被門、 芸大に三閣の牌

模、その奥に皐居入母屋の無量殿の /1慎で建てられ、何れも清朝時代のJ j 、建築ですが、最も

奥にあって一際目立つ大建築が大雄殿で、只さへE 大な のが特に高い壇上にあるのですか

ら、周園の群小建築を威摩してゐるやうな感があります。この濯の調子は全〈 山西省大同

の大華巌寺大雄殿及び薄伽教戴( 問主翼) から受げる感じと同一ですD

大雄殿は日本流に言へば九間五面、奥行八十尺絵、幅百六十尺に及び、内陣の俳壇上に

七つ の大 併像、 各 停ｾ の 前に雨脇侍 菩薩像が立ってゐます。 外陣には石造の 香輝 、燭 華や金

代以後の石刊が多数立ち 、周聞の 内壁 には悌や羅漢の壁番、梁や斗 棋には彩色文J緩や天人

の絡が施 されて ゐるな ど. 目を見はら しめる ものがあり ます O 尤も それ等の年代を線、て遼

代 と見 なす こと は出来ませんが、礎石やゴト棋など の調子は全 く遼代の代表的形式 と言へま

す。

運会のイ弗土書 。遼代でも金代でも支那の併塔を模倣し? このですから多層の噂塔( 広告Z詰)

石塔( おりや鍛塔 までも建てにのですが、特に支那の唐末乃至宋で建てす¥遼と金とで好

んで建てた多居主導塔で中へ入ることが出来ない形式のものを設明したいと思ふので、す。 こ

の形式は

( イ) 卒面は八角、六角が多し四角は少ない。

( ロ) 多〈の場合. 内部へ入る関口はなし従って上居に窓もなし、。但し内部へ入れな

くても構造上中宰 にしで ある場合が多いらしい。

( ハ) 基壇が 高 し 屡 k 種々な彫刻を施しである。そ の傾向は特に遼代の塔の方が強し

彫刻も見事なやうに思ふ。

6:5 X I  
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( ニ〉 初居高〈 、第二層以上は急: に高きが減少する。窓を設りる必要がないからである。

多 〈の場合、十- JI1- 又は十三暦。

( ホ 〉 初暦に は各面共 、中 央 Ｚに命 、 それに坐ｻ弗像を入れ、禽の左右に立てる脇 ｦｾ 九上に

天 輩、飛天などの彫刻があり、中には fijl l J . ; 蓄の彫刻j を;J 日へ? こもの. 叉は上記と金〈彫刻

の配置を鑓へ?こも のな どある。

( へ) 最頂部には特異な相倫を置い? こも の、賀珠11手のもの L 二機があり 、叉屡 k 大破 し

て古い形の不明なも のが少〈なし 、。

大関以上のやうな特性を示し、今ではJ芥のみ孤立しにものが多いやうですが、元来は殆

んど純、て例寺に作なって建てられてゐ? こと見るべきでせう。そして現献を以て推断します

と、 ｊ 苓は伽 ＱＡｸｾ の 南北中心 線 上に建てられる のが普 通です が 、伽 箆Ｍ ｊｦ ｦ［ の 比 較 的前 方にあつ

にか 、 それとも後方にあっ? こかについては定制がなかったらしく 、何れの例も見る こと が

問来ます。

遼 代 の ｊ 芥は遼の本 擦が 満 ｲｊ 十 ｬ 間部 地方 ｦ ご つ Ｑ］ 閥係から矢 ｩｦｬｾ り西 方に多し 金代 に 至って 渦

例。l東部に庚まつにやうに 思はれます 。而かも 金代に は満例| 西部地方でも盛んに i容を建て 7こ

らし し 熱河省方簡のi苓fごから と言つ でも、 遼代の塔 とは限らないのです。; 塔の: f . 代を? 定

めるのも甚1:: 困難でして 、多 くの場合言E鍛が全〈無い のですから、自然彫刻とか建築細部

とかを比較して推定するより他ないのです 。所が後世の修怖が官会り加はってゐて、遂に何

れとも判断し難い例も あります。私が考へてゐる若干例の年代を翠げ て置きませう。

海城照椋木j波の金主荏 ( 遼代)

義腕嘉蹄寺の;塔〈澄代〉

奉天披西・塔潤の培〈遼 ・震性民十 三年 1制 λ〉

錦幌大蹟慎寺の; 港( 遼 ・情謬年間 1町 一: 06 1)

-以I:-..ffif f-¥;; ・

遼陽蹟粕寺の白塔 C4i'l ・大定初年の宿大 I tG: - l 附頃〉

銭嶺 闘通寺 の塔 ｃｾ ・ 大 定年間 ＿ 116: - 118り

開原石 塔寺の塔Ｈ令 ・正 隆元年乃至大定三年 ＱＱ 芯 ー ＱＱＶ ｾＩ

- 以上金代・・・・・・

奉 天の宮 殿 。奉天域内の Ｑ 主殿は大 別して 三�｛ ｾｾｉ ｊ になり 、 東のーが ｦ ［ は八角の大政肢を 中心

とし(2hf 町 中央の一廓は後方カマ! ? 寧宮 、前方が崇政肢の各一廓 に別れ (2hiTE?) 西方の一

廓は凶即 金書を所離す る文捌閣を中心として ゐま す Ｈ ｚ Ｎ ｩＺ Ｇ ｊ ｲＺｦ ｾ ｾ ｾｬｖ ｩ ) コ 中央の故符博物侃・前の

窓兵隊の建吻な どがある一厚s{ f 亦嘗ては宮殿に属して ゐ7こので し1=。

以上 の中で最 も早〈建て られ? このは八角の大政殿を中心 とする 一足i位、清率直の-M; で、

11i i為' は軍政の中 心 をな す建物、後者は皇子伝の起居する内裏 とでも 言ふくきもの 、何れも 奉

天活者1¥直後に挫てられに告: です から天命十一年( :62' りには出来てゐ? こ と推定します c その次



に汁l来 fこのは滑寧宮前の崇政殿、大精門の一廓で、これは天聴六年 ( 1632) に建てられたもの

と私は推定してゐます O 多〈の書 には上記の建物を線、て崇徳二年 ( 16371 に建てたと 説明して

ゐますが、信十るに足らぬ誤設でーす。

以上が清朝の奉天時代のもので、遥か後年、乾隆皇帝が北京から満洲へ何回も東巡する

毎 に有n修上官築工事が起きれること lこなれ乾隆十一年乃至十三年 ( 1i 4o- 1i 4S) には清卒宮一廓

の東西及び前方に多数の建築を増: l JI 1し、乾隆四十六 ・七年 (17F1 - Sり には文捌閣のー廓を起

し、そ の他徹底的の重修を繰り返したので 、現本では殆んど総てのね殿建築が乾降年間の

Thi影公存するに到りました。

これ等の建築を見て直ちに感十るのは 、宮殿と言つでも意外に規模が小さ し 建築も亦

組末な思 ＱＱ です。是は北卒の宮殿と比較すれば一居その黒 ｬｩｾ 深〈感じます。満例・ ｩ 東部の片岡

合から興起し 、 米 ＱｾＧ 支那全土を征服しようといふやうな大望もなく 、 満 州ＮＯ を保全すれば足

ると作考へて ゐ?二時代 に、 選都して急: に建てに宮殿であることが、小規模の重要な原因で‘

せう。若しも 務代の帝都が永〈 奉天に置かれにならば、後世改築鵡張ーして一大宮殿となっ

1: でせうが、二十年目には北京に遮都しに ので、遂に共: の機もなし辛じて乾隆帝の塙築

により 将j k 宮殿の態を捻へまし? こが、 それも根本的でなかっ? このは卒素使用する宮殿でな

いのですから致し方ない失第です。

建築として最も力を輩してゐるのは大政肢と崇政殿ですが、満洲の古俗を体へてゐる鈷

で清iF宮を見逃がすことは出来ません。宮の前方には木粁が一つ立ってゐますが、これは

柿 粁 ( 満洲語で Soma) と呼ぴ、満洲民族の持つ原始宗教 Shamani smに闘係あるもので .

同じ形の粁は満洲族の民家でも見る所のものです D 清率宮は 皇帝の起居する所ですが、同

時に所rll を配る 祭殿でもあったのでしに。

V.!-j ｢ Ｇ 抑 台ｾ ＺＤ 位大 ぽ ｩ こ於 け る 村川治 泌 氏 の宣言沓 ｊｬｊ ＡＮｩｴｩ
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メ ン ヒ 2レ

Ｒ 与天省鳳 ｾ拡郊 外

石棒のみが先史時代の

遺物で、隣接す る石の

小 制は近頃のも の。

XI 58 

.. 
ド ル メ -;"，tJ' 

奉天省海城県草椋木域-

ｦｴｾￎ 娘石と日子ぴ Ｒ ｪｾ Ｑ あ る中、 1倒 11

倒 る、ド ル メ Y は石仰l といひ 、2 1閤

ある場合は姑娘石とい 」、事がある

倉

劫 海 時 代 の 燃 壇 石 塔

吉 林省市安腕東京被の南大

l街内

熔 岩 を彫刻 したもので高さがJ

20尺

個

高 勾 麗 時 代 の 将 軍 境

奉天省輯安採

CI f i i 開土主基)



奉 園 寺 大 雄 殿 内 陣

長

腕

金

川句
。

の

あ

寺

伽

圏

一
一

F

Z

の

殿

理

注

維

日
4

」
、

懸

h

M

W

後

代

義

奉 園 寺 大 雄 殿 の 細 部
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錦 l採の大lPt 理事寺前に

あり 、i盗の末期 滞EEZ

11三/i lJに建てられた 。

X ' 60  

.. 
遼代の{ 弗塔

輿安西分省白塔

子

l1l 代に は此 の塔の

や うに頂上 まで昇

れ た もの も建 てら

れ た。

遼 陽 の 白 塔 時

遼防満鍛附局地公圏内

嘗・て明 ・消代 には氏祐寺の

境内に j濁してゐ たが、今寺

は腹滅した。塔は金代。

-e  



開 原 域 内 ・ 石 堵 寺 の 塔

石塔 ｾ ｦ の古 ￎｪ 方には ， ｾ代 の大 君 主 併が
あ り 、 ζ の 石燃は ＺＺ ｾｪＺ の背後に立 つ 。

J

1VJ の正統十三年 位。

熱河省朝陽の北堵時

朝 湯 け も と 三三座 務 と い

ひ、三 つのま存があった

が、今は南 北 乃二塔の

み。北 格 は<i)>1i ; と前定。

訴木城金塔の細部 .  

海域l際都木城 、遼代 マ

議 嶺 龍 首 山 の 培

IVJ の弘治二年に正] ' ; て ;叩凶年/ 11] 11¥修

した 。近 年の((芸品nの紡果，tL: し< 111: 

J <なっ た。

6 1  X I  



曾奉天宮殿・大政殿 恨 のー廊)

奉天宮殿・大内宮閥、鳳恩棲 時

修布I i の結 果 、今 は本がな〈なってゐる。

4・

奉天宮殿・大内宮閥.

大清門

( 巾 うたの一郎〉

X' 62 



奉天宮廷・文湖閤

イT手1な悶月{ ! } . 事? を殺す。

s  

倉奉天宮殿・大内宮閥、崇政殿

昭和七年夏ｾす。その後修補 し て康上

の本はなく なってゐる。

S 示 陵 の 碑 亭

米天省東溢道老城の近〈

永陵は泊朝 乃先祖を肥る。
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合 福 陵 の 隆 恩 門

奉天妓束。清の太租の陵

X ' 64 

S 踊陵の噴丘、明棲

旧 ｉ ｾｴ の前にあるのが明機 、 向

っ て 右 方 に あ る の が 角 模。



倉 昭 陵 の 正 南 門

事天城西北. 済の太宗の陵

e・

昭 陵 ・ 隆 恩 門

門 苧殿の 名は、 どの陵も問ーコ

S 昭陵・隆思殿、明棲など
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t  ｾｾｾ南郊タ＿のラマ塔官 嚇 怖 塔

奉天城北、法輪寺の ラマ椛

一名北jn. m初 時 代

熱河承徳・普陀宗乗之廟 普陀緑( プダラ 〉胸と 一般に いふ。乾修一十六年完成。 .. 

熱 河 承 徳 ・ 須 禰 福 毒 廟 乾隆四十五: 年建 .. 
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.. 
熱 河 ・ 避 暑 山

荘内の来結寺塔

一 紋 に 六和培 と 呼 ぶ

苛ーは今 跡 形 t ない 3

‘ .1 

，・1

ｾ＠

曾 海 域 の 魁 星 棲

城 壁の東南隅に It 魁 hl

棋を主II てるの が普通で

あ る。 ! か 1 模 の形に

は 7と併Ij ; o: な ν 、。

.. 
山海開天下第一閣

;;，; T 第一闘 の額をかけ

て ゐ るのは 山海 闘 の 京

門であ る。

ニイ1.1土一寸煩相 の な い 培 L
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合 奉 天・ 北 清 員 寺

〈回数〉 大敗後方の纏

S 吉林・北清算寺、ミハラ 7

Cl "l ti;士〉 大敗 の西控

'  F  

a  

ｾ＠ -， 

ＢＢＢＧＢ， Ｂ ，Ａ ［Ｚ｟ｾ＠ ... 

'喝、ふ _-，に

曾 奉 天 ・ 東 清 轟 寺

〈凶叙〉大殿後方の棲

S 吉林・西清轟寺、ミンハル



曾 露 治 時 代 の 建 築

山 崎 、 で ｾｩ 本主主ロ シ ヤ ｉｉｉｊ ・ 今は日本橋問書館

官 接 順 白 玉 山 の 表 忠 塔

大 蓮 民 政 署 時

大"lli 市役所と合同

大連ロ シヤIl 1f ・今 の{前世H官'{C

( 満倣総裁の迎賓館〉の前淑

正 金 銀 行 大 連 支 底 $

. J J 哩 出、

置碍 E

1' ;' "・hι
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， 
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朝 鮮 銀 行 大 連 支 庖

S 奉 天 窮

撫 11贋 炭 磁 殉 職 紐 念 碑 S

曾 四 卒 得 窮
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大 連 審 院

- 砂

奉山鎌路の奉天縛、姑

-・
奉天ヤマト ・ホテル

南 満 洲 保 養 院

大 連郊外 小/ 1ξ 鳥 山 サ ブ トリ

i '  1.  

s  

滞洲著名建築タラ 7

解説 村 田 治 良1)
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満 洲 に 於 け る 建 築 請 負 界 の 魂 吠

小 黒 隆 太 郎

0  

光つ満州に liきりる建築の局主( 起業者) と、工事の舵頗とに就てその概要を述べて見7こ

いつ湖付判事盤以前に於ては其犬部分が満鍛合祉の工事で 、事務所、牒合、 工場、病院、身j_

校 、各種の試験所 、研究所、枇宅及び之に属する建築、弁に渦餓傍系舎祉の建物等であっ

た。閥束鹿. 聞東軍其他民間の建築も有ったが 、f綿織合前tの工事に比すれば極めて少い の

である。事鑓直前の虫nきは渦鎖曾枇の工事すら非常に砂〈なつにの であるから. 共他は数

ふる に足らぬ程であっ 1: 0 然るに満洲事費後. 満洲建問によ h共蛮展 lこwひ、頓に土木建

築の事業勃興し、満洲問官説、の臨合、官合. 其他諸般の施設に仲ふ建築。軍部の照合. 兵

管 、病院 、官合等。中間銀行の偉業所. 宿合等。借款鋭迫のがf線、延長線、改良工事に仲

ふ騨の各建物及び祉宅、共他民間工事等が躍に 勃興するので 、著しく施主即ち起業者の盤

石? 増加し、工事の量も 亦激増しに のである コ

満洲闇政府の建築工事は初め問者1I 建設局で取扱はれてゐ 1: が、今春より間務院( 内閣と

内務省とを粂ね? こる如きも の) に jるする需用農 ( 建築と用度とを取扱ふ所) に移管されに

そ して問都建設局は新首都新京 の建設に ｾ ｊ するもののみを取拙ふごととなり 、 市街の道路

水道等がその主要なるもので、今の所建築は少い のである D また今年 4 月より関道局なる

官署が設Wられ. 10年計聾で延長 6 高キロの園道が該局 lこよって施工さる〉のである。ま

た大新京市街 ( 奮東京市より少し闘い) の 中、 錨道附属地は従来通り満鍛合加: 新京地方事

務 所の所 管 に 属し Ｎ商 ｴＮＨ， ｩ Ｎ 地 ｊｪｺ ぴ奮市何Ｈ城内Ｉは新京市政公害ーＨ市役所の主 ｦｊ ｾもの ｊ によ

って取扱は れて ゐる。各省各牒に於ても追 k 工事が出るであらうが . 現在では伝天省、公害

奉天市政公署等に多少の工事があるのみである c

ま1: 今春より浦鎖舎祉の中に鎖道建設局が設りられ. 銭道の新おil 、延長線工事及び改良

工事中の大なるものは皆該局で取扱ってゐる。吉長吉敦( 京固棋と改稿せ られた ) . 吉海.

溶侮 . V4挑、 挑J司、持黒、呼海等の借款諸鍛迫及奉山錨道( 官線〕は満鍛合員士の委任経営

となれ夫々の鍛路局は鍛路総局〔奉天所在〉にて統轄すること訟な 9 . 改良工事. 橋梁

( 木橋を本橋に架け換) 工事、修築工事等が各所に行はれてゐる D 斯〈 工事の勃興と共に施

主即ち起業者が頗る蹟純に亙るものとなったのである 。

。

次に工事。の量と j キの場所とに就い L 少しく述べて見ょう。満洲事費前に於ては、借款餓

ヌ1 7 2



道はその元金を償還せす¥利息も支拶1; は子、修理もせす・に使ひ荒す と云ふ妹態であっ 1: 。

ま1: 軍閥( 張作窓及び張感良) 時代に 彼等の賀施せる 工事は 、日本領事館を介して委l屈さ

れ1: ものす ら、共の請負金を支桝はな し、。まに連山間 liJ Jfli札烏の築港工事の如l きは、和蘭の

土木曾祉に施工せしめてゐるのであっ? こ o それゆゑ日本人の請負工事は閥東洲内と満洲餓

道附属地内に限られに狭い範囲であつに。ぞれが満洲建問と共に ｉ 技然腕いｾ搭に活躍する

こと〉なつに ので 、現に 行はれつ〉ある土木建築工事は 、p! j は承徳( 熱河) 地方に及び、

東及東北方面は沿海洲園境近〈に到し北は終に巣1¥' 凶: 畔に主主せん として ゐる J ?tL 掲載

禁止事項に屈するものが多いから、 - k 指摘して之を枚怒し得ぎることを遺憾とするもの

である。

工事の量を31j 負純金額の比例に依っ て見れば 、昭和14 年度は卒年の量( 大正 7 - 8 年の

好況時代を除< ) であっ1: が、同 5 年度には前年度の 5 客IJ 3 分 に相賞する量に減じ、同 6

年度には 4 年度の殆ど 4 割に相官する量にまで激減しTこのである o 然 るに咋年( 昭和 7 年 j

度は 4 年度の 2 倍以上に達し、本年度は 4 年度の 21俄謀4宇三に上るであらう。本主年「鼻度の土木

建築工事費の縛

力が; 建築工事費で dゐbらう 0 然し耳軍z部 、満餓舎祉、閥 東踏の虫nきは煉瓦、セメント等の官給: x .

は祉給材料があるから 、請負金額 としては それより更に減少する こと は言 ふまでもない。

来年度は軍部の工事が本年に比し l ・7 倍に上るであらうと漁想、せ られ、満洲図政府及び

満鍛舎祉は今年建築が少かつ 7こ( 鍛道土木工事は多い ) が 、来年度は相営E 傾に 上る らし

いo 新京市街の都市計聾に属する分は 、来年かなり建築せらる〉であらう 。奉天銭道西の

工業地直も来年からは工場建築が起り初めるであ らう。まに鞍山の製鋼所及ぴ工業化・撃曾

祉の工事も績 k 出るであらうか ら、一般の橡想には、 来年度は本年度の 2 倍に主主するもの

と見られてゐる。

0  

3たは請負業者に就いて述べる。却設満鍛合I止は工事を? 特命まには指名競争入札に附して

ゐるので、其方法として指定請負人制 を保ってゐる 。即 ち毎年 2 月頃工務委員( 工務闘係

の課長以上中より任命する〕舎を開き、 31f 負人を詑i向指定し、 まに奨) 1M的に霊堂絡( 叩乙内

丁の階級を設け 、 夫 ｫｾｬｴｦ 負金制の最高を定めてゐるが、枇外には極秘としてゐるＩの高下、

匡域( 請負工事の指名せらる〉場所〉の: 蜘成等をも決定するのである o 不況時代には業結

極めて不良なる者を除名し? こるも僅かに 4- 5 名に過ぎないo 不良ならさ' る者自? 削t成して

共の職業を奪ふことは情として沼、ぴ難いので、大正 7 - 8 年の好況時代に精力Hせる指定;j i

負入を如何ともなし得なかった 。然 し満餓合『止の1炊入減に伴って工事は年々激減すると 云

ふｾ犬態であっ ｦ こ。その指 定詰負 人を舎員とする満 扮ｼ土木建築業協舎は 、奨助金を出して 業

者の合同及ぴ底業を奨励しにのである。; 哲i ｜までして 請負人の減少を困る も のを 、 ｾｩｩ なる

情賞闘係で、工事量の減少に反し請負人を土佐きる〉ことは困ると、工務賞品に 主張しにこ

7 3  X I  



川 7 4

とが誤解され. 満洲の請負界はモンロー主義であると体へらる〉に至つ t=。昭和 6 年の責f I

さは ｾｦ 負締金額僅かに ＴＵＰ 寓悩ｼの工事を、 Ｖ Ｒ の本庄と ＹＰ 徐の支底出張所土で施行すると

云ふ惨憐t: る不況の獄態であっ t= ，ぞれにも拘はらす・狛且つ進山を希望せらる〉者の並tか

ら5 りしに依って見れば、 内地業者の渦満. 初例洲B例例洲i十刊./に|

然るに満訓洲'1出事事.鎚.似叫U以、来凡てのj欣|伏火態カが: 一鐙し7仁こ。従つて土木建築兵界Lに於てもト、事業の勃輿と

共に工事カが;i激放士榊待し‘ f満繭餓合f枇止の指定訪負人も本年度は 1臼2 名をを?士増曾カ如加JI して 7口1 名となりh、 それ

らの組の支庖出張j所冴も 120 以上に主達主しT仁: のでで、ある。そして事費前には満蝕合祉の指定詰負

人以外は殆ど請負業者らしき者なし概ね下請負程度の業者であったが、事鐙後日本内地

及び朝鮮より続 k 進出して来るので、新京の如きは ] 00 以上の相官な業者の進出を見るに

至つに。満洲園需m鹿の如きは . 今日まで工事指名を願出で? こる業者 245 名に達してゐる

事より見て、如何に 多〈の業者が j lP寄せつ〉あるかを推知し得るでめらう。

内地より満例Hこ進出する高!I 負業者の最も注意し且つ研究せねばならぬ事は 、 日本内地と

滅がHとは大に事情を異にしてゐる製ti である。之を詳知せすして満洲の請負に成績を事げん

とすること は、木に擦って魚、を求むるよりも至難である o U乍年内地の有力なる組が新京の

某工事に ＲＰ 寓闘の不拶 ｉ｜ｾ 起したのもその局である ｯ 目下工事中の某 ｫ 組の虫ｦｉき我邦一流

の請負業者であり乍ら、 E 制のt員失を? 招く ことは邸に明白となった 。まに朝鮮に於げ る一

流の某組 も目下非常に苦辛してゐるが . 是も少〈とも損失 JO 高似|を下らぬであらう。是

等に徴しでも土地の事ＧＯＩＡｦに通せＧぎる者の好成車 ｾＢｴｾ 犠げ得ないことは火を見るよりも明かで

ある。

が/] k 今年の如1<. 材料工貨の刻々として騰貴する時に於て、 Jj l:負業の好成訪を奉げ ること

は非常 に 困難である ｯ 若しも値上りを見越して見積れば 、入札に は務 ｾｴ しないから 、 自然

互に時債を以て競午1 する 。而して いよいよ方面工 にか〉れば必十騰貴するから損失を十日き易

いので ある。土木工事はあ!f 黄金制に比して材料が少い場合が多いから 、材料騰貴による損

害は比較的少いが . 建築工事は材料がその 7 剖を占むるので 、本年の女f I 事場令には笑外損

失ｾ招く こと が多いのである。従て本年度の ＵＱＱｩ 負業態は 、 経済、」二より見て 、 一般に飴 り お

もはしか らぬのである。

0  

建築用材料の債格の鐙動に就て少しく述べて見? こし、 。今年はおくれて鞍山の製鋼所及び

甘成子( 大謹附近) の工業化接合祉の事務所工場等の建築工事が 11¥はじめ?二o まに奉天で

は満鎖含枇の代用枇宅( 南湖興業合祉経営) 及び11. : 宅、応filli 等が、今脊以来阪iる多〈建築

されて、彩し〈鉄道附属地の市街が南方揮河に向て鎖張せられつ〉ある oid自YHI こ於げる其

他の建築工事は殆ど北部地方で、共の主要なるものは新京 、吉 林. 暗爾策 、持 k l b爾、 1族

主立E関、北安 鎖、扱河、イ主* ! 折等である o 是等の土地はかなり速い距離に貼在してゐるので

夫 k 情況がおのづから異つてゐる。放にその一例として 、就中最も建築工事の多い新京を



象げて見ょう。新京に於げる今年の消費量は煉五約 9 千寓個、セメント約 16 寓樽、石次約

460寓貫 ( 生石次粉石次混同) 、石邦ヲ 2 蔦 5 千立坪( 煉瓦製造用を含む〉、( 砂利は砕石にて

割栗と合計され正確な数を得難い) 、木材尺〆 30 高本、板liilj'子 1 千 5 百噸等であるから、之

によって工事の量を推知し得らる〉であらう。新京は昨年急: に建築工事が増加1せる鏡、建

築界は頗る苦半しにのであるから 、昨秋より 満洲土木建築業協舎は屡々工事座談舎剖消催

して起業者及び施工者に注意を促し、材料及び職工人夫の調首i f t ' 困るの必要を 力説し、協

舎も亦其の調節のf誌に努力しにのであつに。幸に軍経理部では冬期中に樹脂、 捧天方面に

て持越の煉瓦を' ? ｊｦｴｾ 入 し、之 を新京に輸送し て使 用Ｈ陳瓦 Ｑ 個約 ｬ 銭 Ｒ 厘 、 汽車運賃軍は字

額なれば 6 厘、合計約 1 鋭 8 座〕せられに。ま? こ満洲土木建築業協舎にでも葦制策として煉

五を製造せしめに震などが主なる理由で、煉瓦 1 佃 2 銭を振出に漸次騰貴せしめ んとしに

製造業者等の今春の計霊は破れて、赤煉瓦 1 佃 l 鋭 8 厘を?上 らなかっ? こ。目下は製産過多

で或者は 1 個 1 鋭 5 厘の弱値引昌へるに至つ? こ o 叉軍経理部は大英断を以て軍部工事一切

の木材を夙〈新義州皆林署に契約し? こ震に . 8 月中旬までもは木材は騰貴しなかっ? このであ

る。然 し軍部用製材の絡に近〈頃よ り漸芸大騰貴 して、目下 1 才 1 鋭 8 厘即ち常時の 31主に

暴騰し、猫ほ止る所主丹、II らぬ有様である 。是は匪賊の? こめに安東材. 吉林材等の伐採量が

少 し 既 に木材の不足を告ぐ るに至つ? こ震である o 川砂は種 k なる事情に妨げられて遂に

調節を取り得なかっ? こので‘ 冬期間 l 立 坪 8 闘のものが馬車徴費ま には道路不良等の震に

一 時 は 初 出! まで騰貴し、 それも品榔底の話に四卒筒、公主制等より門車にて輸送し、 1

立坪 32- 33 闘の砂を使用せる者さ八あった こ次年度は完全にそ の調節を期するにめ、園

都建設局に於て計聾をな しつつあるから、来年は其li の如 き騰貴を防止し得るであらうと 信

する。

。

職工人夫も本年度は非常なる不足を来＿こしたるｾに 、 伊奪戦と努銀の昂騰とを免かれな

かつに 特に左官の如 きは就中最も甚しきもので 、満洲231・鑓前には 800 人位の在満支那人

職 工が、現在で は瓦匠( 煉瓦工〉の辛 うじて左官鎧を動かし得る程度の者まで狩り集めて

も、そ の 2 併を超ゆる こと 幾干にも とら ないで あらう。然るに本年度工事には一日平均 3

千人 を要するのであるから 、目下烈しき争奪戦が行はれ . 従って工賃を吊上げつつあるの

で、卒時 1 凶20鋭の工賃が 、3 ｾＧￌ ｊ を給しでも狛且つ必要なる人数が集まらないと云ふ ｪｯｴ 態

である。是は今春より既に明か lこ漁怨されに事であり、且つ満洲土木建築業協舎は 1 寓乃

至 2 寓闘の経費をかりでも調節し?こいとの意見で あっ fこから、大連左官組合とも底 k 折for(j

し、 或は満洲各地の左官棟梁を集め て座談合を開催するなど、種々方法を研究して見Tこが

複雑なる事情が纏綿してゐる錦、迭に日本内地及び朝鮮より左官職工を11乎寄せてその調節i

f t ' 困ることが出来なかっ fこ。人夫の虫nきも餓道新線工事に要するもののみにて 8 商人以上

である。然るに毎年浦紛れこ出様し来る天津山東方面の苦力は. 満洲国政府の方針と してそ

7 5  X I  



X ' 7 6  

の移入を阻止すべ〈厳重に取締られてゐる D ま? こ天津、 山東方面に ては 支那官憲が満洲出

稼を妨止してゐるので、苦プJ に甚しき不足を生じ、餓逝共他 の土木工事場にては苦カの募

集に苦辛してゐる。従って苦カブロー カ { なる新職業が出来、開より乙に、乙より内にと

私に移動せしめ手数料を貧る悪掠な者が多くなっ 1: 。 ま? こ途中逃亡して前借金を踏倒すこ

とを繰返してそれを職業かの如I < 心得てゐる不良苦力が甚し〈多くなっ 1: 。是等に就いて

の劃策を如何にすべき か と云ふ新しし、問題に遭遇 して ゐる。邦人職工を内地より移入する

案は、土建協曾報に卑見ｾｾＭＪべてゐる 。 且つ 是等の 問題に 就 いて別に投稿せらる〉諸氏も

あること〉思ふから誌には省略する。

0  

満訓話負界の質AAをルRぶる に首っ て、逸すること能はさ' る所の一事は渦百十l土木建築業協

舎である。これは日本内地或は朝鮮に於ける同業組合まには協舎と多少趣を異にし、箪な

る同業組合ではなし、。 20 年の巨茎史を有する同業組合が昭和 3 年秋枇閣法人の協舎組織と

なし、起業者( 施主) と施工者( 詰頁人) との仲間に 立っ て、雨方の利主主の請に最も有効

に働いてゐる公訴 IWI鴨である。該協舎が詰負業者を向上程展せしめ 、以て枇舎的地位を高

めつ〉ある事 、 まに業界の改善進歩に努め、且つ研究、調査等をなして、起業者、官街、

銀行等に使主主主? 拠へる事等に J; Ii l ってブJ あるは 、足一度満洲の地主? 踏んで 、土建界を一瞥せ

る人士の等し〈認むる月Ij であ る。現在疋合員は69 名、準合員( 支l吉出張所主任) 119 名、賛

助合員 ＲＨ 材料 ｩ ￬Ｇｾ組合、 ［暖房組合Ｉ である 。私は 現在の立場上自重自貨の嫌があるから是以

上の和 介 密売拾へて 、満 洲士建界に ＱＡ｜ｾ < てならぬ法人であることピけを附記して置かう。

0  

来年度工事の政想、は師に主j i ; べ7こから、蛇 i止ではあるが最後に将来の珠想即ち満洲工事界

の好況時代が何時まで組〈か に就 いて咋見を附加lへて見1: ぃ。餓遁工事の新線. 延長線 、

改良工事等は 向三 ・同年檎献するで あらう。建築工事はがf京 、日合爾賓の都市計霊及び奉天

rlil 均の蛾張と 餓逝商工業地区の諜展等 lこイ'Ioひ、向五年は繕鎖するであらう。共後は園道、

各所の礎工事及び建築等で年 k 急: 激に減少しつつゆ くで あらう。斯 〈て好況時代 に連れて

充質せる陣容を柿少し Ｎ 膨脹せ る経費を州 ｩ 《減 するにめに、業者のｽ， ｾｦ 心する時代が必十来る

のである c 走れ猫 り業者のみでなく 、満洲土建界全般が今より緊悔すべき重大事ではある

まいか 、 ｾｏｐ か老婆 心 を附 記して 筆引間 〈 。



満 洲 見 事 族 行 戚 想 の 断 片

永 瀬 狂

今 時1滞。Hh . 長行観察殺を舎〈ことは 、世主 りに! J 1l 苓な4) . ; : 柄で 、既に縦からも抜ーからも舎か

れて 、知り設くされて居る。きればと云 って、記念旅行に 加 は り、協合員とし て. し

かも納品1) 費 込 受 け て 出 掛 け た 以 し 多 少 詑 1:. r;: 警〈義務もある様に思はれて 、止 むな

く、二三 の雑感を述べる事とする。視察報告ではな い、訴し千I芭のー符ともならば 、

限 リ な い 熔びである。

大 蓮

満州ゆ大連ではなく、関東醸の大連市である 。内地と鐙 りない筈であるが、地理的に.

地質上に . 吾 k の目に多少の相違が映す' るのである。 入港に税闘の却がなげれば、 既 に *

庭にーの親みがある。十年一昔と云ふが此市は既に 30 年を経遁して居る 3 今は二代目の

落着きのある港と云はれ得る。

焔Ｇから市役 ｈ ｴＧ 仰 ｽ ｪｴ 見するに 、 市中に煙突の少いのをｾ J，nる、工業都市でない矯め であるが 、

ｾは燦房の矯めＺ煤煙の市となるべきも、今此夏に於ては、全然 屋 上煙突の林 立 に共有様を

窺はれる。門事は煙を吐〈も 、地面に近し且僅である。舶は特に此 日少いと聞〈も 恐ら

ｰ さを焦す程にもなるまいし、 青響其も 少し、。汽車は ｾｊ￭ＱＴ ーを鳴らきする錨である ｣ 自動車は

療に鎖を鳴らすも比較的達きに達しな し、 。其れ故静かなる 市街と思はれる のである。従っ

て素人目には商業さへ不振かと推察さ る〉、叉船上より市街を包 u 山岳を見るに、山は維

を神びて内地 の貧弱なる，J、山に等しし或時期に植林し: 或時防先し、再度の梢林の結果、

今の飲態に濯し而も探種なら守して苗木村i 付なりとは 、共労苦は非常なもめで 、百年の計

も知られざる苦心の結果と思ひ合はさねばな らぬ。

市して市街は級の前に、 1ffi、青白共色取 り様 k の工合は 、色彩的7' U : 観である。曾て我 k が

大正災前の点京に於げる、所謂j J y洋建築の感を呈する。今吾 k は煉五迭の家を見ると 、危

険であるとか. 討ーされぎる建物であるとか思ひ H¥さる〉、若し大陸より強行者が銭道によ

り大連に予10 ，日本に波らんとして、日本建築の概念を其等建築によって、得るであらう

と思ふ、此鹿にて地 ￭ｴｾ の 恐れなしと思ふよりも、初期 の 建築であると印象つけらる ｾｯ

然し但 ー 宅地域を見る時は流石は ［ｊ ｟，｟ｾ 問 であるが故に、背 Ｈｦｦｩ 、等のよじでんりとは云八、壁腫は

煉瓦である、吾 ｨ の 見慣れて居る、大鼓 ｲｾＺ ならざるを感心する 。

か〈大ｾのｻＡＺ宅地はｪｪｉ槻である 。 内地のｴｉＺ宅に比較する時は、内地の上流生 ｭ 者の家 と

見るべき位宅のみ じ依って滞? こされ、黙も敷地は充分蹟〈飴絡を有ーして居る 、従って市街

ヲ7 X I  



i面積の棋大さる〉は 、無 理 な し 叉 人 口に比 して活動する者が多 いに遣いない。恐らく隠

居して大連在住者は少からうと思はれる故である。吾々の悪るい因習なる故郷忘じ難〈て

此地を墳墓の土地と決心せき。る者が多いと推察する。今は非常時瑳展最中で 、市中に 貸家

は殆どめるまいが 、数年前と雌も借家は少し有るも高債である。其れ故 2 年限居住の意

志ある者は、住宅を新築する事となって、内地の住宅新築感とは相異して居るのである。

メ連に渡航し1: 者は皆it 宅を所有し得ると云ふペしきればとて住宅を建築し得る資産家

のみならねば 、小資本若若し〈は内地より来れる労働者は大連に居付かな〈なり、徒に他

人の立振なる it 宅を見ては、自分のs f {f印斐なさを感じ、馬鹿らしさを感じて退去するので

あると云ふ。叉獣々と蓄財して、人並に互せんとするものもあるであらうが . 中途屈折し

自暴自棄者となるものも多いであらう。由来開港地は所謂金遣が組し金廻りが良いと云

ふが、共特徴を此大連港は的確に表はして居ると察せらる ｾｯ 関東鹿は遼東牛島の西山尖

端である 、 共れ故 、 是をｾｾジ、てＮ満洲を＿読はんとする事は素より不可能で、 Ｑ 合も象の尾をさ

〈る盲者の如き か J

山 川

大連近〈の山は柔かな、結かな姿である。山高りれば水深しの言を真とすれば、海深か

らざるべく、森林なりれば魚、棲ます. ! : : 云ふのを真とせばi 1M鼠も不可能であらう 、 と推察す

るに難くないのである。大陸は魚類の形大〈して、其味佳ならす' と言へるのと同時に 、凶

民の魚類を好まさ' るも自然の成行である。

放順近〈の川は丁度江州溢の川の主n <、 IJ、石が羅列せらる〉のみで、水は卒常ないので

ある。従って梧の必要もない、高一大雨の時は念に増水し来るも僅か時を経過すれば奮に

復し、小雨の場合は其等: f . 石のー下を流れ去る。其れ故橋はなく 小石を列べ? こる道路が橋で

あるのも商白い光景である。

紅 塵 菖 丈

と云ふ詰. は漢文で教へられにのである。支那の夷1大地方に迄通用語 として出来 fこのでも

あるまいが 、満i11i も1銭其範園をl陀せぬのである。三寒四温は新らしき語であれば此溢に の

み通用 する 語であるかも知れぬ。尤も策協的閥係は漢文に示されて居る事が少い様である 。

扱其紅時寓丈は北方沙漠よりの風に依って話さる〉結巣の筈なるも道路の3在住民而も自動車

に硲き上げらる〉のも 、現代的に其言を謹明する憤値があるの である。吾 k は捲土重来を?

大切なる訴と心得て居るが、思ふに再び来れ位の意味であるかも安11れないのである。

葬 及 婚

吾 ｫ は葬式に日十ふ日、大連市 ｾｉｬ を歩いたのであった。其矯め葬式に出合ふ機舎を得＿この

である。併の何人かは不明なるが、自動車で葬列を作って居1: のである。藍依車が支那式

と内地式との混合であつに。

而 して叉共242日幸に黄道吉日であ っ7こと見へて 、満洲式の婚般の馬車行列に大連旋順間
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に四組も迎へる幸運に合つ? このである。花嬢の接の見得るなどは素より不可能の馬車上に

据へられた奥の中にあって、儀式充分に瀬飾を施し繁人さへ1 - J t へるなど 、娘一人の矯めに

符j産を傾けるにはあらぬかと、内地農民の有様と大差なき事{ t > 推察し? このである。斯かる

儀式は部高年中三四日連日の祝賀の安で喜びの裏に悲みが、ひそむのであると聞かされにの

である。

停 車 場

奉天や新京停車場に比して大連停車場は恨の貧弱なものである。敷地は決定 されて居て

も未ピ築すら出来て居ないと云ふ事である。事質本l祉が近くにある以上停車場な必要がな

いかも知れない、市の誇 とする必要は素よりない。叉始護停車場 として、しかも改札なし

乗車せしむる故、待合も債き必要なし見詮りの入場券などの雑牧入は無論認められない

のである。此の如き組織とすれば、割合に混雑はするが取締は簡躍である。

昆 虫

少年時代博物採集に興味を持つ? こ我輩には‘ 郊外に出れば草木より、虫魚に至る迄皆友

人の様な策がする。従って路傍の水滑にふ草叢にも直ちに注意を惹かす・には居られない

のである。先つ' 第一に時的j柄腕1に耳を傾けるのであっ? こが、放順に於て、ツクックホ{ シ

の只一種より外は居ない様である。初秋の気分は蝉によって日中は味はれ、夜は虫の聾で

ある D 夜叉其虫の音も聞く事が出来ない。コンクリ{ ト道路の筑めであるかも知れないが

郊外に出で〉秋夜の情趣を味はれ得るのであらうが、汽車の窓から松虫、鈴虫、轡虫{ t > 聞

き得る趣はないものと思つにのである。僅の放行に於ては、秋夜郊外の情緒は知るに由な

いのである、只僅か奉天に於て峨貼らしい盤を聞いにのみでめる a

蚊は殆んど居ないが何鹿かで蚊帳を乾すのを見? こ様に思ふ。子子の蛮生する水溜もなく

薮蚊の住む叢もないｾめであらう。

蚤. 盟、南京虫共等は荷屋に居るに相異なしと注意に注意して共等の横暴に舎はなかっ

たのを幸とする c 査は別として、買は満洲の名物であるとか害はな〈とも伴ひ賜るも名容

でなし南京虫は共害の恐るぺき開質もあるなどと他人の言を信じ、由来毒虫に弱き拙者

は充分なる注意と T象防と E つ薬品の用意など詩し〉が金〈幸運にして襲品の必要{ t > 認めな

かっ? このである。同行者の或人は其寄ぞ受 rr) j このもあっ? このである。此南京虫は南京人の

虫で日本人の住宅や 、日 本人の放舘には居ないと謂はれて居? こので‘ あっ? こが。

師、是は満訓| の特産である。飛来するものなる故金網にて離間するより外はない。哲生

前に重油を撒布するとか、蝿取デ{ など〉云ひ得る範囲でないと言はれて居る。或人より

婆摘を飲めば果物の種子を出す如〈一口に一つや二つは蝿を出さねばならぬと聞かされて

満洲に於げる食物に劃する不愉快さを覚悟して居たのであっTこ。云ふ迄もなく住民の飲食

物を見るとf ' f i其話に似た趣はある蝿を拶11ひっ〉銀頭そ食ふ有様は、菟疫されたる健康なる

者か、然らすんば蝿は徽菌{ t > 侮帰せぬものかと疑ふより外はない始末である。我 k には耐

え難き範閣の仕事である、然し内地人の住む若し〈は活動する地域内には自然少い程度に
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掃除が行届いて居るのは嬉しいのである。 若 し内地と同様に雨があり 、i熱気が多〈て昆虫

の費生に趨合して居るならば猶々烈しい虫の襲撃ぞ受〈るものと想像せらる 、生iミ日は幸に

して乾燥せる宰気と氷結以下何度か になる土地とは程良〈調節するものと思はるる、而し

て満洲在住の役人の卓子には俳者の梯子と同様に血illi 叩きが備へられて居る のを商 白〈感す'

るのである 。扇子の代りに蝿叩きである のを? 満洲風景のー に加へ? こ L、ので ある。

家の窓は二重であって夏期は一方の障子を除き、金網障子に換へられて居る。夏の日中

の高温度には矢張窓を問げに方が涼 しい感じが する D きれば蝿の来襲を恐れて金網民障子

を用ゆるので ある。皐に家屋のみ に止らす' A車の窓 も同筆法に組立てられて居る。

燕 . 鳥 、:時 . 雀 さへ少い様である、雀の外は食物の閥係で黒色の豚の方が数多 〈讃ま る

〉のであるが、雀に 至つ ては其理由主?解鐸するに 苦 U o 一時もてはやされに鶏 も或小局部

に居る烏であらうと思はれる 。

奉天北陵の中庭は雑草の繁るに任しである 。其の叢中に、パツタも黄蝶も白蝶も亦青蛙

さへ居Tこの を見 1=。種類 と1肢が少 〈て絶滅 しに のではな い、 撫順公園に異様の芋虫の如き

珍 らしく見に のみで採集方法がなかっ? このを遺憾 とする 。兎に角蟻 も蜘l昧 も其他花に 集る

べき昆虫も少< ｾき が紺青である虫ｦｊ < 草叢の中は奇麗である。

瓜 田

見渡す慮、昆虫によって花粉の媒介さる〉植物は少いのである。果樹も徐り闘に入り刻i

い程度で、坊問販ぐ果賓の種類少な し 量 も少ないから推察するのである。共に反 し瓜の

多量なるは異様 に 思はれる。 瓜によって生前す る か と 疑はるる。是も 近 来は勾ｾト・定のが ｦ

置に運搬し- 消毒の上販賢を許きる〉のであると云ふが、性f ( は徒に繁雑な手教を、日本人

によって加lへ らる 〉と、 笑って居るに泣いない。

瓜畑は市街の近〈に栽培されて居る唐時代よ り前に 瓜凹に 履を 入れす・と 云ふ誇ある 如〈

昔 より今に 至 る迄. 渦初'1ですら絶へ十常食として居るのではあるまいか. 但し此溢り衣を

橋す樹木はないのである。

衣 服

満洲人は満洲服を着て居る 。吾々の所謂支那服 と栴するものと 匝別あるや否やは知ら れ

ないが. 衣服によって、満州| 人 fこるを明か に認識する事が出来る口 日本人は和服も、 洋服

も、亦支那服をも、便宜にまかせて着る。一 口に 云へば主義なく姿を整へて居る。珍ら し

いのを好むか. 動作に便なる矯 めにか、 恐ら 〈其問に答へる事出来ない程度に、無関心に

衣服を着て居る。但し日本婦人は停統的に氷結下何十度の時ですら、在来の衣装を鎚更せ

ぬとの事 、暖房の工合で耐へらる〉桜子である。而して満州人は階級に舷じて階級相膝一

様の地合、色合の衣服を着るらし〈若手; せらるる。婦人の姿を見る場合はなかっ? こが、漏掛|

へ輸出の織物は内地人の趣味に 合ふ詰め丈け と思はる〉のである。

料 理

料理を築養か ら論す・る様 になっては病 人が滋養食 をする の と盤、 りがな い口口に適するや
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否ゃを標準と矯さねばならぬ。由来口 の晴好を? 許するには自 分の 口を基準 とし. 古の趣味

の護建し居るや否やは問題でな い。稜遠の程此を計る事は素より難いが故 に、練習により

てわれ稜達せりと自惚るるのである コ

或人は露西国料理が世界ーにと云ひ、或人は支労11料理であると云ひ 、各共通を表はした

がるのである。素より共棋準は六ケ放し化療者は分析の紡* と云ふかも知れす¥栄養撃

者は泊化率から云ふかも如lれなし、。而1して各閣共同の最上級のものを比較せねばなるまい。

然るに各園民は祖先以来慣らされにる食物によって 、時代の経過と共に蛮達し来Tこつにも

のである。料理 と云ふ のは食物の域を超越し1=ものでな くてはな らぬ。割烹な る名高与を殻

達しに閣にのみ11' 1 ゐらる〉調理法である 。剖は日本料理の如し zp; は支那料理の如きが、

共蛮遣であると稿するが、鐙化が護逮でもなく種類の多いのや 、イカ モ ノの料理が護逮せ

りと云ふ のでは無論あるまし、。目、耳、』弘、古、口" 信等射的J止し得な〈ては料理の目的が

述: せられない。共れ故ーブJ から云へば共等諸官能力2等し〈護法して居る人のみの言l' し得る

純|到である。

満洲 に於ける 支芽[1料理は 日本人向引こ化し本来のl見とを失ったと稿する 、日本人のl噌好に

也する様になっ? このは日本人の漏出1に於ける勢力と、金力とが日目〈なっ? このを:意味し、吾

k の鹿賀すべき事件である 。食物で征服するは非常な如、味と云ひ得る 、乍併内地の料理が

翼米化し、 日本の汽車の食堂は車によっては日本料理がな いと 云ふ悲哀が控へて居るでは

ないか J

狛深〈考ふれば割烹と云ひ料理主云ふも外園輸入であって在来の日本の食物と思ふて居

るのが 、肢に間違である。味費は科嬰でない。各人同じでない D しかもー園人共通の云ひ

表はし難き l格好奇? 有するのは面白い貼であらねばならなし、 D 世間に食を好むものは多い。

叉味を好むものも少な〈ないが、只l床を知るも のは極めて鮮しと云ふべきである。

白 魚

奉天に於て白魚、の吸物が食膳にあった、味も形も亦期節も( t i 帥] と紘が速いものである。

大陸の魚は 11五大にして味叉大味と云はれて居る。周囲の越境と白; 魚を賞美するとは合致せ

ぬ次第 . X.@ii に似1= フライ、腕に似た テ ンプ ラ、何れも旅人の目を快ますに止るのみであ

る。此等の小魚、は Ijl鳥純江より氷と汽車の恩恵により旅!苫できへ使用するのであるが、米国

の牛肉や叉大正の好景策時代米園のアイ スク リームを食した 、内地入の如き感を起し? この

である。物債の高いのではな〈吾々の H併子が高からしむるのである。

支那料理に於て715の巣の疑物で満足すればーテ ーフソL が約三分のこの償でありと云ふ、

納叉内地入が支那料理は廉い服いと賞賛する矯め、 ｾｊ からさＧれば位 ｦ 直ないものと思はるる

かと 、主主、次不日正になったと云ふではないか。

奉天に往復共宿泊しにが 、先きのは鴻l場町と云ふ のであっ 1=0 Ｚｴ￯ｉｾ瓦也三階建 、 和洋折衷

で靴の健室に通十る、室には椅ヲーあり卓子あり 、共傍には上段の盤敷の室が附属 して居る白

星敷の箇所は寝韮でーあり叉食卓である .JW詳i二重生活を矯し得る室となって居るのである 、

しかも日本人のみに適する構 ｩｩ ｾ で あっ て見れば 、 宿泊料 の高 いのも無理はないのである。

味 噌
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ハル ピンは名古屋ホテル に泊 る、外観は煉瓦迭に して内部木造なる が、廊下は靴苦手の佳

なるは前の溶:1易館 と同様である。室は全〈挫敷で襖雪組らし盤の上に襖の傍に放熱維が 、

今は邪魔物 とさ れて手拭掛位に取扱はれて居る。水道は未r:: 設りら れする堀井戸 を使用 して

対る 3 此廃の71'<. は一種の茨酸泉様の味雪持ち不味ではな し、 。但 し茶 に入れ三四時間経過し

た ものは黒 イ ンキにな る傾向で有る 、水に注意すべ しと間て居? このは此ハル ピンで ある。

71' <. に就て猶商白 き話を去 に挿入 しよう と思ふ 3

現在満鎖直域内の市街は何れも上水を設けられて居る、只新京のみは急:褒展の痛め主に

於て不足し て 居 る、 満洲井戸を作れば水源の ｾｏＨＺ 乏はないとか云ふも Ｎ A l積居の程よさ 71'<. e  

見出し得るやを疑ふのである ｄ 一夜友人をｾホテルに訪問し＿このであるが 、 茶を＿飲み共残

りをwら〈して見ると普通の残伴以外茶色の沈澱物がある。友人日 〈、此沈i臥物が満洲 の

71'<.に溶解し居るが故に満洲人は黄土色の顔色を呈するのである し まさか共を民ともしな

いが話題 として記憶に止めんとする。閑話休題 、普;通満洲観察続行者の最後の地が此l沿附.

筑である。 地 闘を見る と此彪が渦・YHの中心に位する 、此奥地に 於て、東支畿道を も過 ぎに

此奥地に 於て、日 本酒も !沫ひ得らるる (翼手酒は棋 ビー ルの名僻であるが近〈に 慣地場がめ

るとか聞く〉狛叉此名古屋ホテルは八] 味l曾を三ナ|‘|よ り取寄せて此飯館の名物のー として

居ると云ふ。

ダ ン ス

ダンスは満洲に於て銭に行はれて居る。 日本人の矯めの市と 、露西亙人目的の と、 土地

に依って異るらしい っ荷物J ;r: t 僚の此等地方の冬期に於ては 、必要上生れ出Tこも の と推察し

得る。素より永久に信用を保? こんとするもの叉は冬期脱柴機閥として市民の矯めな どと 考

へられに結某でな し 一時的の博覧合場のカフ エー然? こる感じの するも のであっ fこo 恐ら

く建物の感じ、 内部の装飾の工合、或は叉ジャズが共感を深から しめにのでもあ るまい。

外界 と絶縁すれば室内の装飾によってのみ慰安は興へらる る。此貼から云へば、山紫水

明の地 ならば室内装飾は率ろな 〈もがなである。

茶儀は雲固 に盛に行は るるが茶室は風光明眉の土地 に多〈建て らるる。

博 物 館

奉天の博物館を見? こ哲宮殿であると云ふc所調族行者の見る見方を吾 k もしにのである。

其内の二室 lこは 、入り難かつに。其は蒜か大蒜かの臭気堪a え難レ矯め で、 床 に毛織物を

敷ける矯めか . 番人の鰭奥か、共{ t > 研むる事も出来ぬ程、近よ り粂ねたのであ る。差是図に

扶 〈べから 5 る強健剤 としても耐え難きは只吾猟りのみ ではなかっ?こ のである。支那人は

臭 い. 露西直人は金がな いと か近来の 日本人に劃する 、ダンサ ーの退陣 と思ふ は是か。

夏 草

満鍛*J 鱗 左 右 60 メー トルは高梁を蒔〈事{ t > 禁せ' られて居る。匪j域の隠れ場所ぞ少なか

らしめん矯めである。表にも雑草は生えて居る 、汽車中から花らしいものは野菊の類が見

出さ るるのみである。共他の畑中も全然草取りせするに牧盤を得 よ うとする のは無理らし〈

察 せ らるる。満洲の土地は施肥せす・とも盟鶴である と云は るるも其は皮想の感で 、働かね

ば百姓は牧獲が鮮ないに異ひなし、。面積院きが矯めに量多いの と見 るが遁堂の観察ではめ

るまいか 、草取りと云ふ事は畠以外には無釜の事 と知られて居 るに違いな い。共れ故 にJ雨

天北陵の苑 と謂ひ 、大成殿の 中庭に於ても 、亦博物館に於 ても、 車延々 として石壇によ っ

てのみ歩み得 るのである。 時侵珠履跡、 不使玉階 iすとは古より の習慣 と見るべき か。( 了〉
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建 築 法 規 関 ず る 質 疑 慮 答 欄

l態 答 本 曾 法 制 委 員

問 賛助員 本 島 it t  夫

大 阪 府建築取締規l ! ll第六十二僚に依る下記|胡示の揚合の取扱ひに就いて御教示を乞 ふ。

λ . B. 敷 地 所 有者 同 一人に して今 ( B) 建物新築に際し A. B 建 物ntJ 距離三尺を必要と しますか。

ｾ＠
長a

A .  ｂＮ 共 建築主は同一人 です。 もし三尺の ｾｧ 出 ｦｦ 絶封必要 と な れば ａ 建物の ｉ｜ ｈ ｻｾ と し て三戸主主に申請 ｩ

すれば好いでせうけれど. . ..

問 2  

大阪府建築取締規則第六十 二僚 に1/< る I'" fl心li:; I.; )ミの場 合J: U1.1  Iよー l 六J : Uとして JI.<紋 ひ を吃 け末 jーか。

品ｾエ ｾ Ｇ ｦｩｌ

問 3  

施行令第三 僚の二の第四彼 のj抑料 に 就いて下記 の場合御教示を乞」、。

(イ 〉 大正十四年五月一日米指定地 域の指定を受けｾｅＡｴ Ｎ 時 原動機 四十 ｽ ＺｾＱ ｊ iを使用共後}J ;f 動機を増加1un 

和七年二 月一 日現在 では 昔，.九十 j必力をi i t ! 川r J t o

8 3  X I  



( ロ〉 大正十四 年 而月一日米指定地域の指定を受 けs '・時原動機五十 馬力を使用、其後一部慶1 1 : し昭和

七年二 月一 日現在 で は二十馬力を使用中 。

以上の揚合( . ! l 1 加すべき馬力数 は現 Yr: 地に建築 する ζ とを得ざるに至りたる際常時使用す る馬力合計

数を超過せ ざ ること〉 の数字 は何虞に基準を泣きますか。

生

ロ

X I  8 4  

問 第 1 は大阪府令建築取締焼 l!I J第六十二僚は

木 造長屋ノ、間口十五問 7 趨ユノル コト ヲ待ス

木造長尾ノ雨端ノ、慮七二尺以上 〈垂直 ニiJ lUノι ) =-主主スノι 石、燦 光 、「 コy クリー ト」又ノ、磁筋「 コン

ク リート」 ヲ 以テ巡Ｑｩｾ ］Ｍ格造シタノ ι 防火ｦＮｴＺ ト ｾス コ ト ア 要ス但シ ｦ 也 ノ建 物トノ問 ユ三尺以上ノ 距 離

ヲ保有 スノι トキノ、 此 ノ限 リ= 在ラス

前 Ｚ 頃 ｦ 旦番ノ距離ノ、隣地 ト所有者 ヲ当 日ｾ ］ＮＮス ル揚合ニ 於テ ノ、境界線ヨ リ Ｍ Ｍ Ｉｻ五、 ｌ 迄］減 ス ノ ｌ コト ヲ符

第二羽ノ距由 ｈｬ ノ、慾物外側ｉｪ情ｾ =- 於 テ之 7 測ti J : ス

とあ ります。 ζ の僚 交 を見れば或 は御 質問の ( A ) ( B) 雨tt 物聞に 3 凡の 距離 を必要するかとも 一路

は考へ られま すが 、大 阪府での現在 のW! 将 と しまして は、取締規則l第七僚 の長屋にして数練l i i ' H妥して

建設する場合 総no口 15 rro をi也へ ざると きは 3 尺の距離を 有せ ざる も支障なしと 云ふととになって魁

P ます。

依 っ て 御 質問! の第 1 の場合同m物 にその 間隔 を加へたる粉、間 口が 15 問未満でありますから 3 尺の距

離は必要 あ りませ ん 、 只 既設 の Ｒ 戸建 長屋の 中 で 今回 ｩｬｬ 築の もの に接する ｬ 戸 の採光 、 ｾ地空宇 は 市 街

地建築物法断定の韮; を有効に 保持しな ければな らな いこ とは岱然 の ζ とで はありますが御注意激 しま

す次に 問 第 2 に就て は取締規J l I J第 六十二依 第一到の間口 は御示しの闘だけでは明限 に御答へも 出来

ません 、例へば 3 戸建とあ ります が、 その 3 戸 の間口 が各々 どんなになって居るかに依って 色々な揚

合を考へ られ ます ので具他 的な平面凶を 御 示し願 ひた い と思ひます。最後に 閃m3 であり ますが 、

ζ の施行令第三 僚のこの第 四鋭 と云」、のは

工場 ノ常時 使 用 スル原動機馬 力数 7 増加 スノι 場 合 = 於テ帯主力日スペキ馬力数ノ、現在地= 建築ス ノレ コ ト

ア符ザ ル ユ奈 リタノι 際 常時使用ス ノレ馬力合計数 7 超 過セサルコト 但 シ行政官民土地ノ; 伏 況、 卒 業 /

種 類、作業方法叉 ノ、建築物ノ構造設備ニイt< y 特 = 支障ナシ ト認、ムルモ ノノ、此 / 限ニ在ラス

5とその令第 三僚ノ二 の本 文は

前三保ノ規定又ノ、市街地位築 物法第四後第二五1ノ規定 = 依 リ現在地= 建築スノレコト ヲ得サノι 種類二

腐 スル 建築 物ノ、現 在 地 ］ 主 ｴｴ 祭 λ ル コト ヲ 待 サ ル ］ 五 リタル日ヨリ ー ｬ 年間 ヲ 限リ行政 Ｇ ｉｾ ・ 聡ノ許可ヲ受

ケ 定 員 包 各ｾＩ ， ｾ = - 規定スル制限 内 =-1玲テJ曾築 、改築 、N築 叉ノ、用主主ノ努更ヲ銭スコ トヲ妨ケス

であ ります 、依って先 づ

( イ〉の 場合の工場 は大 I E 14年 5 月 l 日に地域循定 の際原動機 馬力教によ P 不通絡となったもので、昭

和 Ｗ 年 Ｒ 月 ｩ 日 の 勅 令 官ｾｬｅ の際 に ＹＰ }:! } 1J を使}I] 中であれば不 通i怖の縫績であ P ますか ら第四械にあ

る「現 在地= - ｩｬｬ ｾ たスル コト ヲ 符 サ ノ ι ］ 主 リ ｆ ル 際 」 は 大 ｔｅＱＴ 年 Ｕ 月 ｬ 日であり ＴＰ }お1J を超過しな い

純脳、 つ まり合計 80 ｽ ｊｾ カ までし か 言 Ｑ Ｚ ｩｩ ｊ され ませ ん。既 ｬ 亡 のｽ ｊＡ， 1J  a: 佼 JIJ 中で あり ますか ら結 局 今 後

の原 動 機 ｽｾ Ｑｊ 数の ｪ ｦ｟Ｑ加 は 出来な い 課 で・あ世 ま す。

次に〈 ロ〉 の場合 、 ζ れ はやは り大 正 14年 5 月 l 日にはお力数 により 不通絡工場でありましたが 、施

行 令 第 三 保第一羽の改 正 ｬ 亡依 り米崎定地ｾ は ＵＰ 馬 力迄支障な い ζ と にな ｐ ま し た か ら 昭 和 Ｗ 年 Ｒ 月

1 日にbきでは 不通特 工場 でなく最早;自給工場 となったも のであり従って令第三保ノ ニの適用 はありま

せ ん 、只 前 犯のll';: i Eに よ り 50 馬力までは 使 用出来ま すか ら、現 在 20 馬力を使用中であれば滋然合

計 50 馬 力迄 は扮力11 出来 るとと は rl1す までも あ りません。( 以 上大阪 府建築課 査閲済〉

御 質問 は毎月第 二7 M怨日 主主に到着の分は 翌月 一日 附主主行の誌上に て御答へ致します。( 係委員 J
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主 記 阪 口 鳥 井 1 ' 1'野 主 計 滞 。曾 員

清水八木編 ｾｉｦ ガ ｲＱＴ 忽永ｾ窓君 ｦｬｬｩ 匿 Ｚｨ 佼［ ｔｨ Ｒ ノ ＱＰＴＶ ( 長 谷部竹腰正I l :

議 事 1 1kh合出品住宅島王闘に1曾植の件 ・ 築事務所〕

ｬ 混 凝 ニ ヒ骨材試験 ｭ 摂 ｉ ｉ Ｇ ［ ｾ ［ｕに測し 問 合せ Ｎ 同 ( 地方在住〉

のf牛

l 合 員; 詮衡

村上 自¥1- 11 稲 井l採敦賀町東洋内

特別賛助員

報 告 ｬ 秋季大合説 日 本東部見尋 ｾＱｩ 長行 に 闘 す る 西 岡 E征夫 4T Ｉｉ ｛ｲｾ 北讃 Ｓ ノ Ｑ Ｓ 杉 本 製作所 ｴ ｬＺｬＡｬｦｴｅｲｲ

件 梁 滞1 'l"5:{¥・ 凶 宮 市今 津町剖l 風70

l 建築製合主催;持初合 の件

l 建築材料陳列揚の件

':;'; 1'時 ｦ， Ｚ Ｉｾ 郎君 :1ヒ区梅 岡阪紳念行句鍛株式令市l 地

所課長

1 瑞光{ 主宅博覧合の科

声 同

吊 務 曾

普通貨助員

合我1 m 幸雄君東成区南中道町 1，53

長 谷川氏雄君 ｾ北市御成町 Ｕ ， ＹＳ

時

F斤

昭和B年 10月24日午 後6時 一8時

本i U合別' 告

米ヌドイ'1，: 一見11刃・ 岸和田市別所町天草'1
1
英 ci 也n1 ｾ ￬Ｍ ｬｬｩ＠

築事務所〉

出席者到 ｺ ｴ ｾ 片岡 池 ｦｬ ｬ 竹腰

松ｾ 主 記 阪 口 鳥 井

ＡｾＺｩ ｉ ｊ 手役、政 ｩ 竹見秋日ＩＩＢＱ Ｑ 此花区酉 島町 224 ( 株式令 川l"i J: b  

製作所〉

丹 藤 1* !Jl} 

Ｇｩ ｪ Ｍ ｾ Ｇ τ 七 ｬ 河 主音1・ 古li r，¥i* 
紛糾今林 ， ｾｘ 木 信太 ｊＩｉ｜ Ｂｉ Ｇ｜Ｇ 京都市 F 京区東川院 iffi ，'1i，イ泉ドル

高橋 新名

議 事 1  1' <1:線管〈銅製) 2士官級官接手の士J.! 絡 統 一

に関する意見回答の{ 乍

1  ｲ 混凝土 Ｇｲｴ 科試験 ｭｾ ＺＺｲ［ ｩｖ ［ ｾｾｩｊＧ 亡闘 す る 窓 ｩ 曾 員

( 建築訪従業〕

退 曾 者

見凶答の件 ! 井 上 絞- ;IT 西国 義雄君

ｬ 建築工事の施工諸ｴｉＮ改ｾき案に闘する Ｑ Ｇ Ｑ Ｇ 同 〔地方在住〉

1  r建築と枇合 J II WI' fl 9 年度用表紙懸賞募 岩谷 似彦君

mに闘する件 I 特別賛助員

1  r絞喜望校建築岡J . s J 刊行に闘す る件 ! 安併 殺叫t"l l

1  r市街地建築物法令J 第 3 版刊行に闘す i 普通貨助員

る件 Y G  自¥r 'tll 宥

1 令只念衡

報 告 l 懸賞募集大阪市 の「シピック セ ' / ! J

ー」計m理想家特査報告

l 秋季大合2え; [ 部見撃に 付報 告

1  r建築と枇合 J 11. 12月爾 月披鼓行 音|笠

に付報告
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( 昭和八年)

幹 事 溢 谷 五 郎

委 員 伊 東 恒 治

問 芝 田 知 1 f i :

同 鈴 木 忠 3 i 郎

同 高 木 太 作

同 永 告 書 毅 一

同 姫 野 武

岡 山 本 春 水

機 首 常 務 官 土 問 重 一

員日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委

材 料 餐 員 曾

委 員 長 須 川 廉 太 郎

幹 事 小 西 一 良

委 員 児 玉 氏 太 郎

同 白 川 雄 一

岡 高 岡 奥 三 吉

岡 高 松 平 太 郎

同 橋 本 勉

岡 松 久 保 敬 三

同 道 田 泰 治 良I1

向 山 中 茂 一

鎗' i 1 i ・常務阪口芳三郎

牧 野 忠

松 井 清 之 助

靖 国 務

八 木 感 二

呼 子 正

[ 建築 と枇曾」編輯部員

同

同

悶

悶

同

夫

三

一

道

武

領

時

叫

克

正

信

名

畑

藤

多

悶

編斡部員新

問 来

問 内

岡 本

間 吉

「建築撃研究」編輯曾

伊 東 tl ! 治

高 橋 祭 治

竹 ｾ＠ 11l! 主主

瓶 潔 良 弓

棚 橋 諒

藤 井 厚 二

八 木 清 之 島IJ

吉 田 信 武

災害強度蚕員曾

中 揮 誠 一 郎

落 藤 藤 吉

青 柳 良 明1:

，m回 t互

依 野 後 三

篠 原 太 郎

谷 隆 夫

鳥 井 拾 三

波 江 悌 夫

中 島 智 客

三 浦 術 史

山 岡 芳 雄

矢 田 餓 厳

渡 部 圭 吾

員委

同

同

問

問

問

問

向

委員長

幹 事

委 員

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

委 員 長 松 室 重 光

幹 事 加 藤 義 吉

幹 事 北 垣 熊 之 介

委 員 伊 藤 和 夫

同 岩 本 良 人

同 作 間 日 出 生

同 新 名 額 夫

同 城 主主 三 郎

同 松 浦 松 之 助

問 吉 田 信 武

携 賞 常 務 鳥 井 信

員

都市計重委員曾

委

般 備 軍E 員 曾

安員長 ノj 、 笠 原 館

幹 事 阿 部 顧 則

幹 事 松 井 清 之 助

委 員 伊 東 宗 太 郎

同 小 川 陽 吉

岡 岡 図 孝 男

問 中 山 祭 太 郎

同 長谷川 俊 弘

同 椅 信

同 村 岡 小 一

緒 蛍 常 務 鴻 ・ 英 之 助

住 宅 雲 員 曾

葛 野 枇 一 郎

ｩ 蚕制ｾ員曾

委 員 長 浄 田 敏 雄

幹 事 三E 置 豊 次 郎

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 秋 田 喜 代 治

問 石 川 克 三

同 楠 淑 徹

同 工 藤 祭 治 郎

岡 武 田 総 一

同 徳 政 命 吾

同 内 滋 亮 一

機2古 常 務 今 林 彦 太 郎

委員長

教 化 委 員 曾

古 宇 悶 貸

酒 井 勇 三 郎

委員長

幹 事

J t 岡 安

池 田 1宝

竹 腰 健主主

徳 政 命 吾

松 室 lIX 光

阪 口 芳 三 良I1

鳥 井 信

丹 藤 良 雄

f宇 野 貞 三

富 士 岡 重 一

浦 英 之 助

清 水 策 二

八 木 虚 二

今 林 彦 太 郎

新 名 宥i 夫

高 橋 祭 治

中 村 義 雄

秋 田 喜 代 治

井 上 縞 議

石 川 寛 三

今 林 彦 太 郎

池 田 1宝

岩 崎 甚 太 郎

浦 英 之 助

大 原 芳 知

岡 田 孝 男

岡 部 綴 貝IJ

岡 本 新 次 郎

務 藤 藤 吉

川 口 ー ニ

河 合 貞 一 良11

f可 盛 盆 太 郎

片 岡 安

小 西 一 良

阪 口 芳 三 郎

作 間 日 出 生

新 名 積 夫

清 水 祭 ニ

末 湾 周 次

鈴 木 末 尾

竹 綬 健 誌を

高 岡 興 三 吉

高 精 築 治

高 松 平 太 郎

鳥 井 信

中 告 書 誠 一 郎

中 村 義 雄

中 山 祭 太 郎

永 津 毅 一

丹 藤 良 雄

伴 野 貞 三

富 士岡 重 一

藤 井 厚 ニ

藤 本 賢 太 郎

員

量士周

法 人

役

長

長

長

官

申

古

暗

記

記

記

記

記

計

計

計

鱗

斡

斡

斡

員

岳

町

合

議

合

開

削

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

編

編

日
制

旧

制

許

悶

悶

悶

悶

同

同

同

同

同

問

問

問

問

問

問

問

同

同

問

問

問

問

問

同

問

問

同

同

同

同

同

問

問

問

問

問
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建築曾官官委員曾

委 員 長 安 井 武 雄

幹 事 徳 政 合 否

幹 事 谷 民 議

幹 事 飯 高 遠 夫

委 員 大 林 賢 四 郎

同 阪 弁 米 吉

岡 鈴 木 末 尾

向 竹 腰 健 諮

問 波 江 悌 夫

同 松 家 重 光

同 森 ・ 本 藤 吉

向 山 脇 友 三 郎

掬常 常 務 阪 口 芳三郎

岡 下言士岡強 ー

伊 東 宗 太 郎

ｾ足保衛
河 村 新

久 回 見 治 lj!

見 3<[ s( 太 郎

白 石 致 事 男

中 村 義 雄

rl" 111 祭 太 郎

へ 木 盛 二

111 '1'  J主

( 以上関西商工( l ! 1J)

阿 部 類) l l ]

木 内 定 鍬

竹 中 長

ｾ木正一

村 一lム 微 ー

( 以上得、島工業側〉

幹 事浅 野ｾ厳
幹 事 司 書 山 新 卒

委 員 赤 松 修

同 小 川 安 一 郎

同 河 盛 主 皇 太 郎

同 篠 崎 俊 二

問 中 村 源 太 郎

岡 松 本 儀 八

同 南 信

携 営 常 務 中 村 義 雄

住宅簿聖書務整理

委員曾

委 員 長 武 田 五 一

刷 委 員 長 英 野 批 一 郎

副 委 員 長 安 井 武 雄

委 員 今 林 彦 太 郎

同 小 川 安 一 良1¥

同 芝 回 知 意

向 坪 井 誠 一

同 徳 政 命 吾

同 古書量 E 治

同 村 野 藤 吾

同 時 富 山 新 卒

住宅情野償委員曾

銅

郎

介

二

郎

一

一

之

衆

太

正

原

枇

熊

燦

笠

野

垣

崎

川

木

小

官

制

北

篠

須

藤

阪和上野芝住宅博

残務盤理蚕員曾

委

委

委

委

委

委

E緒光住宅担草委員曾

委 員 長 武 回 五 一

副委員長 ｾ野批 一 郎

幹 事 小 西 一 良

幹 事 佐 藤 正 次 郎

幹 事 総 谷 五 郎

幹 事 古 塚 正 治

幹 事 松 本 儀 八

委 員 井 上 商 議

委 員 木 村 寛 一

同 白 石 登 客 男

同 芝 田 知 重

岡 鈴 木 末 尾

阿 波 江 悌 夫

携1 i ' i ・常務清水祭 ニ

同 伴 野 貞 三

同 寓土問1 i i ー

百貨庖建築委員曾

養 員 長 安 井 主 主 雄

幹 事 務 藤 藤 吉

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 青 柳 貞 11t

問 阿 部 額 則

同 黒 岡 茂

同 三E 置 豊 次 郎

同 古 書 家 正 治

同 村 野 E事 者

間 渡 部 圭 吾

機 常 常 務 今 林 彦 太 郎

[1，]  1' .1' 里子 貞 三

曾 員 委 員 曾

抑

叫

郎

郎

郎

士

口

二

愈

郎

郎

郎

一

八

治

大

三

三

久

一

定

三

五

一

命

一

儀

長

岡

彦

友

谷

勇

誠

阿

字

林

倉

脇

閉

口

問

弁

谷

津

士

本

本

古

今

大

山

池

川

筒

洞

訟

中

訴

松

{

前

委員長

幹 事

同

問

委

同

同

同

問

問

問

問

問

員

委 員 長 池 悶 ｾ＠

削 委 員 長 安 井 武1維

委 員 浦 英 之 助

問 北 垣 熊 之 介

同 佐 藤 松 太 郎

同 有 富 山 新 卒

見 畢 委 員 曾

委 員 長 松 室 重 光

幹 事 大 原 芳 知

幹 事 久 保 回 廉

幹 事 小 西 一 良

幹 事 三 木 来 三

幹 事 森 本 藤 吉

委 員 加 藤 誠 二

同 設 祭 貞 錐

問 樋 口 辰 太 郎

挽 営 常 務 丹 E奈 良 雄

世

一

一

茂

吉

保

郎

主

円

分 ね 蚕 員

貞

新

究

員

員

員

員

員

員
青 柳

柳 谷

木 村

m. FI1 

強 路 惣

中 尾

rl .' 西 六

村 里 子 藤

( 以上早大側〉

阪和上野芝住宅樽

評慣委員曾

小 笠 原 鈎

:It 垣 熊 之 介

篠 崎 費 量 二

須 川 煉 った良1¥

場 山 新 平

安 井 武 対t;

8 7  X I  

貝委

同

同

同

同

同

出 版 委 員 曾

委 員 長 蔵 弁 厚 ニ

委 員 石 川 純 一 郎

同 落 藤 藤 吉

岡 新 名 種 夫

同 篠 原 太 郎

同 総 湾 民 弓

問 中 西 六 郎

同 古 塚 疋 治

岡 村 野 藤 吾

悶 南 信

機" " . 常務 高 橋 祭 治

IlIi 英 之 助

小 笠 原 鈎

黒 海 研

羽 藤 武

末 津 周 次

高 岡 奥 三 芋T

ｩＱｊＡ回ｾ

徳 政 令 吾

友 国 務

中 村 昌 三

藤 村 武

( 以上工撃院1111))

井 上 問 滋

石 川 究 三



建 倶 部築

| 倶楽部案内|

開 館 時 間 午 前 9 時よ り午 後 9 時 j与、但特別 の

場 合 には延長致します。

娯 祭 殿 備 囲碁 、勝 棋、1J';(i袋 、 コリ ン ト・ゲ ー

ム等

園 書 各 新 聞官報知約二十和 、引1誌類六十

科 Ｚ 其他 の悶ｾ ＡｲＭ も多数世 ｉ￬ へ て あ ｐ ま す

掻
球 5 階 の朝日 クラ プの京忍が簡 単 l'こも!'_

月さ れます。御希望の方は受付 よ り

入 努券を 持 ｾさ れ ｬ 乏し。

理 髪 Ｕ 階 の阪 ［ ＺｊｉＺ刻 ｜ ｾｊ 苫と特 約して本 クラ

7 ・の -.- .- 9 侃 JIJ ;者には特別割引 があ

ります。

! 諸 研 究 曾 |

園 碁

本 本 二 段 毎週 二U 1J 1午後よ り9 時まで

南 書

太 田 先 生 毎 月 第 1 1fi 3 火 限 午後 6 時 よ

P 。

俳 句

月斗先 生 毎月i:fi 1  tl'; 3 木傾 午後 6 時 よ

り。

骨 相

砂 川先 生 毎月第 2 1fi 4 木曜午後 6 時 よ

P 。

官事 幽 籾 1止流松下先生 毎週火限日 夜 ( 稽

古 場は曾根崎i ? t 舞場者n

長 唄

杵 屋和洋次郎 毎 週 2 問 、近 く開始の珠

定〈稽古接選定中 〕

| 十一月カレンダー l

2 日 木 俳句研究合

計 日 土 図 碁 研 究 合

ｾ Ｎ＠

7 日 火 |南錦 、対1M

X' 88 

業 室

! 日 ゴ・ 悶碁究E汗合

14 日 火 務的研究合

16日 木 俳 句研究 舎

18日 土 問築研究舎

2 1日 火 南部 、務 的

25 日 土 岡恭研究舎

28日 火 策 的研究舎

| 十月の催事|

十 月七日 の伊丹P l f 東 洋 リノ リウム工場 見拶 J士官

塚 線Ifi J合 I:J: 、折 悪 しく 雨天で あ P ま した が、参

加せ られし合員は 40除名定刻工場寺 西 常務 よ り

リノ H ウムに就 き 有 径な る御設 明 を総告 、 11時

30分迄各工場を懇切 な る御案内と御説明に よP

見棋 を了 L 、問枇階上 に於て中食の御接 待に預

ｐ 、 一同満足 裡 に Ｑ Ｒ 時 牛 肉 工 場を 禽 ｾ し特別仕 立

のパ スにて費探迄 雨中 の秋色を勝しつ L 、午 後

l  時 今大 劇 場 着直 に 籾創 をな し 、 午後 Ｕ 後 ｌ ｉ ミ ｾ

合棋 に 無務終了解散。 一 向は三 々3主々 入裕 l亡食

事 に亦 は苦' f. t包泉 に遊ぶ者共他思 ひ恩ひ の行if!! )に

移 りました。

'6}' ・日 寺西 常務の御設 明中リ ノ リウム原料の 内

アマ = ユ ムf由の偉大な る効 力、耐久力 、防熱 、

殺 前Jえ此!京 f由が日 本 国 有 ( 昔の 名物 た りし 伊 勢

の火 の用 心、煙草入れ の原料即ち 此 のt由の起i原の

肉〉であ りしを、反 って 外 人に研究滋見されて

池徐入せし事宇 、大震 災食 時 の耐熱の 貨物 半 、

或 は保 存ートーリノ リウム f由を塗布する要な し 71<

掃き が有効にて f由は特別 の ヨゴ レを取 るも のな

ど誠 に主主する 民主多 〈、舎員 の 内より 百 悶 は一見

l'こ如 かず の悦びを 受 け ました事を主催者として

賎しく 感じま した。

此機合 に特 に同工場 及営 日御 配慮賜 P し寺 西

加藤爾常務、タト御 一 同 1'': 釣し深 甚の謝怠を表 し

ます。

f勾此11凶Eは 日曜 日は同工場 が休み の銭め 、官余

儀 な〈 土腕 に しまして 他 の希望者 l亡御 不1滞を 奥

へ た ｉ ｬ ｾ をお詑 申 します 、 と 何時 に 雨 天 の中 にも

不J句出 席せら れた熱心な方に '1:1' L jIfjl也 市し ます



室部業イ具築建
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あきやけ の野 にま草へ た り秋の 山

犯 を停 め て 暫 し挑め つ秋 の 山

秋 山 に除して雲 の走 りけ り

長 き夜 を主主にゆづらぬ 熱論 故

ケ ープノレの 下 り 恐 ろ し秋 の 山

膝の上の車k: 11'J 扮 」、夜長故

よ〈 似 たる 足 普Y向、 えて 夜 長 故・

雨 1<ζ ぬ る L 椅 の燈 l亡夜長 i¥t:

-11あの滋 頂 上へ;('* の山

などて1止の 勝、然たり や IYJ 治節

月l /.ml i稿

加日昇・米菊を lti ず るIVJ 治的

と と多〈な るにつけ て も 明 治節

l明治節 ひ と P 日本 の ものなら ず

渦 闘の菊に 朝日 干 明 治節

明治節明 治 のill 医花 々ぞ

!リ] 治信i図 た み 菊 に 服 従 め よ や

日月 と輝 〈との 日明 治節

| 舎員の聾|

1. 工 場 見 怒 は 非 常 に 有 益賛成なるも 、 II IIal 以外

籾よ り1mさる L は却J 人に は参 加 出来 ず、 なる

べ 〈 土 随 の 午 後 を 希 望 し ま す

2. 米 民主的 な 起昧 の 令 合 を 作 つ ては如 何 、例 へ ば

ｉｾｬｬ 畿の ｾｮ き

3.  . f 寸料商応として 倶楽部に加入し} 苫員又 は最上只

が Ｑｊｴ ｾ ｾ さ日 ｾｉ 貝 の 虫 ｮ < 入朱 す る は 如何かと存じ{侯

令 制: なり 肉応 の 加 入 が あるや否や存じ rll さず

侠 へ 共 析 し あ れ ば代 表 者 の み倶 楽 部民 と し て

]反故 」、必要有 之 侠

4. 工 場 見233等 は 誠 に 結 構 な 思 付 と思』、* ，て倶 楽

ＱＧＨ Ｑ Ｑ ｾ を徐リキ ｉ ｊｦ ｦｪ せな い 人法に は 伶更 だ と思 ひ

ます

5.  ( 防普装置完金の沿話室 の設備 を願ひ&: いで

す ) < ら ぷの匂話を利用〈砲、f目か〉し て 尚j以づ|

をせら る L 方 の あ りますのは戎芯味 にて は 、

くらぶ3夜祭の 凶をな すべ 〈 結構 の と とか も知l

れ ませ んが時と して は何事 か大 連事叱 呼 先ブJ を

Ｉ Ｎ￯ｾ＠ ｾ或 は 管促之れ 台、 に 或 は 手 配の 不 結 果 を ｈ じ

Il'{; する令 他の 〈らぶ良の存在を無視すると と

然も 相 Ｇ ［Ｚ ｲ 長 時 ＯＺＺ ｊ に ￆ 断豊 ｾｬｵ Ｏ に Ｑ えぶ時 あ る を ｪ 必

々伏 見しま す Ｑｾ に 手・ 内不 倫 ↑た の主 主 Ｅに泌 さ る

込 と とを避 け たいと存じま す

:!t-

地

所

柿

洞

子

治

脱

岡

山

肌

同

静

北

花

初

栄

石

報|

コリントゲーム

前披 紹介 のii ! i ! J - 去は適役御 M' 受下 さ る方を

お待 ち してゐま す。

南書研究舎員を募る

il1Wi の終 古1 1 Mめると なかな かに!球 のあるも

のです が、一寸入り 0!1foぃ様に思わ れ勝て冒す。

併し始め て見 ます とそん なもの で はな〈然主将

に 出来る ものでナ。

此際初 心 の方の 御 入門を数迎 します。ど しど

し御 中山 あ ら ん ｉ ｾ を。

骨中目訴究曾員を募る

第一1羽生は十 月を以 てめで j友終了 、熱 心 な人

lよお板 を偶 げ様 かと - !lItの先 生鋲取の 人も あ

りま す。

第二 回総脅舎を開始いたします。 人の相を凡

る と云』、より は人 を採 用する場合の泊不迎、

主主:ゃ嫁の幸不幸自己の修援に 、』長立に商取引

に病気の有 無、財 の集散災厄 に、其他世 帯人

t'，!i 前端を知る 司王が 1も一年に して而 も低; Wt なる

合!i ! ( で修得する事が出 来 ます。 御希 望 の方は

此際至会: 御 rl'[ 品下さい。

クラブ簸張の事

プラ y 其 他が 大草壁遮 くなりましたが十一 月 l ド

には愈々 諸手の事になり ま した完成の 口 をお

待 ち下さい 。

俳 句 曾

十 月、中の九日定例句合 は同人肩上よ りも月村

袋 井、方 樹、石蝋の務先輩合せら れ、 亦ー ニ

ｾｉｾ 人の方も研究員に加わ ら れ大 型き ｵ 反か であり

ました。

秋漸く深 〈告J 舎に! J . i き候 とな りま した。 此隙

初心、者の御如l入を希望 しま す。

官t 日附の 選句 を列記します 。

月 斗塁E

ｊ 毛 聖 夜の 恭 盤 を ｩｬｬｩ ， ｜ ｾ廊 ｉ ｃ 故

長 者司X. "'1" 心耳 を前に あつ めゐる

秋の 山 へirt l を買 うて艮り け り

いj の菊知!の菊ゃ !lI J治街j

3旨の荒せ しin干秋の 山

村j

キf

方

向

同

月

間

，

雑



編 輯 後 記

口朝主主に初請に Tごんにん深まり主主〈秋、自

然の織りなす工作はその錦繍を繰りひろげ

てくれる . 非常時にも矢張秋は闘に、菊も 繋

ってゐる 、我等の好きな 明治節もす ぐ!司近

日本月は満洲建築披です、 j術洲園も開闘二

年 . J l ゆる聖占に於て提り いの 日湖、閲心の

多事彼我の交渉、その中に建築方面の提り

い握手こそ我等の任務、そして建築を主 と

して最近の満洲の事情を紹介しに のが本蹴

である 。今後も機含める毎に斯う云つに特

輯を出す積 りに。

口松室氏のi記事は同氏が附舎建築大舎へ本

舎を代表し、叉かつ て数年間彼地へ在任さ

れにこと等から 、大舎の模4葉、旅行記の徴

に入り細を苦手つ此人にして初めて省 き得 る

大文字であらう . その遠大なる抱負、熱烈

なる意見等章中随彪に見る 、 まことに愉快

である 。

口岡氏は満洲建築協舎の舎長で その工業修

民論は内地建築閥係者に反省、三思を促すも

ので、同氏の組園建築家を憶ふ質に我意を

得? こる大論文である。

口村閏氏の満悦|の建築史に就て治議の深い

ことは芯に l佐々を要せな い. i繭o'¥' l古建築の

ｩＮｊｫ明 、 その懇切なる併設は氏 の誇 ｼ事さをｾ Ｚ ｊＱ

b諸 1
J

j の必説 を笠u 、なlまJ前例|著名建築グ

ラフに就てはその選定 、解説など特に同氏

ｾｾ ｊ Ｇｩし Ｑ Ｚ ことに 封し深謝す。

口/J、呉氏は満洲土木建築業協舎の常務理事

で彼地業界に明るい人である . その業界の

現状を|リj快且つ親切に辿べられに貼J1'JJ也宝

築家は勿論業者の多大の参考となり 、指針

制 90

ともなら う。

亡永瀬氏は満洲見 ｾｾｾ に参 Ｉｊ ｉｉ し視し〈質地見

I却をした人で その こ〈 明な制察官巴に敬意を

表す。

口新京 に於げる新建築を出来るにけ 多 〈紹

介する筈で 、相賀粂介氏に その潟員 、園面i

計葺築等を依頼し既に承諾を得てゐ? こので

あるが 、如何せん逮地のこと殊には同氏忽

忙の折柄、締切を過ぎて待ってゐ 1: がま に

到着せないので次 月蹴に割愛 し仁 、こ の却i

特に相賀氏の諒解ーを得? こい。

口別項舎告の通近 < r倒壊校建築闘集」 と

「市街地建築物・法令」と を刊行する筈ーであ

る。前者は前月本誌で蛮差是外の資料を も極

め 40 校絵を整理編纂しに約 200 頁の もの

で、後者は好評を受け: 忽ち二)況 を寅切った

ものを更に三度版を重ぬるも ので、雨: X' と

も充分なる自 信ーを以て諸; g- へお臨めす る。

口 昨年休んに本 誌表 紙 の懸賞ｾ 本年募集す

る。規定は犬惜例年の通であ るが( 規定は

日 ｉｊ 項登表〉今回は特に背の意匠ｾ含め 、 ｬＮｴｩ ｦ

募者の資格を本協合員に限定し仁 、合員諸

片の盛な る 腔募ｾ望む 。

口 きる 15 日から 3 日間にE って行れに秋季

大舎を粂1: 記念東部( 東京ブJ 商) 見取 )n. (行は

参加者60名と云ふ文字通り大悲して 上京 し

七、それにり建築製舎へは迷惑をかりにか

りでしに、 しかし事舎の懇 切を極め? こるプ

ログラ ムによって無事愉快に師阪し得仁 、

建築製舎 の多大な る ｬ 厚意 を ｾ ［ｾｹｾ んでー高謝す 。

口34cl 戒は本合'j 古説委員舎の報告を描1ほして

本年の終蹴 とする 致定である。 ( 騰取)



本 誌 、 執 筆 者 紹 介

同 大

路 氏 エｧ［Ｎ ｾ士 東京俗図大原建築事校卒業
南湖工業専門製校々長、満洲建築協含合長

小 黒 隆 太 郎 氏
渦 扮 | 土 木 建 築 業 協 合 常 務 理 事

永 瀬 狂 = 氏 京工J都修士東京帝園大島建券;.@;μ4科卒業、京都工伊r校校長

一 高等工事JeJ校講f : ll i

内

藤 太 良 陸工与1)'[さ士東京帝国大隈建築科卒業

日 氏 技師、| 煙車省経理局勤務

松 室 重 光 氏 工率土w . 京帝園大尽建築墜科卒業、本協合監事

村 田

治 郎 氏 工t満主主工博業士 京都帝数聞大謬建築製科卒業

南 朝 "j 与さ校授

建 築 と 祉 審

第 16 j憐第 l1 IJJA

ｬ 加 Ｎ ＵＰ 闘 Ｈ ｾｾ［ 枕 Ｒ 銭〉
毎月 ll jj.J l 日強行 定 例 12加 6.00阻I( 同 24 銭〉

昭和 8 年 10月25日印刷l 昭和 8 年 11 月 l 日強行

滋 行 ・編 斡

印 刷 人

ｈｈ ｾ＠
ι"' ， 

耳元

西宮市今湾問I 大字 減 風56番地

陽

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1丁目 7養 地

護行e T r 紋 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島3 ノ3朝 日ピル

電話長本局( 23) 4500杏 ( 6)

据 替 口 座 央 阪39. 975番

特 約 版 賀 庖 柳 々 堂 書 1占

大阪市西区京町堀若君子板橋北

電 話 土 佐 堀 2440番

指替口座ｾ阪 加 ＸＴ 香

禁 轄 載

本誌に掲載せるものは、 一切 とれを無断にて

締載し叉は翠行本ーに上梓その他の 複製 行 儀 を

な す こ と を禁 ず。

鹿 告 掲 載 料 金

普 iiIi I  1 頁 I 1 回 15.00 

普 通 I ｾ頁 ｉ 1 回 8.00 

普 泌 I 1 頁 I 1 回 45.00

〈前附! 1I l l 頁) I  I  

一 回一 一

普 沼 I 1 百 I 1 回 40.00

{ 前 附 即π I ーI  

一 一

普 通 I 1 頁 I I 図 25.00

{也前第 i及最終頁U _一一一一ー し一一一一一|一一一一一一一一一

ア ー ト | 占 百 I I  [i11  I  20. 00 

(中 掃 ) Iー I  

一 一 一
表 紙 2 I  I 頁 I 1 回 I 60.∞ 

表 紙 3 I  I 頁 I I 回 I 45. 00 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 | 印 .00

建築事務所総 I 1 欄 I  I 回 1.50  

{ 忍築克悟猿官廷内) I  1  側 I  1  回 I  5. 00 

御 注 文

御 法 文は す ペ て 前 会 で 本 合 直 接 又は特 約 応 へ

振替貯命又 はｾ 容で御挽 込 を願ひます郵券代

用 は 一 割 省、代 金 引 換 は お 断 P致 します。
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曾 告

本 誌 残 本 分 譲

今 回 本 誌 、 「 建 築 ご 祉 曾 」 の 第 7 輯 第 1 1虎 (大正 1 3  

年) よ り 第 1 5 輯 第 1 2  ｾｊｊｴ＠ ( 昭 和 七 年) ま で の 内 で 残 本

あ る も の を 整 理 す る こ ご に な り ま し た 、 就 て は 曾 員

並 に 議 者 諸 君 に し て 格II 入 用 の 方 に は 普 通 税 特 債 1

珊 1 0 銭 塗 料 2 銭 特 別 鋭、は 特 債 1 珊 20 銭 送 料 3 銭 で

御 頒 も 致 し ま す か ら 本 年 1 ] 月 末 日 ま で に 街 ! 巾 出 を

願 ひ ま す

X' 92 

普 通 読 特 偵 1  11仕 1  0 銭 主主料 2 鋭

第 7 韓 第 l 競 ~第 15韓 第 12抗( 特別 競 を 除 ¥)  

特 別 競 特 偵 l 珊 2 0 銭 迭 料 3 銭

最 近 建 築 研 究 1  ( 第 15輯 2 蹴)

同 日r ( 第15輯 11競)

残 本 な き も の ( 紹 版)

第 7 輯 1 0 競

第 8 輯 l 銃 及 2 競

第 9 輯 I 抗 ""，， 8 批

第 12 輯 1 銃 "， 3 競 及 5 批

第 13 輯 8 抗

第 15 輯 7 披 及 6 批

昭 和 8 年 1 1 月

( 大 正 13 年)

( 大 正 14 年)

( 大 正 15 年)

( 昭 和 4 年)

( 昭 和 5 年)

( 昭 和 7 年 〉

枇也|

法 人 日 本 建 築 協 曾
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